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今
年
も
十
一
月
三
日
文
化
の
日
よ
り
、
国
立
新
美
術
館
に

て
、
秋
の
日
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
二
〇
一
四
年
に
日
展

の
大
き
な
改
革
を
行
い
ま
し
て
か
ら
、
今
年
は
十
回
目
と
い

う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
ご
来
場
い
た
だ

く
皆
様
に
さ
ら
に
寄
り
添
っ
た
展
示
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

日
展
は
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
美
術
、
書
の
五

部
門
か
ら
な
り
、
毎
年
全
国
か
ら
一
万
点
を
超
す
ご
応
募
を

い
た
だ
き
、
出
品
作
家
は
十
代
か
ら
百
歳
ま
で
と
幅
広
く
、

入
選
者
と
会
員
な
ど
の
作
品
を
併
せ
て
、
約
三
〇
〇
〇
点
の

新
作
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
作
品
群
の
な
か
か
ら
、
ぜ
ひ
、
会
場
で
皆
様
に
「
美

の
宝
物
」
を
探
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

心
に
共
鳴
す
る
作
品
が
必
ず
み
つ
か
る
は
ず
で
す
。
新
た
な

作
家
を
発
見
し
、
そ
の
作
家
が
次
は
ど
う
い
う
作
品
を
作
る

の
か
、
ま
た
次
の
年
も
期
待
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
日
展
に
は
、
過
去
一
一
五
年
と
い
う
す
ば
ら
し
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
作
家
の
若
い
頃
の
作
品
は
ど
う
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
過
去
の
偉
大
な
作
家
た
ち
の
作
品
は
ど
う
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
人
に
歴
史
あ
り
と
い
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

こ
と
を
探
求
す
る
場
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
か
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
毎
年
、
新
作
が
一
堂
に
並
ぶ
会
場
で
、
新
鮮
な
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
日

展
一
一
五
年
の
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
日
展
の
大
き
な
特
徴
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は

こ
の
よ
う
な
作
品
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
年
は
ま
た
一
つ
大
き

な
展
開
が
あ
る
な
、
と
い
う
よ
う
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
。

そ
れ
は
出
品
し
て
い
る
作
家
自
身
が
そ
う
で
す
。
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
美
術
、
書
の
五
部
門
の
作
家
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
外
の
作
品
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
自
ら
の
作
品
に

生
か
す
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
探
求

心
が
必
ず
作
品
の
中
に
現
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
探
し
当

て
る
と
い
う
面
白
さ
も
、
こ
の
日
展
の
中
に
は
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
そ
れ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

今
年
の
日
展
は
、
第
十
回
を
記
念
し
ま
し
て
、
高
校
・
大

学
生
を
無
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
若
い
方
々
の
ご
来
場
を

歓
迎
し
ま
す
。
若
い
方
た
ち
は
、
伸
び
盛
り
で
す
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
吸
収
し
、
ま
た
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
悩
み
を
解
き
ほ
ぐ
す
き
っ
か
け

に
な
っ
た
り
、
日
展
の
作
品
か
ら
何
か
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と

も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
三
〇
〇
〇
点
の
作
品
群
を
ご
覧
に

な
る
う
ち
に
、
自
分
を
探
し
当
て
て
み
た
り
、
人
間
と
い
う

も
の
を
再
発
見
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
場
所
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
展
は
こ
の
よ
う
に
、「
宝
の
山
」
だ
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
自
分
の
一
番
好
き
な
美
の
宝
物
を
探
し

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
私
は
「
面
白
い
日
展
、
明
る
い
日

展
、
楽
し
い
日
展
、
み
ん
な
の
日
展
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

日
展
が
皆
様
に
と
っ
て
夢
の
あ
る
楽
し
め
る
世
界
で
あ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
を
感
じ
、
未
来
を
意
識
で
き
る
作
品

を
多
く
生
み
出
し
、
発
表
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に
ご
高
覧
い
た
だ
き
、
今
後
も
皆
様
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
日
展

理
事
長
　

宮
田 

亮
平

三
〇
〇
〇
点
の

作
品
群
の
な
か
か
ら

あ
な
た
の「
美
の
宝
物
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探
し
あ
て
て
い
た
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た
い
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5 4現代の日展作家たち ― 日本の美 2023

日本画

１９４６年、岐阜県生まれ。加藤東一に師事。１９６７年、武蔵野美術
大学実技専修科日本画卒業。同年、第１０回日展初入選。１９６９
年、改組第１回日展「水たまり」により特選・白寿賞受賞。１９７６年、
第８回日展「暮れて行く」により特選受賞。１９８５年、第１７回日展

「隠岐」により日展会員賞受賞。２００５年、第３７回日展「椿樹」によ
り文部科学大臣賞受賞。２００７年、第３８回日展出品作「軍鶏」に
より日本芸術院賞受賞。現在、日展副理事長、日本芸術院会員、
金沢美術工芸大学名誉教授。

土
つ ち

屋
や

 禮
れ い

一
い ち

副理事長

日本画

１９４６年、東京都生まれ。佐藤太清に師事。１９６９年、武蔵野美術
大学造形学部日本画科卒業。同年、改組第１回日展初入選。
１９８１年、第１３回日展「紫陽花とテレサ」により特選受賞。１９８４
年、第１６回日展「単衣の女」により特選受賞。１９９６年、第２８回日
展「刀匠」により日展会員賞受賞。１９９９年、第３１回日展「ながい
夜」により文部大臣賞受賞。２００６年、第３７回日展出品作「ピアニ
スト」により日本芸術院賞受賞。現在、日展理事、日本芸術院会員。

福
ふ く

田
だ

 千
せ ん

惠
け い

理事

日本画

１９４０年、新潟県生まれ。下保昭に師事。１９６７年、京都教育大学
特修美術日本画専攻科卒業。１９６５年、第８回日展初入選。１９７２
年、第４回日展「森」により特選受賞。１９７３年、第５回日展「トマト」
により無鑑査・特選受賞。１９９２年、第２４回日展「海游」により日展
会員賞受賞。２００８年、第４０回日展「沼宴」により内閣総理大臣
賞受賞。２０１１年、第４２回日展出品作「海煌」により恩賜賞・日本
芸術院賞受賞。現在、日展理事、日本芸術院会員、京都市立芸術
大学名誉教授。

山
や ま

﨑
ざ き

 隆
た か

夫
お

理事

日本画

１９４１年、京都府生まれ。山口華楊に師事。１９６４年、京都市立美
術大学（現・京都市立芸術大学）日本画科卒業。同年、第７回日展
初入選。１９７１年、第３回日展「林檎」により特選受賞。１９８４年、第
１６回日展「林檎」により特選受賞。２０１５年、改組 新 第２回日展
「夏草」により内閣総理大臣賞受賞。現在、日展理事、京都精華大
学名誉教授。

渡
わ た

辺
な べ

 信
の ぶ

喜
よ し

理事

日本画

１９４７年、京都府生まれ。池田遙邨に師事。１９６８年、画塾・青塔
社へ入会。１９７１年、第３回日展初入選。１９７５年、第７回日展「赤
い陸橋」により特選受賞。１９９０年、第２２回日展「サンマルタン運
河」により特選受賞。２０１８年、改組 新 第５回日展「暮れゆく時」に
より文部科学大臣賞受賞。２０００年、紺綬褒章受章。２０２０年、改
組 新 第３回日展出品作「日照」により恩賜賞・日本芸術院賞受賞。
現在、日展理事、日本芸術院会員、大阪芸術大学教授。

村
む ら

居
い

 正
ま さ

之
ゆ き

理事

１９３５年、福岡県生まれ。伊藤清永に師事。１９５４年、第１０回日展
初入選。１９６９年、改組第１回日展「椅子に倚る」により特選受賞。
１９８１年、第１３回日展「縞衣」により特選受賞。１９９０年、第２２回
日展「青衣」により日展会員賞受賞。１９９６年、第２８回日展「華粧」
により内閣総理大臣賞受賞。１９９８年、第２９回日展出品作「黒
扇」により日本芸術院賞受賞。２００１年、日展事務局長。２００９年、
日展理事長。２０１９年、旭日中綬章受章。現在、日展顧問、日本芸
術院会員、白日会会長。

中
な か

山
や ま

 忠
た だ

彦
ひ こ

顧問洋画

１９３５年、富山県生まれ。高光一也に師事。１９５８年、金沢美術工
芸大学油絵科卒業。１９５６年、第１２回日展初入選。１９８０年、第
１２回日展「画室にて」により特選受賞。１９８４年、第１６回日展「僧
院の午後」により特選受賞。２００１年、第３３回日展「アドレーション
パンタナサ」により日展会員賞受賞。２００４年、第３６回日展「アド
レーション・デミトリオス」により内閣総理大臣賞受賞。２００８年、第
３９回日展出品作「アドレーションサンビターレ」により日本芸術院賞
受賞。現在、日展顧問、日本芸術院会員、光風会理事長。

藤
ふ じ

森
も り

 兼
か ね

明
あ き

顧問洋画

１９４４年、大分県生まれ。江藤哲に師事。１９６６年、大分大学学芸
学部美術科卒業。１９７５年、第７回日展初入選。１９８２年、第１４回
日展「紫陽花の頃」により特選受賞。１９９３年、第２５回日展「黒
衣」により特選受賞。２００９年、第４１回日展「ひととき」により文部
科学大臣賞受賞。２０１３年、第４４回日展出品作「夏の終りに」によ
り日本芸術院賞受賞。現在、日展副理事長、日本芸術院会員、東
光会理事長。

佐
さ

藤
と う

 哲
て つ

副理事長洋画

１９４３年、福島県生まれ。伊藤清永に師事。１９６６年、中央大学卒
業。１９７８年、第１０回日展初入選。１９９１年、第２３回日展「午後の
ひととき」により特選受賞。１９９３年、第２５回日展「ショールの婦
人」により特選受賞。２０１９年、改組 新 第６回日展「清新」により内
閣総理大臣賞受賞。現在、日展理事。

斎
さ い

藤
と う

 秀
ひ で

夫
お

理事洋画

１９５５年、静岡県生まれ。坪内正、伊藤清永、中山忠彦に師事。
１９８０年、多摩美術大学油画科卒業。１９８３年、第１５回日展初入
選。１９９０年、第２２回日展「悠想」により特選受賞。１９９８年、第
３０回日展「想春」により特選受賞。２００４年、第３６回日展「爽秋」
により日展会員賞受賞。２０１０年、第４２回日展「L'allure（ラ リュー
ル）」により内閣総理大臣賞受賞。２０１８年、改組 新 第３回日展出
品作「l'Aube（夜明け）」により日本芸術院賞受賞。現在、日展理事。

湯
ゆ

山
や ま

 俊
と し

久
ひ さ

理事洋画

１９３３年、広島県生まれ。１９５６年、愛媛大学教育学部美術科卒
業。１９５４年、第１０回日展初入選。１９６２年、第５回日展「カニのあ
る静物」により特選受賞。１９８６年、第１８回日展「レリーフのある
棚」により日展会員賞受賞。２００１年、第３３回日展「デルフォイへ
の道」により文部科学大臣賞受賞。２００５年、第３６回日展出品作

「アクロポリスへの道」により日本芸術院賞受賞。２００９年、日展事
務局長。２０１３年、日展理事長。２０２０年、旭日中綬章受章。現在、
日展顧問、日本芸術院会員、山梨大学名誉教授。　　　　　

寺
て ら

坂
さ か

 公
た だ

雄
お

洋画 顧問

１９４４年、鳥取県生まれ。芝田米三、大島士一に師事。１９６７年、
金沢美術工芸大学卒業。１９７３年、第５回日展初入選。１９９２年、
第２４回日展「窓辺」により特選受賞。１９９５年、第２７回日展「横た
わる」により特選受賞。２００２年、第３４回日展「めざめ」により日展
会員賞受賞。２０１７年、改組 新 第４回日展「伊須気余理比売」によ
り内閣総理大臣賞受賞。２０２３年、第９回日展出品作「伊邪那岐
命の悲しみ」により日本芸術院賞受賞。現在、日展理事、日洋会理
事長。

小
こ

灘
な だ

 一
い っ

紀
き

理事洋画
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１９４４年、岡山県生まれ。柚木祥吉郎、三宅幹一郎に師事。１９９７
年、第２９回日展初入選。２０００年、第３２回日展「哀華逍遥」により
特選受賞。２００１年、第３３回日展「逍遥・たらちねの…」により特選
受賞。２００５年、第３７回日展「逍遥・水無月」により日展会員賞受
賞。２０１６年、改組 新 第３回日展「逍遥・十六夜」により文部科学
大臣賞受賞。現在、日展監事。

難
な ん

波
ば

 滋
し げ る

監事洋画

１９５８年、香川県生まれ。１９８３年、筑波大学大学院芸術研究科
修了。同年、第１５回日展初入選。１９９４年、第２６回日展「道」によ
り特選受賞。１９９６年、第２８回日展「もう一人の私」により特選受
賞。２０１７年、改組 新 第４回日展「エトルスク 古代の記憶」により文
部科学大臣賞受賞。２０１９年、改組 新 第５回日展出品作「時の旅
人」により日本芸術院賞受賞。現在、日展監事、鹿児島大学教育
学部教授。

池
い け

川
が わ

 直
す な お

監事彫刻

１９３９年、愛知県生まれ。１９６３年、東京教育大学（現・筑波大学）
教育学専攻科卒業。１９６２年、第５回日展初入選。１９７２年、第４
回日展「生きがい」により特選受賞。１９８０年、第１２回日展「ひたむ
き」により特選受賞。１９９２年、第２４回日展「いい日」により日展会
員賞受賞。１９９９年、第３１回日展「森からの声」により内閣総理大
臣賞受賞。２００４年、第３５回日展出品作「生生流転」により日本
芸術院賞受賞。現在、日展理事、日本芸術院会員、名古屋市立大
学名誉教授。

山
や ま

本
も と

 眞
し ん

輔
す け

理事彫刻
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１９３１年、東京都生まれ。斎藤素巌、平野敬吉、進藤武松に師事。
１９６１年、第４回日展初入選。１９６４年、第７回日展「暖流」により
特選受賞。１９９３年、第２５回日展「未来への讃歌」により内閣総
理大臣賞受賞。１９９８年、第２９回日展出品作「大地」により日本
芸術院賞受賞。２００７年、旭日中綬章受章。現在、日展顧問、日本
芸術院会員。

川
か わ

崎
さ き

 普
ひ ろ

照
て る

彫刻 顧問

彫刻

１９２６年、三重県生まれ。東京高等師範学校卒業。１９５０年、第６
回日展初入選。１９６７年、第１０回日展「華の譜」により特選受賞。
１９６８年、第１１回日展「想華の詞」により無鑑査・特選受賞。
１９６９年、改組第１回日展「宴の華」により菊花賞受賞。１９８１年、
第１３回日展「星のいのり」により日展会員賞受賞。１９８４年、第１６
回日展「焦躁の旅路」により文部大臣賞受賞。１９８８年、第１９回日
展出品作「朝の祈り」により日本芸術院賞受賞。１９９６年、中村晋
也美術館を設立。１９９９年、勲三等旭日中綬章受章。２００２年、文
化功労者。２００７年、文化勲章受章。現在、日展顧問、日本芸術院
会員、鹿児島大学名誉教授、筑波大学名誉博士。

中
な か

村
む ら

 晋
し ん

也
や

顧問

１９３３年、茨城県生まれ。小森邦夫に師事。１９５８年、茨城大学教
育学部卒業。１９６５年、第８回日展初入選。１９６６年、第９回日展

「ひとり」により特選受賞。１９６７年、第１０回日展「女」により特選
受賞。１９６８年、第１１回日展「女’６８」により菊華賞受賞。１９９６
年、第２８回日展「告知」により文部大臣賞受賞。２００２年、第３３回
日展出品作「告知ｰ２００１ｰ」により日本芸術院賞受賞。２０１６年、
北茨城市蛭田二郎彫刻ギャラリー開設。２０１８年旭日中綬章受章。
現在、日展顧問、日本芸術院会員、岡山大学名誉教授、倉敷芸術
科学大学名誉教授。

蛭
ひ る

田
た

 二
じ

郎
ろ う

顧問彫刻

１９２７年、石川県生まれ。１９４９年、東京美術学校（現・東京藝術
大学）工芸科卒業。１９５０年、第６回日展初入選。１９５６年、第１２
回日展「『風寒し』青釉花器」により北斗賞受賞。１９５７年、第１３回
日展「『鶏』緑釉壺」により特選・北斗賞受賞。１９６１年、第４回日展

「釉彩『魚紋』花器」により特選・北斗賞受賞。１９８２年、第１４回日
展「『歩いた道』花器」により文部大臣賞受賞。１９８５年、第１６回
日展出品作「『峙つ』花三島飾壺」により日本芸術院賞受賞。
２００４年、文化功労者。２００８年、金沢学院大学副学長。２０１１年、
文化勲章受章。現在、日展顧問、日本芸術院会員。

大
お お

樋
ひ

 年
と し

朗
ろ う

 　
顧問工芸美術

１９３２年、京都府生まれ。１９５４年、京都市立美術大学（現・京都
市立芸術大学）工芸科卒業。１９５６年、同大学専攻科修了。
１９５３年、第９回日展初入選。１９６９年、改組第１回日展「集積」に
より特選・北斗賞受賞。１９７７年、第９回日展「間の実在」により特
選受賞。１９９０年、第２２回日展「巨木積雪」により文部大臣賞受
賞。１９９３年、第２３回日展出品作「原生雨林」により日本芸術院
賞受賞。２０１７年、旭日中綬章受章。２０２２年、文化功労者。現在、
日展顧問、日本芸術院会員、京都市立芸術大学名誉教授。

中
な か

井
い

 貞
て い

次
じ

顧問工芸美術

１９３４年、京都府生まれ。１９５８年、京都市立美術大学（現・京都
市立芸術大学）卒業。１９６０年、同大学専攻科修了。１９５７年、第
１３回日展初入選。１９６０年、第３回日展「青釉花器」により特選・
北斗賞受賞。１９６６年、第９回日展「花器『藍』」により特選・北斗
賞受賞。２００７年、第３８回日展出品作「扁壺『大地』」により日本
芸術院賞受賞。２０１９年、旭日中綬章受章。２０２１年、文化功労
者。現在、日展顧問、日本芸術院会員。

森
も り

野
の

 泰
た い

明
め い

顧問工芸美術

１９３６年、大阪府生まれ。１９６７年、第１０回日展初入選。１９７２年、
第４回日展「或るページ」により特選受賞。１９７４年、第６回日展

「風」により特選受賞。１９８８年、第２０回日展「海の詩」により文部
大臣賞受賞。１９９０年、第２１回日展出品作「炎心」により日本芸
術院賞受賞。２００６年、奥田元宋・小由女美術館開館。２００８年、
文化功労者。２０１３年、日展事務局長。２０１４年、日展理事長。
２０２０年、文化勲章受章。現在、日展顧問、日本芸術院会員、現代
工芸美術家協会理事長。

奥
お く

田
だ

 小
さ

由
ゆ

女
め

顧問工芸美術

１９４１年、東京都生まれ。小森邦夫に師事。１９６４年、茨城大学教
育学部美術科卒業。１９６２年、第５回日展初入選。１９６９年、改組
第１回日展「窮」により特選受賞。１９７１年、第３回日展「省」により
特選受賞。１９９０年、第２２回日展「五月の女」により日展会員賞受
賞。２０００年、第３２回日展「悠久の時」により文部大臣賞受賞。
２００５年、第３６回日展出品作「慈愛ーこもれび」により日本芸術院
賞受賞。現在、日展理事、日本芸術院会員。

能
の う

島
じ ま

 征
せ い

二
じ

理事彫刻

１９４１年、京都府生まれ。松田尚之に師事。１９６８年、金沢美術工
芸大学卒業。１９６７年、第１０回日展初入選。１９７３年、第５回日展

「風のよそおい」により特選受賞。１９７４年、第６回日展「風の中を」
により無鑑査・特選受賞。２００５年、第３７回日展「はんなりと石庭
に」により内閣総理大臣賞受賞。２００９年、第４０回日展出品作

「源氏物語絵巻に想う」により日本芸術院賞受賞。現在、日展理事、
日本芸術院会員。

宮
み や

瀬
せ

 富
と み

之
ゆ き

理事彫刻

１９４３年、広島県生まれ。１９６６年、明治大学卒業。１９７４年、第６
回日展初入選。１９８７年、第１９回日展「雄」により特選受賞。
１９９０年、第２２回日展「若人」により特選受賞。２０１２年、第４４回
日展「こもれび」により文部科学大臣賞受賞。２０１６年、改組 新 第
２回日展出品作「朝の響き」により日本芸術院賞受賞。現在、日展
理事、日本芸術院会員、日本彫刻会理事長。

山
や ま

田
だ

 朝
と も

彦
ひ こ

理事彫刻

１９５３年、茨城県生まれ。寺島龍一に師事。１９７６年、茨城大学卒
業。１９８２年、第１４回日展初入選。２０００年、第３２回日展「雪の
朝」により特選受賞。２００３年、第３５回日展「新雪の麓」により特
選受賞。２０１８年、改組 新 第５回日展「新雪の河畔」により文部科
学大臣賞受賞。現在、日展理事。

町
ま ち

田
だ

 博
ひ ろ

文
ぶ み

理事洋画

１９４４年、岐阜県生まれ。清水多嘉示、木下繁に師事。１９６７年、
武蔵野美術大学造形学部卒業。１９６８年、第１１回日展初入選。
１９７６年、第８回日展「裸婦」により特選受賞。１９７８年、第１０回日
展「裸婦」により特選受賞。２００６年、第３８回日展「長風」により文
部科学大臣賞受賞。２００８年、第３９回日展出品作「朝」により日
本芸術院賞受賞。現在、日展副理事長 事務局長、日本芸術院会
員、名古屋芸術大学名誉教授。

神
か ん

戸
べ

 峰
み ね

男
お

副理事長　事務局長彫刻

１９４５年、長野県生まれ。蓮田修吾郎に師事。１９７１年、東京藝術
大学大学院美術研究科修了。１９７７年、第９回日展初入選。
１９７９年、第１１回日展「四角柱イン・セクション」により特選受賞。
１９８４年、第１６回日展「無限標」により特選受賞。２０００年、第３２
回日展「風の門」により文部大臣賞受賞。２００４年、横浜美術短期
大学（現・横浜美術大学）学長。２０１６年、改組 新 第２回日展出品作

「宙の河」により日本芸術院賞受賞。現在、日展理事、日本芸術院
会員、横浜美術大学名誉教授。

春
は る

山
や ま

 文
ふ み

典
の り

理事工芸美術
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１９４３年、山口県生まれ。１９６９年、東京藝術大学大学院美術研
究科修了。１９７５年、第７回日展初入選。１９８３年、第１５回日展

「夜明け」により特選受賞。１９８５年、第１７回日展「曜」により特選
受賞。１９９６年、第２８回日展「萩釉広口陶壺『ある光景の印象』」
により文部大臣賞受賞。２０００年、第３１回日展出品作「萩釉広口
陶壺『曜’９９・海』」により日本芸術院賞受賞。現在、日展理事、山
口大学名誉教授、萩陶芸美術館・吉賀大眉記念館理事長。

吉
よ し

賀
か

 將
は た

夫
お

工芸美術 理事

１９２４年、京都府生まれ。廣津雲仙、辻本史邑に師事。１９５４年、
第１０回日展初入選。１９６３年、第６回日展「陸游の詩」により特
選・苞竹賞受賞。１９７０年、第２回日展「高青邱詩 送陳少府赴嘉
定」により菊花賞受賞。１９８１年、第１３回日展「竹窓」により日展
会員賞受賞。１９８６年、第１８回日展「高青邱詩」により文部大臣
賞受賞。１９９３年、第２４回日展出品作「杜少陵詩」により日本芸
術院賞受賞。２０１６年、文化功労者。現在、日展顧問。

尾
お

崎
ざ き

 邑
ゆ う

鵬
ほ う

書 顧問

書

１９３６年、兵庫県生まれ。深山龍洞に師事。１９６１年、京都学芸大
学（現・京都教育大学）美術科書道卒業。同年、第４回日展初入選。
１９７７年、第９回日展「梅」により特選受賞。１９７９年、第１１回日展
「富士山」により特選受賞。１９９３年、第２５回日展「無常」により日
展会員賞受賞。２００１年、第３３回日展出品作「清流」により内閣
総理大臣賞受賞。２００３年、第３３回日展出品作「清流」により日
本芸術院賞受賞。２０１８年、文化功労者。現在、日展顧問、日本芸
術院会員、京都教育大学名誉教授。

井
い

茂
し げ

 圭
け い

洞
ど う

顧問

１９４９年、東京都生まれ。祖父の三田村自芳、父の三田村秀芳、髙
橋節郎、田口善国に師事。１９７３年、東京学芸大学教育学部美術
科（工芸専攻）卒業。同年、第５回日展初入選。１９７５年、東京藝
術大学大学院美術研究科（漆芸専攻）修了。１９８５年、第１７回日
展「ピラミス・遙か天空に」により特選受賞。１９８８年、第２０回日展

「ピラミス・嵩峻」により特選受賞。２０１４年、改組 新 第１回日展「炎
立つ」により日展会員賞受賞。２０１６年、改組 新 第３回日展「月の
光 その先に」により内閣総理大臣賞受賞。２０１８年、改組 新 第３
回日展出品作「月の光 その先に」により日本芸術院賞受賞。現在、
日展理事、東京藝術大学名誉教授。

三
み

田
た

村
む ら

 有
あ り

純
す み

理事工芸美術

１９５６年、千葉県生まれ。日比野五鳳、日比野光鳳に師事。１９７９
年、東京学芸大学書道科卒業。１９８０年、東京学芸大学専攻科

（書道）修了。同年、第１２回日展初入選。１９９２年、第２４回日展
「雪」により特選受賞。１９９８年、第３０回日展「夕されば」により特
選受賞。２００８年、第４０回日展「良寛春秋」により日展会員賞受賞。
２０１６年、改組 新 第３回日展出品作「墨染」により内閣総理大臣
賞受賞。２０１８年、改組 新 第４回日展出品作「かつしかの里」により
日本芸術院賞受賞。現在、日展理事、日本書芸院理事長。

土
つ ち

橋
は し

 靖
や す

子
こ

理事書

書

１９４７年、兵庫県生まれ。西谷卯木に師事。１９６９年、改組第１回
日展初入選。１９８６年、第１８回日展「山里」により特選受賞。
１９９０年、第２２回日展「ふじの雪」により特選受賞。２００３年、第
３５回日展「深雪」により日展会員賞受賞。２００９年、第４１回日展
「静寂」により内閣総理大臣賞受賞。２０１１年、第４２回日展出品作
「小倉山」により日本芸術院賞受賞。現在、日展副理事長、日本芸
術院会員。

黒
く ろ

田
だ

 賢
け ん

一
い ち

副理事長

書

１９４９年、岡山県生まれ。青山杉雨、成瀬映山に師事。１９７３年、
大東文化大学卒業。１９７４年、第６回日展初入選。１９８９年、第２１
回日展「天馬」により特選受賞。１９９３年、第２５回日展「建始」によ
り特選受賞。２００６年、第３８回日展「協穆」により日展会員賞受賞。
２０１５年、改組 新 第２回日展「駿歩」により文部科学大臣賞受賞。
２０１７年、改組 新 第３回日展出品作「協戮」により恩賜賞・日本芸
術院賞受賞。現在、日展理事、日本芸術院会員、謙慎書道会理事
長、全国書美術振興会理事長、大東文化大学名誉教授。

髙
た か

木
き

 聖
せ い

雨
う

理事

１９４４年、栃木県生まれ。浅香鉄心に師事。１９６７年、立正大学卒
業。１９７５年、第７回日展初入選。１９９０年、第２２回日展「蘇東坡
詩」により特選受賞。１９９２年、第２４回日展「曽鞏詩」により特選
受賞。２００７年、第３９回日展「李濂詩」により日展会員賞受賞。
２０１０年、第４２回日展「小学之一文」により文部科学大臣賞受賞。
２０１２年、第４３回日展出品作「李 詩 贈張旭」により日本芸術院
賞受賞。現在、日展理事、日本芸術院会員。

星
ほ し

 弘
こ う

道
ど う

理事書

１９４５年、新潟県生まれ。１９７０年、東京藝術大学美術学部工芸
科卒業、同年、第２回日展初入選。１９７２年、東京藝術大学大学
院美術研究科工芸(鍛金)専攻修了。１９８１年、第１３回日展「ゲ
ルからの移行『８』」により特選受賞。１９９７年、第２９回日展「ぱーる
んぐ」により特選受賞。２００５年、東京藝術大学学長。２００９年、第
４１回日展「シュプリンゲン『悠』」により内閣総理大臣賞受賞。
２０１２年、第４３回日展出品作「シュプリンゲン『翔』」により日本芸
術院賞受賞。２０１６年、文化庁長官。現在、日展理事長、日本芸術
院会員、東京藝術大学名誉教授・顧問、国立工芸館・顧問。

宮
み や

田
た

 亮
り ょ う

平
へ い

工芸美術 理事長

１９４１年、京都府生まれ。小合友之助、佐野猛夫、三浦景生に師
事。１９６７年、京都市立美術大学(現・京都市立芸術大学)工芸
科染織専攻科修了。１９７９年、第１１回日展初入選。１９８７年、第
１９回日展「山気」により特選受賞。１９９３年、第２５回日展「静韻」
により特選受賞。２０１６年、改組 新 第３回日展「春のゆく」により日
展会員賞受賞。２０１９年、改組 新 第６回日展「積日惜夏」により文
部科学大臣賞受賞。現在、日展理事、京都市立芸術大学名誉教
授。

井
い

隼
は や

 慶
け い

人
じ ん

工芸美術 理事

１９４３年、京都府生まれ。村上三島に師事。１９６７年、京都教育大
学美術科書道卒業。１９６８年、第１１回日展初入選。１９９２年、第
２４回日展「五嶺」により特選受賞。１９９６年、第２８回日展「舒位
詩」により特選受賞。２００９年、第４１回日展「于謙詩」により日展
会員賞受賞。２０１６年、改組 新 第３回日展「轆轤」により東京都知
事賞受賞。２０１７年、改組 新 第４回日展「碧潯」により文部科学大
臣賞受賞。２０１９年、改組 新 第４回日展出品作「碧潯」により恩賜
賞・日本芸術院賞受賞。現在、日展理事。

真
ま

神
が み

 巍
ぎ

堂
ど う

理事書

１９４５年、埼玉県生まれ。西川 寧、小林斗盦に師事。１９７９年、東
京教育大学(現・筑波大学)卒業。１９７７年、第９回日展初入選。
１９９６年、第２８回日展「杜甫詩」により特選受賞。１９９８年、第３０
回日展「李白詩・送殷淑」により特選受賞。２０１９年、改組 新 第６回
日展「岑參詩」により文部科学大臣賞受賞。２０２２年、第８回日展
出品作「陸游詩」により恩賜賞・日本芸術院賞受賞。現在、日展監
事。

牛
う し

窪
く ぼ

 梧
ご

十
じ ゅ う

監事書



日
展
会
員

那須勝哉

中出信昭

中村賢次

中村　眞

中村　徹

中村文子

仲島昭廣

仲村良一

成田　環

丹羽貴子

仁志出龍司

新川美湖

西田幸一郎

西田眞人

野田夕希

能島和明

能島千明

能島浜江

袴田規知代

橋本弘安

橋本正弘

長谷川雅也

長谷川喜久

濱田昇児

林　和緒

林　秀樹

日影　圭

平尾秀明

平木孝志

藤井範子

藤島大千

藤島博文

田中里奈

田辺知治

髙梨芳実

竹留一夫

竹久秀樹

立花　博

寺久保文宣

土井原崇浩

歳嶋洋一朗

中川澄子

永田英右

楢崎重視

成田　介

西田伸一

西田陽二

西谷之男

西房浩二

西山松生

錦織重治

橋本一貫

長谷川　仂

濵本久雄

日野　功

平野行雄

武藤初雄

福井欧夏

福島隆壽

福田あさ子

星川登美子

前田　潤

前原喜好

松下久信

片山侑胤

亀山祐介

川﨑麻児

川﨑鈴彦

川島睦郎

川嶋　渉

川田恭子

河村源三

木村光宏

菊池治子

岸野圭作

北村恵美子

久米伴香

桑野むつ子

佐々木淳一

佐々木　曜

佐藤朱希

佐藤俊介

佐藤和歌子

坂根克介

坂本幸重

士農　力

田島奈須美

田所　浩

髙田淑子

高増暁子

辰巳　寛

谷川将樹

手塚恒治

寺島節朗

戸田博子

利光洋子

岡田征彦

岡本　猛

加藤寛美

鍵主恭夫

片岡世喜

金山桂子

茅野吉孝

木原和敏

菊池元男

北本雅己

桐生照子

久保博孝

工藤和男

熊谷有展

倉林愛二郎

栗原髙光

桑原富一

小関修一

小牧　幹

古賀英治

児島新太郎

児玉健二

佐藤祐治

佐藤龍人

佐渡一清

阪脇郁子

櫻田久美

清水　優

杉山吉伸

鈴木順一

鈴木　實

曽　剣雄

日本画
（１２０名）

土屋礼一

福田千惠

山﨑隆夫

村居正之

渡辺信喜

青木秀明

朝倉隆文

芦田裕昭

荒木弘訓

伊東正次

池内璋美

石井公男

石田育代

石原　進

市原義之

稲田亜紀子

岩田壮平

鵜飼雅樹

上田勝也

内海　泰

大豊世紀

大西守博

岡江　伸

岡田繁憲

岡村倫行

岡本明久

加藤　晋

加藤　智

鍵谷節子

洋画
（１１1 名）

中山忠彦

寺坂公雄

藤森兼明

佐藤　哲

湯山俊久

小灘一紀

斎藤秀夫

町田博文

難波　滋

青島紀三雄

浅見文紀

天野富美男

井上　武　

伊藤晴子

飯泉俊夫

池田清明

池田良則

池山阿有

石田宗之

磯崎俊光

一の瀬　洋

稲葉徹應

遠藤原三

小川尊一

小川満章

大竹正治

大友義博

大渕繁樹

大谷喜男

古澤洋子

北斗一守

本多功身

間瀬静江

曲子明良

松浦丈子

松崎十朗

松崎良太

丸山　勉

三谷青子

三輪晃久

三輪敦子

水野　收

南　　聡

森　美樹

森脇仁士

諸星美喜

安田敦夫

山下邦雄

山下保子

山田　毅

山本　隆

由里本　出

吉村卓司

米倉正美

米田　実

米谷清和

松田　茂

松野　行

松本貴子

丸山　勉

三沢　忠

三原捷宏

守長雄喜

守屋順吉

安増千枝子

栁瀬俊泰

山田郁子

吉崎道治

李　暁剛

和田　貢

渡邊　明

渡辺啓輔

渡辺雄彦

渡邊裕公

日 展 会 員 （２０２3年9月1日現在）
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日
展
会
員

嶋畑　貢

小代　猛

白石恵里

新澤博志

鈴木紹陶武

鈴木徹男

清家　悟

銭亀賢治

田中厚好

田畑　功

田丸　稔

大丸　敏

髙倉準一

髙野眞吾

髙橋　勇

竹谷邦夫

立山美次

谷口淳一

谷村俊英

辻畑隆子

堤　直美

寺山三佳

得能節朗

德安和博

中口一也

中辻　伸

中原篤徳

中村優子

長岡　強

成冨　宏

野畠耕之介

野原昌代

角　康二

曽根洋司

田中照一

田中紀子

田中嘉生

高岡由美子

高津明美

高名秀人光

高橋貞夫

高光一生

竹森公男

武腰一憲

武腰冬樹

立川善治

谷口勇三

谷野吉冬

月岡裕二

寺池静人

得地秀生

友定聖雄

内藤英治

中村武郎

中村三喜雄

並木恒延

南雲　龍

西片　正

西川　實

西本瑛泉

西本直文

西山邦彦

橋本昇三

早瀨郁惠

小野啓亘

小比賀　強

緒方信行

桶本　寿

親松英治

加藤幸男

加茂為男

梶川俊一郎

柏原花子

片山博詞

勝野眞言

亀谷政代司

川崎義昭

川田良樹

河村佳則

木代喜司

清島浩徳

九後　稔

久保　浩

工藤　潔

楠元香代子

熊谷喜美子

桒山賀行

小島靖成

紺谷 武

佐藤隆男

寒河江淳二

齋藤尤鶴

櫻井真理

笹山幸德

柴田良貴

島田見根夫

上森四郎

小田謙二

尾長　保

大樋年雄

加藤令吉

司辻光男

春日井路子

勝　　孝

兼先恵子

兼田文男

叶　道夫

亀井　勝

川口　満

川原和夫

河合徳夫

河野榮一

木下五郎

木谷陽子

久保満義

沓澤則雄

栗本雅子

桑原紀子

小西啓介

小林英夫

厚東孝治

佐々木達郎

佐々木眞澄

佐治ヒロシ

佐藤好昭

志観寺範從

十二町　薫

杉原外喜子

彫刻
（１３０名）

中村晋也

川崎普照

蛭田二郎

能島征二

山本眞輔

神戸峰男

山田朝彦

宮瀬富之

池川　直

安藤孝洋

阿部鉄太郎

青山三郎

井上周一郎

伊庭照実

伊庭靖二

石黒光二

石崎義弘

石田陽介

磯尾隆司

宇治川久司

宇津孝志

上田ふみ

上田久利

上床利秋

植田　努

江藤　望

江里敏明

圓鍔元規

小関良太

山瀬晋吾

山田　進

横山祐三

吉居寛子

吉岡　徹

工芸美術
（１１３名）

奥田小由女

大樋年朗

中井貞次

森野泰明

春山文典

宮田亮平

吉賀將夫

三田村有純

井隼慶人

安藤タヅ子

安藤　工

相武常雄

青木宏憧

赤堀郁彦

浅井啓介

浅蔵與成

飴村秀子

有山長佑

石川充宏

磯野清夫

上原利丸

野間口　泉

野村光雄

馬場正邦

早川高師

原田治展

原田裕明

東　　誠

一鍬田　徹

平戸司郎

平原孝明

廣川政和

福本重喜

二塚佳永子

堀　龍太郎

堀内有子

堀内秀雄

堀尾秀樹

間島博徳

前芝武史

槙野仁一

松岡高則

松田裕康

松田安生

南川憲生

宮坂慎司

宮﨑雅司

宮里明人

村井良樹

村山　哲

森　矢真人

山崎茂樹

山下　清

林　香君

原　典生

原　益夫

藤田　仁

古瀬政弘

伯耆正一

干田　浩

本間秀昭

前川正治

前田和伸

前田泰昭

待田和宏

南　正剛

宮崎芳郎

向井弘子

向山伊保江

村田好謙

森田清照

安田佳代

山岸大成

山崎輝子

山元健司

山本　清

山本由紀子

横山喜八郎

吉水絹代

若山裕昭

渡辺洋子
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堂本雅人

歳森芳樹

内藤富卿

内藤望山

中川裕晧

中路佳保里

中野北溟

中林蕗風

中村伸夫

永守蒼穹

楢崎華祥

新谷泰鵬

西村自耕

西村東軒

野田杏苑

野田正行

原田　上

日賀野　琢

日比野博鳳

平形精逸

深瀬裕之

福光幽石

藤岡都逕

舟尾圭碩

前島泉洲

松清秀仙

宮崎葵光

村上俄山

望月和風

森上光月

森川星葉

森嶋隆鳳

大平匡昭

岡田直樹

岡野楠亭

加藤子華

角元正燦

梶山夏舟

河西樸堂

木村通子

鬼頭翔雲

杭迫柏樹

倉橋奇艸

近藤浩乎

佐々木宏遠

澤田虚遊

師田久子

師村妙石

清水透石

芝　松翠

陣　軍陽

鈴木春朝

関　吾心

関　正人

田頭一舟

田頭央　　

田中節山

田中徹夫

高木厚人

竹内勢雲

樽本樹邨

辻元邑園

寺岡棠舟

寺坂昌三

書
（１１１名）

井茂圭洞

尾崎邑鵬

黒田賢一

髙木聖雨

星　弘道

土橋靖子

真神巍堂

牛窪梧十

赤江華城

明石聴濤

新井光風

有岡　崖

井上清雅

伊藤一翔

伊藤仙游

池田桂鳳

石坂雅彦

石田雲鶴

石飛博光

市澤静山

今村桂山

岩田海道

岩永栖邨

植松龍祥

海野濤山

遠藤　彊

尾崎蒼石

尾西正成

大澤城山

森田彦七

柳　濤雪

山口耕雲

山根亙清

山本高邨

山本大悦

山本悠雲

横山煌平

吉川蕉仙

吉川美恵子

吉澤石琥

吉澤大淳

吉澤鐵之

吉澤劉石

吉田成美

吉見靖子

和中簡堂

綿引滔天

14

日
展
作
家
は
語
る

芸
術
と
は
何
か

創
作
と
は
何
か
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日
本
画—

渡
辺
信
喜

日
本
画

渡
辺
信
喜

日
本
画
家　

|　

日
展
理
事

と
担
当
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
一
年

は
榊
原
紫
峰
先
生
、
猪
原
大
華
先
生
、
二
年
で
上

村
松
篁
先
生
、
三
年
で
秋
野
不
矩
先
生
、
石
本
正

先
生
、
四
年
で
奥
村
厚
一
先
生
と
そ
う
そ
う
た
る

先
生
方
で
、
小
野
竹
喬
先
生
が
非
常
勤
で
い
ら
し

て
い
ま
し
た
。
す
ご
く
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
。

四
年
に
な
る
と
、
公
募
展
へ
出
せ
る
の
で
、
友
達

三
人
で
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
を
し
て
、
日
展
に
応
募
し

ま
し
た
が
自
分
だ
け
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
」

卒
業
時
に
は
教
育
実
習
で
行
っ
た
中
学
校
か
ら

声
が
か
か
り
、
そ
こ
で
非
常
勤
の
教
員
に
な
っ
た
。

そ
の
年
に
日
展
初
入
選
。
七
面
鳥
を
描
い
た
作
品

で
あ
っ
た
。

高
校
、
大
学
で
は
日
展
に
出
品
さ
れ
て
い
る
先

生
も
お
ら
れ
、
日
展
を
目
指
す
の
は
自
然
な
流
れ

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
先
輩
方
も
い
る
な
か
で
、

指
導
を
い
た
だ
け
て
、
自
分
を
高
め
る
勉
強
の
場

と
し
て
、
山
口
華
楊
先
生
の
研
究
団
体
晨
鳥
社
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

一
方
、
卒
業
す
る
こ
ろ
に
は
家
の
仕
事
も
仏
画

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な
っ
て
い

た
。
末
寺
に
は
、
御
影
、
肖
像
画
を
、
門
徒
さ
ん

に
は
、
仏
壇
に
か
け
る
仏
画
を
本
願
寺
に
調
進
し
、

修
復
も
行
う
。
現
在
も
指
名
で
依
頼
さ
れ
描
か
れ

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
父
の
期
待
も
あ
り
、
日
本
画
の
技

術
を
習
得
す
る
高
校
・
大
学
と
進
み
、
動
物
や
花

が
好
き
だ
っ
た
渡
辺
さ
ん
は
花
鳥
画
の
先
生
で
あ

る
山
口
華
楊
先
生
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
を
決
め
た

の
だ
。

京
都
市
か
ら
西
へ
電
車
で
三
十
分
、
亀
岡
市
は
、
急
流
や
峡
谷
を
巡
る
川
下
り
ツ
ア
ー
で
有
名
な
保
津
川

を
は
じ
め
、
山
と
川
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
地
で
あ
る
。
日
本
画
家
の
渡
辺
信
喜
さ
ん
は
、
京
都
市
か

ら
亀
岡
に
住
ま
い
を
移
し
て
四
十
数
年
に
な
る
。
自
然
の
な
か
か
ら
花
を
中
心
と
し
た
モ
チ
ー
フ
を
見
つ
け

て
は
、
そ
の
感
動
を
も
と
に
作
品
に
し
て
い
る
。

閑
静
な
住
宅
地
の
家
の
庭
に
は
作
品
に
も
描
か
れ
て
い
る
蓮
の
花
や
、
牡
丹
な
ど
が
大
切
に
育
て
ら
れ
て

い
る
。
日
本
画
家
と
し
て
の
軌
跡
を
伺
っ
た
。

代
々
続
く
仏
画
師
の
家
に
生
ま
れ
て

渡
辺
さ
ん
は
京
都
市
下
京
区
の
西
本
願
寺
の
そ

ば
で
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
実
家
は
先
祖
代
々

続
く
仏
画
師
の
家
で
あ
り
、
四
百
年
前
の
江
戸
時

代
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
と
い
う
。
先
日
、
仏
壇
の
奥

か
ら
、
家
業
を
示
す
の
れ
ん
が
み
つ
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
壁
に
か
け
て
あ
っ
た
。「
御
繪
所
　
渡

辺
」
と
藍
染
め
で
書
か
れ
て
い
る
。
仏
画
を
描
く

絵
所
と
表
具
を
す
る
表
具
所
、
併
せ
て
絵
表
所
と

い
う
そ
う
だ
。
西
本
願
寺
派
の
寺
に
合
わ
せ
て
さ

ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
仏
画
を
描
き
、
納
め
る
仕
事

で
、
池
坊
、
田
中
伊
雅
な
ど
に
次
ぎ
、
京
都
で
六

番
目
に
古
い
歴
史
あ
る
「
調
進
」
の
会
社
で
あ
る
。

そ
う
し
た
伝
統
あ
る
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
や

が
て
は
会
社
を
牽
引
し
な
が
ら
、
渡
辺
さ
ん
は
日

本
画
家
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。

小
学
校
に
上
が
る
こ
ろ
か
ら
高
校
ま
で
は
、
京

都
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た
太
秦
に
住
ん
だ
。

周
り
は
自
然
豊
か
な
地
で
、
い
つ
も
外
で
遊
ん
で

い
た
と
い
う
。
植
物
や
昆
虫
に
触
れ
合
っ
て
過
ご

し
た
こ
と
、
そ
れ
が
原
体
験
と
な
っ
た
。
高
校
に

入
る
と
桂
に
移
り
、
結
婚
さ
れ
て
京
田
辺
、
そ
し

て
亀
岡
と
住
ま
い
を
移
し
た
が
、
目
に
入
る
の
は

い
つ
も
山
や
自
然
豊
か
な
緑
。
小
鳥
の
声
。
川
も

山
も
あ
り
、
自
然
と
共
生
し
て
い
た
の
だ
。
中
学

校
で
は
鶏
小
屋
を
自
分
で
作
っ
て
、
鶏
を
育
て
た
。

植
物
や
生
き
物
を
育
て
る
の
が
何
よ
り
好
き
だ
っ

た
の
だ
。
そ
れ
は
現
在
の
渡
辺
さ
ん
の
日
常
で
も

変
わ
ら
な
い
。
家
の
庭
で
は
好
き
な
花
を
育
て
、

訪
れ
る
燕
の
巣
や
、
ヒ
ヨ
ド
リ
や
ス
ズ
メ
、
メ
ジ

ロ
な
ど
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。

中
学
校
で
は
美
術
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
光
風
会
の

先
生
に
学
ん
だ
。
写
生
大
会
な
ど
で
賞
を
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
絵
を
描
い
て
い
き
た
い
と
思
う

な
か
、
父
親
の
勧
め
で
京
都
市
立
日
吉
ヶ
丘
高
校

の
美
術
・
工
芸
コ
ー
ス
、
日
本
画
科
に
入
っ
た
。

そ
の
後
、
京
都
市
立
美
術
大
学
（
現
・
京
都
市
立

芸
術
大
学
）
へ
進
む
。

大
学
の
こ
ろ
か
ら
家
業
の
手
伝
い
も
し
、
絹
を

張
っ
た
り
、
下
準
備
な
ど
も
し
て
い
た
。

「
大
学
の
授
業
で
は
、
一
年
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
、

二
年
は
鳥
と
動
物
、
三
年
で
人
物
、
四
年
で
風
景

Profi le
（わたなべ のぶよし）１９４１年、京都府生ま
れ。山口華楊に師事。１９６４年、京都市立
美術大学（現・京都市立芸術大学）日本画
科卒業。同年、第７回日展初入選。１９７１
年、第３回日展「林檎」により特選受賞。
１９８４年、第１６回日展「林檎」により特選
受賞。２０１５年、改組 新 第２回日展「夏草」
により内閣総理大臣賞受賞。現在、日展
理事、新日春会会員、京都精華大学名誉
教授。
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日
本
画—

渡
辺
信
喜

は
緑
の
山
が
迫
っ
て
見
え
、
庭
に
は
ス
ズ
メ
や
メ

ジ
ロ
の
た
め
の
餌
箱
が
置
か
れ
、
次
々
に
小
鳥
が

訪
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
目
の
前
の
山
が
、
秋

に
は
紅
に
染
ま
る
と
い
う
。
ま
さ
に
自
然
を
愛
し

自
然
を
描
く
渡
辺
さ
ん
の
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。
机

の
回
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
ご
説
明
く
だ
さ
っ
た
。

ど
れ
も
こ
れ
も
思
い
出
と
愛
着
が
あ
る
品
々
で
あ

る
。
十
数
回
訪
れ
た
と
い
う
中
国
で
み
つ
け
た
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
の
筆
入
れ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
み
つ

け
た
石
。
そ
れ
ぞ
れ
き
ち
ん
と
年
月
日
や
出
土
地

が
書
か
れ
て
い
る
。

棚
に
収
め
ら
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
も
そ
う
で
あ
る
。

描
く
対
象
を
前
に
し
て
、
写
真
は
撮
ら
な
い
。
す

べ
て
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
お
く
と
、
記
憶
の
な
か
に
、

そ
の
色
も
匂
い
も
す
べ
て
整
理
さ
れ
て
入
っ
て
い

く
と
い
う
。
ア
ト
リ
エ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
収
め
て
い

る
棚
は
、
モ
チ
ー
フ
ご
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
椿
や
牡
丹
な
ど
、
よ
く
描
く
テ
ー
マ
ご
と

に
ひ
き
だ
し
を
分
け
て
保
管
し
て
い
る
。
近
年
の

作
の
み
で
、
過
去
の
ス
ケ
ッ
チ
は
ま
と
め
て
紙
で

包
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
現
場
で
は
、
そ

の
時
間
や
紙
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
ス
ケ
ッ
チ
の

方
法
も
変
わ
っ
て
い
く
。

桜
や
牡
丹
を
描
く
な
ら
、
花
が
咲
く
前
に
ス

ケ
ッ
チ
し
て
お
い
て
、
咲
く
こ
ろ
、
色
を
付
け
る

こ
ろ
に
、
ま
た
現
地
で
見
て
描
く
。
た
だ
生
き
て

い
る
植
物
は
同
じ
色
や
形
を
み
せ
て
く
れ
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
一
瞬
の
出
会
い
が
大
切
で
あ
る
。

あ
た
た
め
て
お
い
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
こ
の
花

を
描
こ
う
と
決
め
た
ら
、
そ
の
花
が
、
ど
こ
で
い

ち
ば
ん
美
し
く
咲
い
て
い
る
か
、
ど
う
い
う
構
図

に
す
る
か
、
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
く
。

ア
ト
リ
エ
の
中
に
は
旅
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら

せ
る
品
々
も
多
い
。
二
十
五
歳
で
台
湾
に
出
か
け
、

国
立
故
宮
博
物
院
を
見
た
の
を
皮
切
り
に
、
中

国
に
は
最
も
多
く
十
回
以
上
出
か
け
た
。
結
婚
前

に
は
二
カ
月
、
日
本
画
家
石
本
正
先
生
主
催
の
ツ

ア
ー
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
バ

ス
で
の
旅
だ
っ
た
。
中
世
の
教
会
の
壁
に
描
か
れ

た
フ
レ
ス
コ
画
に
日
本
画
と
の
共
通
点
を
見
出
し
、

画
集
で
見
た
名
作
を
目
の
前
に
し
、
感
動
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
も
そ
の
後
に
大
き
く
役
立
っ
た
。

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

「
若
い
人
は
で
き
る
だ
け
時
間
が
あ
っ
た
ら
、

先
人
が
作
ら
れ
た
も
の
を
、
自
分
の
眼
で
見
る
と

い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

頭
で
知
っ
て
い
る
と
い
う
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

本
物
を
見
る
こ
と
は
大
切
で
す
ね
。
時
間
を
惜
し

ん
で
は
い
け
な
い
。
時
に
は
旅
を
し
て
、
い
つ
で

も
動
け
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。
そ
し
て
物
を

見
て
描
く
こ
と
、
描
い
た
色
も
感
じ
る
。
写
真
は

資
料
で
あ
り
頼
ら
な
い
こ
と
で
す
。
目
で
見
て
遠

近
も
感
じ
て
描
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
今
は
マ

チ
エ
ー
ル
か
ら
入
る
描
き
方
も
あ
り
ま
す
が
、
日

本
画
の
刷
毛
を
使
っ
て
塗
っ
て
深
み
を
出
し
て
い

く
手
仕
事
の
部
分
も
見
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

終
始
に
こ
や
か
に
、
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
渡
辺

さ
ん
。
そ
し
て
帰
り
際
に
は
ガ
レ
ー
ジ
の
壁
の
所

に
巣
を
作
り
、
顔
を
出
し
て
い
る
燕
の
雛
を
見
せ

て
く
だ
さ
っ
た
。

師
が
対
象
を
ス
ケッ
チ
す
る
姿
に
学
ぶ

山
口
華
楊
先
生
は
、
言
葉
よ
り
も
態
度
で
示
す

先
生
で
あ
っ
た
。
ス
ケ
ッ
チ
を
重
視
し
、
い
つ
も

も
の
を
み
つ
め
て
、
夢
中
で
ス
ケ
ッ
チ
を
さ
れ
て

い
た
。
そ
う
し
た
姿
を
見
て
大
い
に
影
響
を
受
け

た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
や
キ
ツ
ネ

を
描
く
と
き
に
、
粘
土
で
そ
の
小
さ
な
動
物
を
作

り
、
上
か
ら
見
た
構
図
で
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
小
さ
な
粘
土
を
型
ど
り
し
た
レ
プ
リ
カ

を
師
の
形
見
と
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
愛
ら
し

い
キ
ツ
ネ
の
置
物
が
応
接
間
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
山
口
先
生
愛
用
の
絵
皿
を
一
枚
い
た
だ
き
、

額
装
し
て
ア
ト
リ
エ
の
い
つ
も
目
に
は
い
る
と
こ

ろ
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
さ
ん
は
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
も
の
を
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
が

よ
く
わ
か
る
。
そ
う
し
た
思
い
出
の
品
に
囲
ま
れ

て
、
こ
れ
ま
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
き
た
野
山
の
美
し

い
花
を
作
品
と
し
て
ま
た
よ
み
が
え
ら
せ
る
。

ま
た
、
若
い
こ
ろ
か
ら
旅
が
好
き
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
を
巡
っ
た
。
中
で
も
一
番
多
く
行
っ
た
の

は
中
国
で
あ
る
。
中
国
と
い
っ
て
も
広
大
な
土
地
。

そ
の
風
景
の
ス
ケ
ッ
チ
も
多
く
あ
る
。
新
疆
ウ
イ

グ
ル
自
治
区
の
天
山
山
脈
付
近
に
あ
る
丘
陵
、
火

焔
山
を
屏
風
に
仕
立
て
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

今
年
の
花
を
描
く

制
作
の
テ
ー
マ
は
花
を
描
く
こ
と
が
中
心
で
あ

る
が
、
い
ま
あ
た
た
め
て
い
る
テ
ー
マ
に
上
賀
茂

神
社
の
御
所
桜
が
あ
る
。
つ
ぼ
み
の
時
に
ス
ケ
ッ

チ
を
し
て
お
い
て
、
制
作
が
進
む
う
ち
に
見
事
な

花
を
咲
か
せ
る
。
村
上
華
岳
の
秋
柳
図
の
よ
う
な

柳
と
大
き
な
桜
を
組
み
合
わ
せ
た
柳
桜
や
、
ま
た

速
水
御
舟
の
名
樹
散
椿
も
ず
っ
と
テ
ー
マ
で
あ
る
。

常
に
自
然
と
向
き
合
っ
て
、
身
近
な
草
花
で
も

小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
を
重
ね
る
、
こ
の
仕
事
の
仕
方

は
生
涯
変
わ
ら
な
い
。
最
近
で
は
、
気
候
変
動
の

影
響
か
、
植
物
が
消
え
て
い
く
の
を
憂
い
て
い
る
。

花
を
求
め
て
京
の
西
へ
西
へ
と
行
く
。

そ
し
て
そ
の
花
と
出
会
っ
た
と
き
の
感
動
を
大

切
に
し
、
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
中
で
色
も
形
も
記
憶

に
深
く
と
ど
め
て
い
く
。
小
さ
く
メ
モ
で
日
付
を

い
れ
る
。

「
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
そ
こ
に
ス
ケ
ッ
チ
に
通

い
ま
す
。
だ
い
た
い
実
際
目
に
し
た
も
の
で
な
い

と
僕
の
場
合
は
入
れ
な
い
で
す
ね
。
必
ず
見
た
も

の
、
ス
ケ
ッ
チ
で
描
い
た
も
の
。
カ
メ
ラ
や
映
像

は
元
々
使
わ
な
い
し
。
昔
か
ら
の
絵
描
き
の
勉
強

方
法
で
す
。
山
口
先
生
は
そ
う
で
し
た
か
ら
ね
。

塾
で
遠
足
な
ど
に
行
く
と
牡
丹
の
写
生
を
し
て
、

先
生
は
お
昼
も
忘
れ
ら
れ
て
、
ま
だ
描
か
れ
て
い

る
と
い
う
そ
う
い
う
先
生
で
し
た
。
あ
あ
だ
こ
う

だ
と
い
う
指
導
は
な
か
っ
た
で
す
け
ど
、
実
体
験

で
見
せ
る
、
絵
に
対
す
る
姿
勢
が
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
ね
。
描
く
の
は
今
年
の
花
で
な
い
と
ダ

メ
な
ん
で
す
。
描
い
た
も
の
で
去
年
の
花
を
使
う

場
合
も
あ
る
け
れ
ど
、
今
年
は
花
菖
蒲
を
描
い
て

み
よ
う
と
思
っ
て
、
植
物
園
や
平
安
神
宮
、
梅
宮

神
社
の
池
と
か
で
取
材
し
て
構
成
し
て
、
や
っ
て

み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

さ
て
、
三
十
四
歳
の
時
に
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
で
六
年
ほ
ど
非
常
勤
講
師
を
勤
め
、
そ
の

後
、
京
都
精
華
大
学
で
は
非
常
勤
か
ら
常
勤
と
な

り
、
助
教
授
、
教
授
を
務
め
、
六
五
歳
で
特
任
教

授
、
七
十
二
歳
ま
で
非
常
勤
で
勤
め
た
。
晨
鳥
社

は
、
山
口
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
し
ば
ら
く
し
て

退
会
し
た
。
絵
表
所
の
仕
事
も
そ
の
間
ず
っ
と
、

朝
は
会
社
に
行
き
、
昼
は
大
学
で
教
え
、
夜
は
描

く
と
い
う
生
活
で
あ
っ
た
。
い
ま
は
、
会
社
も
ま

か
せ
て
、
絵
に
専
念
さ
れ
て
い
る
日
々
で
あ
る
。

取
材
で
集
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

囲
ま
れ
た
ア
ト
リ
エ

ア
ト
リ
エ
に
ご
案
内
い
た
だ
い
た
。
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
で
、
窓
か
ら
明
る
い
光
が
入
る
大
き
な
部
屋

で
あ
る
。
右
手
と
奥
に
大
き
な
窓
が
あ
り
、
外
に
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先
生
が
、
寺
島
先
生
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
大
学
三
年
の
と
き
、
西
落
合
に
あ
っ

た
寺
島
先
生
の
ア
ト
リ
エ
に
、
自
分
の
絵
を
担
い

で
持
っ
て
い
っ
た
の
が
最
初
の
先
生
と
の
出
会
い

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
、
年
に
三
回
ほ
ど
先
生
の

ア
ト
リ
エ
で
学
ん
だ
。

四
年
生
に
な
る
と
、
教
員
に
な
る
な
ら
高
校
の

ほ
う
が
絵
を
描
く
時
間
が
と
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
で
、
茨
城
県
の
採
用
試
験
を
受
け
て

合
格
。
最
初
は
特
別
支
援
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
時
間
を
作
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
た
が
、
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
使
命
感
も

あ
っ
て
六
年
間
勤
め
た
。
そ
の
間
も
同
僚
の
先
生

に
モ
デ
ル
を
頼
む
な
ど
し
て
絵
を
続
け
て
い
た
。

「
そ
の
後
転
勤
で
新
設
高
校
へ
移
っ
た
の
で
す

が
、
そ
こ
で
も
面
白
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
硬
式

野
球
部
の
顧
問
を
し
た
ん
で
す
。
硬
式
野
球
の
経

験
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
校
長
の
指
示
で
、
美

術
部
と
両
方
受
け
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
縁

で
、
名
前
だ
け
で
す
が
教
職
を
退
職
す
る
ま
で
硬

式
野
球
部
の
顧
問
は
や
り
ま
し
た
。
も
う
一
歩

で
甲
子
園
と
い
う
経
験
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
」。

夏
の
甲
子
園
の
予
選
大
会
で
引
率
の
責
任
者
に

な
っ
た
り
、
細
々
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
っ
た

が
、
絵
を
描
く
こ
と
だ
け
は
絶
対
に
止
め
な
か
っ

た
。
三
十
八
年
間
の
教
員
生
活
で
は
何
度
か
転
勤

も
あ
っ
た
。「
忙
し
か
っ
た
で
す
ね
。
一
方
で
絵

描
き
の
顔
が
あ
り
、
一
方
で
教
員
の
顔
も
あ
っ

て
」。
学
校
で
は
き
っ
ち
り
教
員
と
し
て
過
ご
し
、

家
で
は
絵
を
描
く
、
し
っ
か
り
分
け
て
き
た
。

最
後
の
学
校
は
、
名
門
の
水
戸
第
一
高
校

茨
城
県
笠
間
市
ま
で
は
上
野
駅
か
ら
特
急
で
一
時
間
ほ
ど
。
町
中
を
過
ぎ
て
緑
の
田
園
を
眺
め
て
い
る

と
、
す
ぐ
に
石
岡
に
着
い
た
。
乗
り
換
え
て
降
り
立
っ
た
近
代
的
な
駅
か
ら
歩
い
て
ほ
ど
な
く
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
気
の
流
れ
る
静
か
な
住
宅
街
の
な
か
、
庭
に
き
れ
い
な
花
が
咲
く
ご
自
宅
へ
。
毛
並
み
の
美
し
い

よ
く
な
れ
た
シ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
シ
ー
プ
ド
ッ
グ
と
お
出
迎
え
く
だ
さ
り
、
明
る
い
陽
射
し
の
差
し
込
む
、

広
々
と
し
た
ア
ト
リ
エ
で
、
制
作
中
の
大
作
を
前
に
お
話
を
伺
っ
た
。

中
学
校
で
出
会
っ
た
美
術
教
師
に
憧
れ
る

笠
間
市
に
生
ま
れ
育
ち
、
地
元
の
茨
城
大
学
を

卒
業
。
茨
城
県
の
高
校
の
美
術
科
教
員
と
し
て
勤

め
な
が
ら
洋
画
家
と
し
て
着
実
に
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
町
田
博
文
さ
ん
。

〝
画
家
〞
と
の
初
め
て
の
出
会
い
は
中
学
時
代

に
遡
る
。「
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
上
が
っ
た
時

に
、
教
科
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
先
生
が
教
え
る
と

い
う
の
に
驚
き
ま
し
た
ね
。
算
数
は
数
学
に
、
図

画
工
作
は
美
術
の
授
業
に
な
っ
て
。
ベ
レ
ー
帽
を

か
ぶ
っ
た
美
術
の
梅
里
哲
夫
先
生
は
、
創
元
会
に

所
属
す
る
画
家
で
日
展
に
も
出
品
し
て
い
ま
し

た
」。
先
生
と
の
出
会
い
は
ま
さ
に
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
元
々
絵
や
工
作
が
好
き
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
中
学
で
は
美
術
部
と
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
た
。
先
生
か
ら
油
絵
と
と
も

に
、
ピ
カ
ソ
や
ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
の
画
家
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
は
と
て
も
新
鮮
で
、「
将
来
は
先

生
の
よ
う
に
、
好
き
な
こ
と
を
し
て
暮
ら
せ
た
ら

い
い
な
と
い
う
気
持
ち
が
膨
ら
ん
で
、
美
術
を
専

門
に
勉
強
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

高
校
で
は
、
先
輩
方
に
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い

て
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
た
。「
美
術
大
学

へ
行
っ
て
も
す
ぐ
に
画
家
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
で
は
、
一
生
絵
を
描
き
な
が
ら
生
き
ら

れ
る
道
っ
て
ど
う
い
う
道
な
ん
だ
ろ
う
か
。
憧
れ

た
先
生
の
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
し
た
職
に
就
き
、

収
入
を
得
て
、
生
活
を
し
な
が
ら
な
ら
ば
一
生
描

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
考
え
る
わ
け
で
す
よ
ね
」。
高
校
一
年
で
、

堅
実
な
道
を
生
き
る
と
い
う
決
意
が
固
ま
っ
た
。

ご
両
親
も
こ
う
し
た
考
え
に
反
対
は
さ
れ
な
か
っ

た
。
町
田
さ
ん
に
は
絵
を
描
き
続
け
る
こ
と
が
一

番
重
要
な
こ
と
と
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
。

地
元
に
教
員
養
成
系
の
茨
城
大
学
が
あ
り
、
そ

の
美
術
科
を
受
験
す
る
こ
と
に
決
め
、
現
役
で
合

格
。
大
学
時
代
は
、
教
員
に
な
る
こ
と
を
目
指
す

学
生
ば
か
り
の
な
か
、
町
田
さ
ん
は
画
家
を
目
指

し
て
、
絵
の
研
鑽
に
励
ん
だ
。「
幸
運
な
こ
と
に
、

茨
城
大
学
に
は
日
展
作
家
が
い
て
、
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
光
風
会
の
西
田
亨
先
生
で

す
」。
先
生
か
ら
発
破
を
か
け
ら
れ
懸
命
に
学
ん

だ
。
そ
う
し
た
な
か
、
光
風
会
の
寺
島
龍
一
先
生

の
絵
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
り
、
真
似
て
デ
ッ
サ
ン

を
描
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
気
付
い
た
西
田

Profi le
（まちだ ひろぶみ）１９５３年、茨城県生まれ。
寺島龍一に師事。１９７６年、茨城大学卒
業。１９８２年、第１４回日展初入選。２０００
年、第３２回日展「雪の朝」により特選受賞。
２００３年、第３５回日展「新雪の麓」により
２回目の特選受賞。２０１８年、改組 新 第５
回日展「新雪の河畔」により文部科学大臣
賞受賞。現在、日展理事。
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現
在
は
、
後
進
の
指
導
の
た
め
に
、
町
田
さ
ん

が
い
ろ
い
ろ
な
所
に
出
向
い
て
い
る
。

ま
た
、
個
展
の
活
動
も
あ
る
。
三
十
点
を
一
堂

に
陳
列
す
る
日
本
橋
三
越
で
の
個
展
も
今
年
五
回

目
を
迎
え
、
六
月
に
開
催
さ
れ
た
。

十
年
前
に
は
教
員
を
定
年
退
職
し
た
。
硬
式
野

球
部
の
顧
問
を
し
た
り
、
学
校
行
事
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
現
在
も
当
時
の
野
球
部

員
が
個
展
を
見
に
来
て
く
れ
た
り
喜
び
も
多
い
。

「
幸
い
最
後
に
勤
め
て
い
た
水
戸
一
高
は
生
徒

も
優
秀
だ
し
、
同
僚
も
非
常
に
理
解
あ
る
先
生
方

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
ね
」

構
想
に
時
間
を
か
け
る

二
〇
〇
〇
年
の
特
選
以
降
、
海
外
の
風
景
を
背

景
に
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
衣
装
を
着
た
女
性
が
佇

ん
で
い
る
作
品
を
描
い
て
い
る
。
モ
デ
ル
は
声
楽

家
と
し
て
も
活
躍
中
の
ご
夫
人
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
制
作
さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺
っ

た
。
ま
ず
取
材
で
あ
る
が
、
教
員
時
代
は
長
期
の

休
み
の
時
、
夏
か
冬
に
、
自
ら
旅
の
計
画
を
立
て

て
、
仲
間
と
で
か
け
る
と
の
こ
と
。
現
地
で
撮
影

し
た
写
真
や
資
料
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
ス
ト
ッ
ク

し
、
次
は
ど
の
よ
う
な
作
品
に
す
る
か
構
想
を

練
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

は
こ
う
い
う
衣
装
で
描
こ
う
と
考
え
て
い
く
。
ア

ト
リ
エ
に
は
、
現
在
制
作
中
の
作
品
の
衣
装
が
ト

ル
ソ
ー
に
か
か
っ
て
い
る
。
豪
華
な
刺
繍
の
袖
飾

り
、
帽
子
に
も
美
し
い
装
飾
が
あ
る
。
靴
も
衣
装

に
合
わ
せ
て
何
足
か
置
か
れ
て
い
た
。
衣
装
に
つ

い
て
は
ご
夫
人
が
飾
り
を
つ
け
た
り
作
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。
意
外
に
も
衣
装
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
家
具
ま
で
、
国
内
の
専
門
店
な
ど
で
揃
え

る
そ
う
で
あ
る
。
衣
装
が
揃
う
と
、
デ
ッ
サ
ン
を

し
、
そ
の
後
、
本
画
の
た
め
の
正
確
な
人
物
デ
ッ

サ
ン
を
す
る
。
こ
こ
ま
で
で
き
る
と
、
背
景
を
ど

う
す
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
も
と
に
、
ま
た

考
え
を
巡
ら
せ
る
。
現
在
進
行
中
の
作
品
は
コ
ロ

ナ
禍
直
前
に
取
材
し
た
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
あ
る
。

「
や
は
り
構
想
に
一
番
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

衣
装
の
準
備
な
ど
も
あ
り
、
段
取
り
が
一
番
大
事

で
す
」。
こ
の
準
備
を
慌
て
ず
し
っ
か
り
や
る
こ

と
に
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
し
て
キ
ャ
ン
バ
ス

を
張
っ
た
ら
、
あ
と
は
丹
念
に
描
い
て
い
く
。
段

取
り
や
本
画
の
デ
ッ
サ
ン
ま
で
に
二
、三
カ
月
を

費
や
す
。
現
在
大
作
を
年
に
二
枚
、
そ
の
ほ
か
に

県
展
や
個
展
の
た
め
の
準
備
な
ど
、
常
に
頭
の
中

に
は
い
ろ
い
ろ
な
構
想
が
あ
っ
て
、
計
画
に
沿
っ

て
描
い
て
い
く
。
そ
の
生
活
を
ず
っ
と
続
け
て
い

る
の
だ
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
で
目
の
前
の
仕
事

を
淡
々
と
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
茨
城

県
の
組
織
で
あ
る
「
茨
城
県
美
術
展
覧
会
」
で
は

副
会
長
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
後
進
育
成
に

も
努
め
て
お
ら
れ
る
。

若
い
人
た
ち
に
向
け
て
は
、「
絵
の
根
幹
は

デ
ッ
サ
ン
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
言
い
た
い
で
す
。

そ
れ
は
あ
る
程
度
修
練
し
な
け
れ
ば
身
に
付
か
な

い
と
思
う
ん
で
す
。
芸
術
文
化
と
い
う
の
は
大
事

な
世
界
だ
か
ら
気
持
ち
が
あ
る
人
に
は
ぜ
ひ
と
も

志
し
て
ほ
し
い
。
た
だ
生
活
す
る
こ
と
と
創
作
活

動
を
す
る
こ
と
を
し
た
た
か
に
考
え
な
い
と
、
両

方
と
も
ダ
メ
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
今
は
そ
う
い

う
時
代
だ
と
思
う
の
で
、
慌
て
な
い
で
し
っ
か
り

考
え
て
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
ね
」

こ
れ
ま
で
は
本
当
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
き

た
。「
確
実
に
一
歩
一
歩
歩
い
て
き
た
と
い
う
こ

と
は
言
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
夢
中
で
や
っ
て
き
た

と
い
う
感
じ
は
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
う
や
っ
て
先

生
方
や
先
輩
や
仲
間
に
助
け
ら
れ
て
、
日
展
の
道

を
歩
い
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
が

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
け
ば
、
若
い
人
た
ち
も

き
っ
と
同
じ
よ
う
に
輪
を
つ
な
い
で
く
れ
る
と
思

う
ん
で
す
」。
制
作
中
の
大
作
を
前
に
、
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
そ
の
言
葉
は
、
た
い
へ
ん
な
重
み
を

も
っ
て
響
い
て
き
た
。

で
、
硬
式
野
球
部
と
美
術
部
の
顧
問
を
し
な
が
ら
、

十
八
年
間
勤
め
た
。
硬
式
野
球
部
の
教
え
子
で
美

術
方
面
に
進
ん
だ
生
徒
も
多
く
い
る
と
い
う
。

人
物
の
背
景
に

ヨ
ー
ロッ
パ
の
風
景
を
描
き
特
選
を

作
家
活
動
と
し
て
は
、
寺
島
先
生
の
ア
ト
リ
エ

で
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
学
卒
業
時
か
ら
光
風

会
に
入
選
。
日
展
に
は
三
回
ほ
ど
落
選
し
た
こ
と

も
あ
る
が
、
入
選
を
続
け
、
茨
城
県
展
に
も
出
品

し
て
き
た
。
そ
う
し
て
、
大
き
く
人
生
が
動
い
た

の
は
二
〇
〇
〇
年
、
日
展
の
特
選
を
受
賞
し
た
年

で
あ
っ
た
と
い
う
。

日
展
に
出
し
始
め
た
頃
は
、
室
内
で
椅
子
に
座

る
女
性
像
を
主
に
描
い
て
い
た
の
だ
が
、
思
い

切
っ
て
背
景
に
風
景
を
描
く
と
い
う
こ
と
を
試
み

た
。
す
る
と
、
特
選
だ
っ
た
の
だ
。
描
い
た
背
景

は
パ
リ
か
ら
シ
ャ
ル
ト
ル
ま
で
の
道
す
が
ら
の
冬

景
色
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
六
年
前
に
取
材
を
し
て

い
た
。「
こ
の
時
が
初
め
て
の
海
外
旅
行
で
、
満

四
十
歳
に
な
っ
た
年
。
決
し
て
早
く
は
な
い
で
す
。

教
職
で
長
い
休
み
が
と
り
に
く
か
っ
た
り
、
取
材

す
る
た
め
の
方
法
や
手
段
が
判
然
と
し
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
五
日
間
の
取

材
旅
行
に
で
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
著
名

な
美
術
館
で
は
図
版
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
か
っ

た
絵
画
や
彫
刻
の
名
作
に
感
動
し
、
地
図
だ
け
を

た
よ
り
に
町
中
を
徒
歩
で
巡
り
な
が
ら
地
元
の

人
々
と
ふ
れ
あ
い
、
夢
中
で
ス
ケ
ッ
チ
す
る
な
ど
、

た
い
へ
ん
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」。
そ
の
時
の

資
料
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
。

ま
た
二
〇
〇
〇
年
は
、
ち
ょ
う
ど
学
校
の
文
化

的
な
行
事
の
責
任
者
に
な
っ
て
お
り
、
学
生
参
加

の
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
音

楽
が
専
門
の
ご
夫
人
の
協
力
で
「
こ
う
も
り
」
と

い
う
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
作
り
、
町
田
さ
ん
は
学
生
の

指
導
や
経
費
面
を
仕
切
り
、
か
な
り
の
時
間
を
費

や
し
た
。
夏
に
な
っ
て
も
日
展
の
作
品
は
あ
ま
り

進
ん
で
お
ら
ず
、
行
事
の
本
番
を
迎
え
、
そ
の
後
、

よ
う
や
く
絵
を
完
成
さ
せ
て
出
品
し
た
の
で
あ
る
。

す
る
と
背
景
に
風
景
を
描
い
た
作
品
は
、
研
究
会

で
「
今
ま
で
君
が
描
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
絵

だ
ね
」
と
評
判
に
も
な
り
、
絶
対
落
選
だ
と
思
っ

て
出
品
し
た
作
品
が
特
選
受
賞
に
な
っ
た
。
師
の

寺
島
先
生
が
そ
う
し
た
作
品
を
描
い
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
行
っ
て
い
い
ん
だ
と

い
う
確
信
が
も
て
た
。
翌
年
か
ら
は
、
背
景
と
な

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
取
材
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。
寺

島
先
生
に
は
特
選
を
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
い

た
が
、
翌
年
、
病
気
で
他
界
さ
れ
、
ま
た
転
機
が

訪
れ
た
。

師
か
ら
は
デ
ッ
サ
ン
の
大
切
さ
を
学
ぶ

振
り
返
れ
ば
、
寺
島
先
生
に
は
、
大
学
三
年
の

と
き
か
ら
教
員
時
代
も
、
ず
っ
と
、
光
風
会
や
日

展
の
出
品
前
に
は
キ
ャ
ン
バ
ス
を
く
る
く
る
巻
い

て
筒
に
入
れ
て
持
っ
て
い
っ
て
指
導
を
受
け
て
い

た
。
師
か
ら
は
、
常
に
デ
ッ
サ
ン
の
大
切
さ
を
教

わ
っ
た
。「
そ
れ
が
制
作
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
で
も
モ
デ
ル
さ
ん
を
呼
ん
で
、
デ
ッ
サ
ン

会
を
続
け
て
い
る
ん
で
す
よ
。
も
う
三
十
年
以
上

に
な
り
ま
す
」

パ
ス
テ
ル
と
木
炭
で
描
い
た
と
い
う
数
々
の
人

物
デ
ッ
サ
ン
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
変
な
枚

数
で
あ
る
。「
今
は
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
を
そ
の

ま
ま
拡
大
し
て
絵
に
す
る
人
も
多
い
で
す
が
、
モ

ノ
を
見
て
と
ら
え
て
そ
れ
を
形
に
す
る
と
い
う
こ

と
が
デ
ッ
サ
ン
の
基
本
的
な
方
法
で
、
先
生
に
教

わ
っ
た
も
の
を
ず
っ
と
貫
い
て
い
ま
す
」

「
振
り
返
れ
ば
、
人
生
の
な
か
で
何
度
か
人
と

の
出
会
い
が
あ
っ
て
導
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
の
が
す
ご
く
大
き
い
で
す
ね
。
地
元

茨
城
県
の
先
生
方
や
仲
間
た
ち
。
ま
た
、
寺
島
先

生
亡
き
あ
と
、
故
・
清
原
啓
一
先
生
や
現
在
日
展

顧
問
の
寺
坂
公
雄
先
生
、
藤
森
兼
明
先
生
に
は
多

大
な
薫
陶
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
」
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彫
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刻

池
川 

直
彫
刻
家　

|　

日
展
監
事

え
方
や
手
ほ
ど
き
を
見
て
、
独
学
で
木
彫
を
勉
強

し
ま
し
た
。
あ
の
時
代
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

木
彫
で
こ
ん
な
に
作
品
を
作
っ
て
こ
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」。
こ
う
し
て
三
十
二
歳
ま
で
、
レ

リ
ー
フ
な
ど
の
木
彫
を
教
え
て
い
た
。

日
展
に
初
出
品
し
た
の
も
、
地
元
に
戻
っ
た

二
十
五
歳
の
と
き
だ
。
戻
ら
な
か
っ
た
ら
、
日
展

に
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

と
い
う
の
も
、
大
学
時
代
は
佐
藤
忠
良
先
生
、
舟

越
保
武
先
生
、
一
色
邦
彦
先
生
等
が
い
ら
し
た
新

制
作
に
出
し
て
い
た
の
だ
。
日
展
は
、
香
川
県
展

の
審
査
員
を
さ
れ
た
大
学
の
恩
師
晝
間
弘
先
生
の

薦
め
で
出
品
し
た
。
高
松
は
工
芸
が
盛
ん
で
、
漆

を
は
じ
め
、
日
展
作
家
が
多
く
活
躍
し
て
い
た
。

三
回
、
四
回
目
は
乾
漆
で
出
し
た
作
品
が
連
続
で

落
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
忙
し
い
高
校

で
は
、
な
か
な
か
制
作
の
時
間
が
と
れ
ず
苦
労
し

た
が
、
途
中
で
定
時
制
に
移
る
こ
と
が
で
き
た
。

父
親
を
介
し
て

中
村
晋
也
先
生
と
出
会
う

こ
う
し
て
七
年
、
美
術
教
育
と
彫
刻
の
研
究
を

続
け
て
い
た
お
り
、
母
校
の
教
授
か
ら
、
茗
荷
谷

に
あ
る
大
学
の
附
属
小
学
校
に
来
て
ほ
し
い
と
声

が
か
か
り
、
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
二
年
の

こ
と
だ
。
そ
こ
で
、「
父
と
東
京
教
育
大
学
の
先

輩
後
輩
で
あ
っ
た
中
村
晋
也
先
生
に
出
会
う
わ
け

で
す
。
そ
れ
で
、
中
村
先
生
が
鹿
児
島
大
学
を
退

官
さ
れ
る
と
き
に
誰
が
鹿
児
島
大
学
に
行
く
の
か

と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ

鹿
児
島
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
緑
の
芝
生
の
な
か
に
、
池
川
池
さ
ん
制
作
の
、
実
業
家
・
鹿
児
島
大
学

名
誉
博
士
の
故
稲
盛
和
夫
氏
の
彫
像
が
あ
る
。
桜
島
の
火
山
灰
が
堆
積
し
て
で
き
た
石
の
台
座
の
上
に
立

ち
、
学
生
た
ち
を
あ
た
た
か
な
ま
な
ざ
し
で
見
て
い
る
。
稲
盛
氏
は
鹿
児
島
大
学
工
学
部
出
身
で
、
地
元
を

愛
し
、
大
学
に
多
大
な
寄
付
を
さ
れ
た
と
い
う
。

香
川
県
生
ま
れ
の
池
川
池
さ
ん
は
、
鹿
児
島
大
学
に
赴
任
し
て
約
三
十
年
に
な
る
。
そ
れ
以
前
は
高
松
工

芸
高
校
、
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
で
美
術
・
図
画
工
作
の
教
師
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
鹿
児
島
中
央
駅

か
ら
南
へ
列
車
で
四
十
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
ア
ト
リ
エ
は
、
遠
く
に
、
穏
や
か
に
船
が
行
き
か
う
海
を

望
む
絶
景
の
地
で
、
広
い
庭
に
は
彫
刻
が
置
か
れ
て
い
る
。
最
高
の
環
境
の
な
か
、
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

瀬
戸
内
海
の

穏
や
か
な
気
候
の
中
で
育
つ

池
川
さ
ん
は
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
自
然
豊
か
な

香
川
県
に
生
ま
れ
、
瀬
戸
内
海
の
穏
や
か
な
気
候

の
な
か
で
育
っ
た
。
父
池
川
敏
幸
さ
ん
は
、
愛
媛

県
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
り
香
川
大
学
の
教
授
で

あ
っ
た
。
毎
朝
起
き
る
と
、
父
親
は
机
に
向
か
い

あ
た
か
も
設
計
図
の
よ
う
な
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
て

い
た
と
い
う
。
子
供
心
に
興
味
を
も
っ
て
、
学
校

の
帰
り
に
大
学
に
遊
び
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
。

幼
児
の
造
形
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
た
父
は
、
い

ろ
い
ろ
な
素
材
と
教
材
を
子
供
た
ち
の
た
め
に
用

意
し
て
い
た
。「
幼
少
の
頃
か
ら
の
こ
う
し
た
体

験
か
ら
今
の
よ
う
に
素
材
に
興
味
を
も
っ
た
の
か

な
と
思
い
ま
す
。
家
の
中
に
彫
刻
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
た
も
の
が
壁

に
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
頭
に
浮
か
ぶ
形
を
描
い

て
い
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
は
僕
も
そ
う
で
、

頭
の
中
に
浮
か
ん
で
き
た
も
の
を
デ
ッ
サ
ン
し
て

い
ま
す
」

そ
も
そ
も
彫
刻
を
始
め
た
の
は
高
校
時
代
。
教

師
か
ら
習
い
、
父
か
ら
教
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
。
当
初
は
油
絵
を
描
い
て
い
た
の
だ
が
、

そ
の
先
生
か
ら
「
彫
刻
を
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
よ
」

と
言
わ
れ
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
兄
を
モ
デ
ル
に

し
て
等
身
大
の
塑
像
を
作
っ
た
の
が
最
初
だ
っ
た
。

恩
師
は
仏
像
が
好
き
で
一
緒
に
奈
良
に
行
く
こ
と

も
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
体
験
が
今
、
仏
像
的
な

も
の
や
乾
漆
像
を
作
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

高
校
を
卒
業
す
る
と
、
筑
波
大
学
へ
進
学
。
大

学
で
は
塑
像
を
中
心
に
木
彫
も
石
彫
も
作
っ
た
。

大
学
院
の
修
了
研
究
で
は
乾
漆
を
テ
ー
マ
に
、
素

材
と
表
現
の
関
係
を
研
究
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
表
現
の
違
い
を
み
な
が
ら
、
そ
の
時
の
テ
ー
マ

に
よ
っ
て
技
法
を
変
え
て
い
る
。

大
学
院
修
了
時
に
は
大
学
に
残
る
よ
う
勧
め
ら

れ
た
が
、
や
り
残
し
て
い
る
こ
と
や
抽
象
作
品
を

作
っ
て
い
る
父
の
造
形
が
気
に
な
っ
て
、
故
郷
へ

戻
り
、
香
川
県
立
高
松
工
芸
高
校
の
教
員
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
木
彫
を
教
え
る
よ
う
言
わ
れ
た
。
大

学
で
も
学
ん
で
は
い
た
が
、「
ち
ょ
う
ど
実
習
助

手
の
先
生
が
ひ
と
り
つ
い
て
く
れ
て
、
手
板
の
教

Profi le  
（いけがわ すなお）１９５８年、香川県生
まれ。１９８３年、筑波大学大学院芸術
研究科修了。同年、第１５回日展初入
選。１９９４年、第２６回日展「道」により特
選受賞。１９９６年、第２８回日展「もう一
人の私」により特選受賞。２０１７年、改

組 新 第４回日展「エトルスク　古代の記
憶」により文部科学大臣賞受賞。２０１９
年、改組 新 第５回日展出品作「時の旅
人」により日本芸術院賞受賞。現在、日
展監事、鹿児島大学教育学部教授。
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彫
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池
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と
ら
え
な
い
で
心
の
赴
く
ま
ま
感
じ
て
欲
し
い
で

す
ね
」

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
十
一
世
紀
の
教
会
建
築
に
付

随
す
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
を
研
究
し
て
い
た
。
そ

う
し
た
な
か
ス
ペ
イ
ン
で
偶
然
ザ
ビ
エ
ル
城
に
遭

遇
し
、
そ
の
三
年
後
に
は
、
奇
遇
に
も
鹿
児
島
で

ザ
ビ
エ
ル
像
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
や
は
り

現
地
の
空
気
を
感
じ
て
い
る
と
作
る
も
の
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
ね
」。
ザ
ビ
エ
ル
が
青
年
時
代
に

勉
強
し
た
部
屋
や
彼
の
通
っ
た
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン

ヌ
大
学
を
思
い
浮
か
べ
た
。「
そ
の
場
で
作
る
の

が
一
番
で
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
野
外
で
の
制

作
体
験
が
好
き
な
の
で
呼
ば
れ
た
ら
必
ず
行
く
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

ル
ー
マ
ニ
ア
で
四
年
に
一
度
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
を

偲
ん
で
の
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
、
池
川
さ

ん
は
そ
の
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
彫
刻
家

六
人
が
、
三
週
間
に
わ
た
り
灼
熱
の
夏
に
そ
れ
ぞ

れ
野
外
制
作
を
行
う
の
だ
。
み
ご
と
に
一
番
に
評

価
さ
れ
た
。
池
川
さ
ん
は
香
川
出
身
、
同
じ
香
川

を
最
後
の
制
作
の
場
に
し
た
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
は

ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
の
弟
子
だ
っ
た
と
い
う
切
り
口
で

地
元
新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
う
な
か
、
彫
刻
作
品
を

見
る
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。「
裏
が

見
え
る
彫
刻
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
い
い
彫
刻
な

ん
で
す
。
側
面
か
ら
見
て
も
後
ろ
か
ら
見
て
も
立

体
だ
と
い
う
作
品
。
一
つ
の
方
向
か
ら
見
え
る
だ

け
の
形
が
問
題
で
は
な
い
の
で
す
」　

池
川
さ
ん
が
黄
金
比
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
ア
ト
リ

エ
は
全
方
向
か
ら
光
が
入
る
全
光
型
で
、
時
間
と

と
も
に
光
が
変
わ
る
の
で
、
作
品
を
屋
外
に
展
示

し
て
も
堪
え
ら
れ
る
と
い
う
。

窓
側
や
壁
側
に
小
さ
な
エ
ス
キ
ー
ス
が
並
ぶ
中
、

父
親
の
作
品
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
並
ん
で
い
た
。
池

川
さ
ん
は
、
鉄
を
溶
断
し
た
跡
を
生
か
す
と
い
う
特

徴
的
な
表
現
を
借
り
る
こ
と
も
あ
る
一
方
、
父
も
影

響
受
け
て
か
若
い
頃
に
は
な
い
人
体
表
現
を
八
十
歳

に
な
っ
て
作
り
始
め
た
と
い
う
。
池
川
さ
ん
親
子
は

香
川
県
の
文
化
功
労
者
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
香
川
県
三
木
町
に
あ
る
昨
年
秋
に
他

界
し
た
父
親
の
美
術
館
の
ア
ト
リ
エ
で
制
作
す
る

こ
と
も
多
く
、
東
京
の
茗
荷
谷
の
拠
点
と
鹿
児
島

で
は
ア
ト
リ
エ
と
大
学
の
研
究
室
で
の
制
作
と

な
っ
て
い
る
。

近
年
は
、
ミ
ュ
ー
ズ
の
シ
リ
ー
ズ
に
取
り
組
ん

で
い
る
。「
全
部
で
九
体
の
う
ち
、
い
ま
六
作
目

に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
既
に
完
成
し
て
い
る

二
体
の
女
神
と
併
せ
て
十
一
体
す
べ
て
が
で
き
た

ら
、
展
覧
会
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。
フ

ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
後
に
は
、
二
、三
年
に
一
度
銀

座
で
新
作
で
の
個
展
を
開
催
す
る
と
決
め
て
、
そ

れ
を
実
行
し
て
い
る
。

ま
た
ア
ト
リ
エ
の
奥
に
は
仏
像
彫
刻
が
見
え
る
。

大
山
祇
神
社
総
門
の
随
身
像
塑
造
原
型
で
あ
る
。

今
年
八
月
か
ら
の
松
山
の
ミ
ウ
ラ
ー
ト
・
三
浦
美

術
館
で
の
展
覧
会
に
出
品
予
定
だ
。
亡
き
父
池
川

敏
幸
さ
ん
が
監
修
し
、
二
年
半
と
い
う
長
い
年
月

を
か
け
て
神
社
境
内
の
倒
壊
し
た
樟
材
を
つ
か
っ

た
寄
木
造
り
で
作
ら
れ
た
と
い
う
。

ア
ト
リ
エ
の
外
は
、
海
と
山
を
望
む
芝
生
の
庭

で
あ
る
。
こ
の
地
に
移
る
前
か
ら
庭
に
は
ま
ず
二

体
の
関
連
す
る
彫
刻
を
置
く
こ
と
を
決
め
て
い
た

と
い
う
。
リ
ボ
ル
ノ
の
フ
ラ
ン
キ
さ
ん
の
も
と
に

行
く
途
中
、
ニ
ー
ス
に
泊
ま
り
、
地
中
海
に
陽
が

昇
り
沈
む
、
日
が
な
一
日
海
の
き
ら
め
き
を
眺
め

て
過
ご
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
海
（
ラ
・

メ
ー
ル
）、
女
性
の
形
で
海
と
光
と
太
陽
を
表
現

し
よ
う
と
着
想
を
得
た
作
品
。
そ
の
左
側
に
は
、

光
の
方
向
性
を
示
す
作
品
を
設
置
し
た
の
だ
。

撮
影
し
て
い
る
と
、
大
き
な
蝶
が
飛
び
か
っ
て

い
る
。
燕
が
飛
ん
で
い
た
り
ミ
ツ
バ
チ
が
来
た
り
。

桜
島
の
降
灰
も
少
な
く
自
然
豊
か
な
こ
の
地
を
池

川
さ
ん
は
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
。
初
め
て
知

人
の
紹
介
で
こ
の
地
を
訪
ね
た
と
き
、
こ
の
海
が

故
郷
の
瀬
戸
内
海
に
見
え
た
と
い
う
。

ア
ト
リ
エ
内
や
庭
先
、
鹿
児
島
大
学
の
中
な
ど
、

池
川
さ
ん
の
作
り
上
げ
て
き
た
作
品
の
数
々
を
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
伺
っ
て
い
く
と
、
一
つ
ひ
と

つ
の
作
品
が
、
池
川
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
切
り
拓
い

て
き
た
ま
っ
す
ぐ
な
道
で
あ
り
、
池
川
さ
ん
の
分

身
の
よ
う
に
思
え
た
。

け
で
す
。
中
村
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
、

以
後
三
十
年
ほ
ど
鹿
児
島
に
い
ま
す
。
父
が
い
な

か
っ
た
ら
中
村
先
生
と
は
た
ぶ
ん
お
会
い
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
尊
敬
の
で
き
る
素
晴
ら
し
い

先
生
と
巡
り
合
っ
た
と
僕
は
思
い
ま
す
」

「
中
村
先
生
か
ら
う
か
が
う
、
フ
ラ
ン
ス
の
話

か
ら
憧
れ
、
い
つ
か
は
現
地
に
住
み
勉
強
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
」

鹿
児
島
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は
忙
し
い
毎
日

で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
海
外
で
学
び
た
い
と
い
う

思
い
が
膨
ら
ん
で
い
た
。
何
度
か
文
化
庁
の
在
外

研
修
員
に
応
募
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア

は
競
争
率
が
高
く
、
日
本
芸
術
交
流
財
団
と
、
文

部
省
の
短
期
在
外
派
遣
と
い
う
形
で
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
十
二
歳
の
時
だ
。

一
年
間
デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
国
立
美
術
学
校
へ
通
う
が
、

制
作
は
概
念
に
よ
る
造
形
思
考
が
主
だ
っ
た
。
そ

こ
で
、
日
本
人
交
流
会
の
方
た
ち
が
イ
タ
リ
ア
人

の
彫
刻
家
で
イ
タ
リ
ア
国
立
カ
ッ
ラ
ー
ラ
・
ア
カ

デ
ミ
ア
教
授
の
フ
ラ
ン
ク
・
フ
ラ
ン
キ
を
紹
介
し

て
く
だ
さ
り
、
フ
ラ
ン
ス
中
央
部
デ
ィ
ジ
ョ
ン
か

ら
イ
タ
リ
ア
・
リ
ボ
ル
ノ
ま
で
の
約
四
〇
〇
キ
ロ

の
道
の
り
、
車
を
運
転
し
て
会
い
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
人
彫
刻
家

フ
ラ
ン
キ
と
の
出
会
い

フ
ラ
ン
キ
さ
ん
と
は
初
対
面
か
ら
意
気
投
合
し
、

以
後
、
教
え
子
が
現
地
に
留
学
す
る
な
ど
、
長
い

交
流
と
な
る
。「
や
は
り
、
実
際
に
動
い
て
、
直

接
会
い
に
行
か
な
い
と
だ
め
で
す
ね
」。
常
に
積

極
的
に
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
得
る
こ
と
の
で

き
な
い
貴
重
な
体
験
で
あ
る
。
池
川
さ
ん
は
常
に

自
ら
実
行
を
し
て
き
た
。
あ
る
と
き
、
フ
ラ
ン
キ

さ
ん
か
ら
ボ
ル
テ
ラ
と
い
う
町
に
行
く
よ
う
勧
め

ら
れ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
期
の
エ
ト
ル
リ
ア
人
の

町
で
、
細
長
い
人
物
の
彫
像
が
多
く
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、「
ボ
ル
テ
ラ
の
詩

人
」
を
制
作
し
た
。
タ
キ
シ
ー
ド
姿
に
麦
わ
ら
帽

子
を
背
負
っ
た
体
格
の
よ
い
男
の
姿
。
足
は
細
い
。

デ
フ
ォ
ル
メ
の
き
い
た
こ
の
作
品
の
評
価
が
気
に

な
っ
た
と
い
う
。

フ
ラ
ン
キ
さ
ん
は
リ
ボ
ル
ノ
の
港
に
浮
か
ぶ
一

隻
の
、
一
見
す
る
と
塊
の
よ
う
な
鉄
の
廃
船
を
見

て
、
ど
う
思
う
か
と
問
う
。
ま
た
、
古
代
の
町
で

あ
そ
こ
を
見
て
く
れ
と
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
民

族
の
原
点
み
た
い
な
も
の
を
見
て
く
れ
と
い
う
の

と
同
じ
だ
と
感
じ
た
。
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
な
い
か

と
、
そ
れ
を
教
わ
っ
た
。
自
分
の
も
の
を
出
し
て

い
く
と
き
に
は
、
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
最
初
の
記

憶
な
ど
を
生
か
し
て
い
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
思
い
に
至
っ
た
と
い
う
。

現
地
で
彼
は
、
デ
ッ
サ
ン
を
油
彩
で
描
い
て
い

た
。
ま
た
若
い
頃
か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
重
視
で
、
自

分
が
彫
刻
で
何
を
表
現
し
た
い
の
か
が
大
切
だ
と

説
く
。
人
体
を
通
し
て
何
を
作
り
た
い
の
か
が
明

確
で
な
け
れ
ば
絵
に
も
描
け
な
い
。
だ
か
ら
ま
ず

絵
か
ら
入
る
か
、
言
葉
か
ら
入
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
で
学
ん
だ
と
い
う
。

人
体
の
骨
格
や
肉
付
け
を
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
せ
、
表

現
し
た
い
も
の
が
は
っ
き
り
し
て
い
れ
ば
作
品
と

し
て
は
よ
い
。
芸
術
は
自
己
表
現
で
、
技
術
は
後

か
ら
つ
い
て
く
る
。「
作
家
の
感
動
に
対
し
て
共

感
を
覚
え
、
こ
の
作
品
い
い
な
と
い
う
人
が
少
し

で
も
多
く
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
彫
刻
を
難
し
く
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工
芸
美
術—

春
山
文
典

セ
ッ
ト
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は

結
局
ハ
リ
ボ
テ
の
世
界
で
、
幻
滅
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
そ
こ
で
大
学
三
年
時
に
は
、
実
際
に
何

か
面
白
い
素
材
を
勉
強
し
た
い
と
考
え
た
。
一
学

年
六
十
人
の
う
ち
、
半
分
は
商
業
デ
ザ
イ
ン
や
工

業
デ
ザ
イ
ン
へ
、
金
工
は
彫
金
、
鋳
金
、
鍛
金
の

三
つ
、
陶
芸
と
漆
、
染
色
な
ど
に
分
か
れ
た
。
最

初
に
実
習
で
選
ん
だ
の
は
彫
金
と
陶
芸
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
鋳
金
を
選
ん
だ
学
生
の
話
を
聞
く

と
、
溶
か
し
て
流
し
込
む
鋳
金
の
ほ
う
が
面
白
そ

う
だ
な
と
思
い
、
鋳
金
の
ク
ラ
ス
に
飛
び
込
ん
だ
。

教
室
に
は
伝
統
工
芸
系
の
先
生
と
日
展
系
の
先
生

が
い
た
が
、
考
え
方
や
教
育
が
全
く
違
っ
て
い
た
。

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
た
い
春
山
さ
ん
が
電
動

サ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
て
い
る
と
、
伝
統
系
の
先
生

か
ら
は
「
お
前
、
手
で
や
っ
て
み
ろ
。
無
精
だ
」

と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
春
山
さ
ん
は
新

た
な
方
法
で
進
ん
で
い
っ
た
。

東
京
藝
大
で

蓮
田
修
吾
郎
先
生
と
の
出
会
い

そ
う
し
た
な
か
蓮
田
修
吾
郎
先
生
と
の
出
会
い

が
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
先

生
は
折
に
触
れ
、
合
理
的
な
考
え
方
や
自
分
の
夢

を
語
り
、
こ
れ
か
ら
の
金
工
に
つ
い
て
も
説
い
た
。

春
山
さ
ん
は
「
自
分
が
望
ん
で
い
た
の
は
こ
れ

だ
」
と
思
っ
た
。「
非
常
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
考

え
方
で
伝
統
や
古
い
も
の
に
こ
だ
わ
ら
な
い
蓮
田

先
生
の
作
品
に
も
惹
か
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
立

方
体
を
作
る
と
き
に
、
普
通
は
直
線
で
水
平
面
に

び
し
っ
と
作
り
ま
す
ね
。
先
生
の
作
品
で
は
一
平

面
で
な
く
、
日
本
古
来
の
そ
り
、
そ
れ
か
ら
む
く

り
と
い
う
膨
ら
み
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
で
澄
川
喜
一
先
生
が
使
っ
た
日
本
の
伝
統
の

そ
り
と
む
く
り
、
ま
さ
に
そ
れ
な
ん
で
す
。
蓮
田

先
生
の
師
が
高
村
豊
周
と
い
う
回
転
体
の
大
家
で

す
。
だ
か
ら
先
生
は
方
体
に
こ
だ
わ
っ
て
師
の
マ

ネ
を
し
な
か
っ
た
ん
で
す
」。
春
山
さ
ん
は
蓮
田

先
生
の
指
導
を
受
け
、
比
較
的
自
由
に
制
作
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

卒
業
す
る
頃
に
は
日
展
や
現
代
工
芸
展
へ
の
誘

い
が
あ
っ
た
。「
た
だ
、
当
時
は
美
大
生
特
有
の

公
募
展
嫌
い
と
い
う
か
、
出
さ
な
い
の
が
か
っ
こ

い
い
と
い
う
の
が
あ
っ
て
。
何
か
自
分
で
や
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
空
間
造
形
的
な
も
の
を
独
立
し

て
や
ろ
う
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
就
職
も
せ
ず
公

募
展
に
も
出
さ
ず
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
作
る
と
蓮

田
先
生
に
お
話
し
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
玩
具

と
あ
る
六
月
の
午
後
、
小
布
施
駅
の
ホ
ー
ム
に
乗
客
の
一
群
が
降
り
る
と
、「
栗
の
匂
い
が
す
る
」
と
言

う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
何
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
町
を
タ
ク
シ
ー
で
走
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
低
く
枝

を
広
げ
て
い
る
栗
の
木
に
白
い
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
た
。
運
転
手
さ
ん
が
こ
の
花
の
匂
い
だ
と
教
え
て

く
れ
た
。

お
ぶ
せ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
金
属
造
形
作
家
で
あ
る
春
山
文
典
さ
ん
の
三
十
年
を
振
り
返
る
展
覧
会
が

開
か
れ
て
い
た
。
春
山
さ
ん
は
母
方
の
実
家
で
あ
る
小
布
施
で
生
ま
れ
、
学
校
に
入
る
こ
ろ
に
は
東
京
へ

戻
っ
た
が
、
小
布
施
と
は
縁
が
深
い
。
小
布
施
は
北
斎
が
晩
年
、
一
八
四
二
年
か
ら
四
度
訪
れ
た
町
と
し
て

有
名
で
あ
る
。
中
心
地
に
は
、
栗
の
老
舗
の
和
菓
子
店
や
、
情
緒
あ
る
街
並
み
が
残
っ
て
い
る
。

春
山
さ
ん
の
作
品
タ
イ
ト
ル
は
宙そ

ら
、
風
、
樹
な
ど
、
夢
や
ロ
マ
ン
を
思
わ
せ
る
が
、
作
品
は
白
銀
色
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
抽
象
作
品
。
三
十
年
の
集
大
成
の
作
品
群
を
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
伺
っ
た
。

北
斎
の
町
、小
布
施
に
生
ま
れ
て

春
山
さ
ん
は
四
人
兄
弟
の
末
子
と
し
て
終
戦
の

年
に
生
ま
れ
た
。
小
・
中
学
校
の
頃
は
図
画
工
作

が
と
て
も
好
き
で
、
特
に
絵
が
得
意
だ
っ
た
と
い

う
。「
そ
の
頃
は
、
戦
車
と
か
で
は
な
く
て
、
湖

が
あ
っ
て
木
立
が
あ
っ
て
月
が
あ
っ
て
、
不
思
議

な
蝶
が
い
て
、
と
い
う
神
秘
的
な
絵
を
描
い
て
い

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
」

兄
弟
に
も
美
術
系
の
人
は
い
な
い
。
た
だ
、
先

祖
を
遡
る
と
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者
で
浮
世
絵
師

の
高
井
鴻
山
は
北
斎
に
師
事
し
、
栗
菓
子
で
有
名

な
小
布
施
堂
の
先
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
春
山

さ
ん
の
家
は
そ
の
遠
戚
に
あ
た
る
。「
だ
か
ら
美

術
に
対
し
て
は
割
と
抵
抗
感
な
く
、
周
り
も
ま
あ

い
い
じ
ゃ
な
い
っ
て
感
じ
で
し
た
」

小
布
施
堂
の
店
内
に
置
か
れ
た
春
山
さ
ん
の
黒

の
ア
ル
マ
イ
ト
を
使
用
し
た
モ
ダ
ン
な
金
工
作
品

は
、
店
で
鈍
い
光
を
放
っ
て
い
た
。
ま
た
、
小
布

施
駅
前
や
市
の
総
合
公
園
に
も
大
き
な
作
品
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

高
校
は
都
立
工
芸
高
校
で
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
の
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。「
空
間
造
形
と
い
う
か
、

舞
台
美
術
も
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
ね
」。
卒
業

時
、
周
り
の
人
た
ち
が
そ
の
ま
ま
就
職
す
る
な
か
、

も
う
少
し
学
び
た
い
と
東
京
藝
術
大
学
の
工
芸
科

へ
進
む
。
し
か
し
、
そ
こ
は
希
望
ど
お
り
の
学
科

で
は
な
か
っ
た
。

舞
台
美
術
に
興
味
の
あ
っ
た
春
山
さ
ん
は
、
浪

人
時
代
、
俳
優
座
の
舞
台
美
術
養
成
所
の
ア
ル
バ

イ
ト
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
歌
番
組
の
背
景
な
ど
の

春
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文
典
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工
芸
美
術—

春
山
文
典

原
型
の
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
所
を
直
し
た
り

加
え
た
り
削
っ
た
り
、
あ
る
意
味
で
は
最
初
と
違

う
も
の
に
な
る
。
僕
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
再

現
で
は
な
い
ん
で
す
」

構
想
の
段
階
は
、
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
や
設
計

図
を
起
こ
し
て
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
段
ボ
ー
ル

等
で
模
型
を
作
る
。
で
き
た
模
型
を
上
か
ら
眺
め

た
り
逆
さ
に
し
て
み
た
り
、
こ
こ
が
面
白
い
な
と

い
う
の
を
楽
し
む
。
木
で
原
型
を
作
り
、
鋳
造
工

程
で
は
工
場
で
溶
解
炉
の
職
人
さ
ん
に
ゆ
だ
ね
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
で
き
上
が
っ
た
も
の
を
見

て
造
形
的
に
い
ら
な
い
部
分
を
切
っ
た
り
接
合
し

た
り
仕
上
げ
に
は
い
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
工
程
が
あ
る
た
め
、
計
画
性
が
必
要
で
あ

る
。
若
い
時
に
携
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
の
工

程
管
理
が
そ
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
僕
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
は
風
や
宙
や
樹
な
ど
、

具
体
的
な
も
の
で
す
が
、
思
い
は
徹
底
的
に
抽
象

的
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
技
術
的
な
面
で
は
、
や
は

り
見
た
こ
と
の
な
い
空
間
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
も
こ
れ
は
前
や
っ
た
な
っ
て
い
う
の
は
絶

対
作
ら
な
い
で
す
ね
。
前
回
と
違
う
空
間
を
作
っ

て
い
ま
す
。
日
展
で
は
高
さ
八
十
セ
ン
チ
の
中
で
、

ど
う
空
気
感
を
作
っ
て
い
く
か
で
す
」

近
年
の
金
工
作
品
は
彫
金
、
鋳
金
、
鍛
金
が
隣

同
士
組
み
あ
う
傾
向
に
あ
る
。「
ジ
ャ
ン
ル
の
統

合
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
も
出
て
く
る
ん
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
僕
の
場
合
は
明
快
に
技
術
の
伝

承
で
は
な
く
、
新
し
い
も
の
を
作
り
、
新
し
い
考

え
を
皆
さ
ん
に
共
感
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と

で
す
」。

常
に
新
た
な
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
を
信
条
と

し
て
い
る
。
会
場
に
並
べ
ら
れ
た
数
々
の
斬
新
な

作
品
群
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
た
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
無
機
質
に
こ
だ
わ
る

「
魔
法
」

作
品
に
は
色
を
つ
け
な
い
。
そ
れ
は
色
に
よ
っ

て
情
感
が
出
て
し
ま
い
、
形
の
本
質
が
違
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
当
初
か
ら
一
番
無
機

質
な
ア
ル
ミ
の
色
に
こ
だ
わ
っ
た
。
同
じ
白
銀
色

で
も
ス
テ
ン
レ
ス
の
磨
い
た
色
と
も
違
う
。
金
工

作
品
を
作
り
だ
し
て
二
、三
作
目
か
ら
ず
っ
と
ア

ル
ミ
を
使
っ
て
い
る
。

「
ア
ル
ミ
っ
て
本
当
に
形
が
よ
く
見
え
る
ん
で

す
。
形
と
い
う
の
は
実
体
で
す
が
、
ほ
ど
よ
い
陰

影
が
出
て
き
ま
す
。
昔
は
も
っ
と
神
経
質
で
、
ざ

ら
ざ
ら
の
肌
を
磨
い
て
一
方
向
の
ヘ
ア
ラ
イ
ン
に

も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
本
質
と
違

う
と
考
え
、
今
は
、
も
っ
と
マ
ッ
ト
な
感
じ
に
仕

上
げ
て
い
る
ん
で
す
。
大
切
な
の
は
ど
う
空
気
を

感
じ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
」

今
年
も
最
近
の
流
れ
の
中
で
新
し
い
空
気
感
を

作
っ
て
い
る
。
長
い
工
程
を
経
て
完
成
し
た
と
き

は
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

「
作
品
が
で
き
た
と
き
は
、
ま
さ
に
魔
法
で
す

よ
」そ

の
銀
白
色
の
輝
き
、
複
雑
な
陰
影
を
作
り
だ

す
作
品
群
は
、
あ
た
か
も
魔
法
に
よ
っ
て
世
に
現

れ
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

メ
ー
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
や
ニ
チ
ベ
イ
ブ
ラ

イ
ン
ド
と
い
う
会
社
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
恵
ま
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
」。
ま
だ
大
学
院

の
学
生
の
時
で
、
紹
介
い
た
だ
い
た
会
社
に
行
く

と
、
工
場
長
や
重
役
が
出
て
き
て
「
明
日
か
ら
顧

問
に
し
て
あ
げ
る
」
と
言
わ
れ
、
東
京
駅
の
自
動

券
売
機
の
壁
な
ど
の
開
発
が
採
用
さ
れ
た
。
新
た

な
世
界
で
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
が
、
そ
れ
は
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
だ
っ
た
。
仕
事

が
あ
っ
て
嬉
し
い
反
面
、
自
分
の
夢
か
ら
は
離
れ

て
行
き
、
忸
怩
た
る
思
い
で
あ
っ
た
。

「
蓮
田
先
生
に
は
何
か
と
気
に
か
け
て
い
た
だ

い
て
い
て
、
蓮
田
先
生
を
中
心
に
日
展
の
鋳
金
の

先
生
方
が
銀
座
で
グ
ル
ー
プ
展
を
や
る
か
ら
『
お

前
出
せ
』
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
小

さ
な
作
品
を
作
っ
て
出
し
た
と
こ
ろ
、『
売
れ
た

ぞ
』
っ
て
最
終
日
に
言
わ
れ
て
。
努
力
し
て
売
っ

て
い
た
だ
い
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
打
ち

上
げ
の
日
に
、
先
生
方
と
銀
座
で
飲
ん
で
い
て
夜

の
十
二
時
頃
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。『
今
か
ら
み

ん
な
お
前
の
所
へ
行
く
よ
』
っ
て
。
当
時
飲
ん
だ

こ
と
が
な
い
よ
う
な
洋
酒
を
三
本
買
っ
て
い
た
だ

い
て
、
三
、四
人
の
先
生
方
が
来
ら
れ
て
、
そ
こ

で
説
得
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。『
ま
あ
飲

め
』
と
言
わ
れ
る
こ
ろ
か
ら
、『
あ
の
作
品
い
い

か
ら
日
展
に
出
せ
』『
は
い
』
っ
て
つ
い
言
っ
て

し
ま
っ
て
、
そ
の
次
の
年
か
ら
出
し
た
ん
で
す
」。

一
九
七
六
年
、
第
一
五
回
現
代
工
芸
展
、
翌
年
の

第
九
回
日
展
で
あ
る
。
日
展
に
は
初
出
品
初
入
選
、

以
降
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
作
品
を
出
し
続
け
て

い
る
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
仕
事
か
ら
は
離
れ
た
が
、

当
時
の
経
験
が
作
品
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。

細
か
い
と
こ
ろ
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
仕
事
の
本

質
を
摑
む
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
き
っ
か
け
は
、
翌
七
八
年

蓮
田
先
生
が
ド
イ
ツ
の
作
家
と
交
流
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
日
独
の
金
属
造
形
作
家
展
を
手
伝
っ

た
こ
と
か
ら
、
毎
年
作
品
を
発
表
す
る
機
会
と
交

流
が
で
き
た
。
当
時
金
属
造
形
作
家
展
と
合
わ
せ

て
、
年
に
三
回
三
作
と
い
う
ペ
ー
ス
で
制
作
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

小
さ
い
所
を
積
み
上
げ
て

常
に
新
た
な
造
形
を

そ
の
制
作
工
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
っ
た
。

「
日
本
の
鋳
造
の
原
点
は
基
本
的
に
は
鋳
型
を

二
つ
に
割
っ
て
そ
こ
に
金
属
を
流
し
込
む
と
い
う

こ
と
で
す
。
動
物
の
形
な
ど
は
二
つ
に
割
れ
な
い

で
す
ね
。
そ
こ
で
割
れ
る
所
を
一
つ
ず
つ
部
分
的

に
型
を
作
っ
て
組
み
合
わ
せ
て
い
く
、
小
さ
い
所

を
積
み
上
げ
て
大
き
く
作
っ
て
い
く
と
い
う
モ
ノ

づ
く
り
に
な
り
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
デ
ッ
サ
ン

の
よ
う
に
、
大
き
な
形
で
摑
ん
で
か
ら
デ
ィ
テ
ー

ル
を
攻
め
て
い
く
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
僕
の

場
合
は
や
は
り
、
小
さ
な
も
の
を
積
み
上
げ
て
で

な
い
と
大
き
く
な
っ
て
こ
な
い
で
す
ね
。
鋳
造
と

い
う
の
は
、
も
の
を
再
現
す
る
の
が
原
点
な
ん
で

す
ね
。
粘
土
で
作
っ
た
も
の
を
石
膏
に
置
き
換
え
、

石
膏
像
を
も
と
に
鋳
造
と
い
う
技
法
で
金
属
に
置

き
換
え
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
三
度
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す
ね
。
し
か
し
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た
。
村
上
先
生
か
ら
は
大
学
で
は
大
学
の
教
え
に

従
っ
て
い
く
よ
う
指
導
を
受
け
、
研
鑽
を
積
ん
だ
。

ま
た
大
学
二
年
か
ら
三
年
に
上
が
る
と
き
に
は
、

建
仁
寺
の
本
山
に
僧
侶
と
し
て
一
年
間
の
修
行
に

出
た
。

「
私
は
大
学
時
代
か
ら
お
手
本
を
も
ら
っ
た
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
古
典
を
見
て
そ
れ
を
書
い

て
添
削
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
」

大
学
四
年
の
と
き
に
は
、
村
上
三
島
先
生
門
下

の
長
興
会
の
な
か
で
も
京
都
版
の
現
創
会
に
入
り

活
動
を
続
け
る
。「
そ
こ
は
日
展
の
系
統
で
す
か

ら
、
自
然
と
日
展
中
心
に
作
品
を
つ
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
」

「
日
展
の
一
回
目
は
落
選
で
し
た
。
二
回
目
は

通
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
か
ら
あ
と
は
わ
り
に

順
調
に
通
っ
て
九
回
目
か
十
回
目
で
一
回
落
ち
ま

し
た
ね
。
そ
れ
で
も
そ
ん
な
に
厳
し
い
と
こ
ろ
で

学
生
の
初
出
品
か
ら
今
ま
で
で
三
回
く
ら
い
の
落

選
で
済
ん
で
い
る
の
は
や
っ
ぱ
り
幸
運
と
思
い
ま

す
。
私
ら
は
こ
う
い
う
所
に
生
ま
れ
て
い
る
と
い

う
良
さ
だ
け
で
な
く
、
私
の
八
十
年
の
人
生
は
運

だ
け
で
来
て
い
て
、
本
当
で
す
。

上
松
義
山
先
生
は
、
お
坊
さ
ん
で
し
た
が
、
当

時
特
選
を
一
生
懸
命
狙
っ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
最

終
的
に
隷
書
で
特
選
を
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
父
親

と
年
齢
も
変
わ
ら
ず
仲
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

自
分
も
特
選
を
と
っ
て
親
父
を
喜
ば
せ
た
い
と
い

う
の
が
根
底
に
あ
り
ま
し
た
ね
」

こ
う
し
て
書
道
に
打
ち
込
み
な
が
ら
、
大
学
は
教

員
養
成
校
で
あ
っ
た
の
で
、
卒
業
後
は
小
学
校
の
教

員
に
な
る
人
も
多
か
っ
た
が
、
真
神
さ
ん
は
私
学
の

京
都
・
東
山
で
、
鎌
倉
時
代
の
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
開
創
し
た
、
京
都
最
古
の
禅
寺
、
建
仁
寺
。

そ
の
広
大
な
境
内
の
北
側
に
位
置
す
る
塔
頭
の
ひ
と
つ
、
正
伝
永
源
院
の
元
住
職
で
書
家
の
真
神
巍
堂
さ

ん
。
春
と
秋
の
み
一
般
公
開
を
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
お
寺
で
、
現
在
も
、
多
才
な
活
躍
で
奔
走
さ
れ
て
い

る
。
朝
の
お
寺
で
お
話
を
伺
っ
た
。

僧
侶
と
し
て
の
宿
命
に
生
き
て
、

書
と
出
会
う

昭
和
十
八
年
、
東
山
の
お
寺
の
二
男
と
し
て
生

を
受
け
た
真
神
さ
ん
。
寺
は
、
明
治
初
期
の
廃
仏

毀
釈
を
経
て
、
祖
父
の
代
に
、
建
仁
寺
の
塔
頭
の

ひ
と
つ
正
伝
永
源
院
の
僧
侶
と
し
て
引
き
継
が
れ

た
と
い
う
。

「
私
は
今
年
ち
ょ
う
ど
八
十
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

作
家
と
い
う
意
識
は
い
ま
も
な
い
で
す
。
お
寺
に

生
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
住
職
が
ど
う
し
て
も

主
に
な
っ
て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
に
兄
と
弟
を
亡

く
し
、
二
男
の
私
が
寺
を
継
ぐ
こ
と
は
、
宿
命
で

し
た
。
お
寺
の
子
で
す
か
ら
書
道
を
習
っ
て
お
く

の
は
よ
い
と
父
も
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
」。
真
神

さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
白
い
紙
を
み
つ
け

て
は
、
絵
で
は
な
く
文
字
を
書
い
て
い
る
子
供
で

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
祖
父
も
そ
う
だ
っ
た
と

聞
い
た
。

小
学
校
一
年
の
時
に
、
学
校
で
習
字
の
選
手
と

な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
近
所
で
習
う
よ
う
に

な
っ
た
。
生
涯
の
師
と
な
る
の
は
村
上
三
島
先
生

で
あ
る
が
、
そ
の
門
下
の
僧
侶
で
書
家
の
上
松
義

山
先
生
が
、
真
神
さ
ん
が
通
う
小
学
校
の
前
の
禅

居
庵
で
、
書
道
の
研
究
会
を
行
っ
て
い
た
。
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
五
、六
十
人
は
い
た
と
い
う
。

学
校
が
終
わ
る
と
、
そ
ち
ら
に
駆
け
こ
ん
で
は
練

習
す
る
日
々
で
あ
っ
た
。「
他
の
稽
古
も
し
ま
せ

ん
し
ね
。
そ
の
頃
そ
ろ
ば
ん
が
流
行
り
出
し
て
小

学
校
五
年
か
ら
二
年
だ
け
習
い
ま
し
た
け
ど
、
そ

れ
以
外
は
時
代
が
違
い
ま
す
し
ね
」

そ
の
後
は
、
京
都
学
芸
大
学
（
現
・
京
都
教
育

大
学
）
の
書
道
科
に
進
学
。
同
級
生
は
六
人
と
い

う
少
数
精
鋭
の
中
で
、「
古
典
を
勉
強
せ
よ
」
と

い
う
指
導
の
も
と
、
学
ん
だ
。
大
学
の
書
道
科
の

教
授
は
ア
ン
チ
日
展
と
い
う
立
場
の
教
育
方
針
で
、

学
生
で
公
募
展
に
出
す
こ
と
は
奨
励
さ
れ
な
か
っ

Profi le
（まがみ ぎどう）１９４３年、京都府生まれ。村上三

さん

島
とう

に師
事。１９６７年、京都教育大学美術科書道卒業。１９６８
年、第１１回日展初入選。１９９２年、第２４回日展「五嶺」
により特選受賞。１９９６年、第２８回日展「舒位詩」によ
り特選受賞。２００９年、第４１回日展「于謙詩」により日
展会員賞受賞。２０１６年、改組 新 第３回日展「轆轤」に
より東京都知事賞受賞。２０１７年、改組 新 第４回日展

「碧潯」により文部科学大臣賞受賞。２０１９年、改組 新 

第４回日展出品作「碧潯」により恩賜賞・日本芸術院賞
受賞。現在、日展理事。
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書—

真
神
巍
堂

「
お
寺
し
な
が
ら
学
校
行
き
な
が
ら
、
な
が
ら
族

も
い
い
と
こ
で
あ
れ
や
こ
れ
や
し
て
き
ま
し
た
」

方
丈
の
な
か
に
案
内
い
た
だ
く
と
、
そ
こ
に
は

元
総
理
、
東
京
の
永
青
文
庫
の
元
理
事
長
で
あ
る

細
川
護
熙
氏
が
描
い
た
襖
絵
が
広
が
っ
て
お
り
圧

巻
で
あ
る
。
正
伝
永
源
院
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る

貴
重
な
仏
像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。
今
後
文
化
財

の
展
覧
会
な
ど
も
東
京
で
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

寺
が
一
般
公
開
さ
れ
る
の
は
、
春
と
秋
の
特
別
拝

観
の
時
の
み
だ
そ
う
で
あ
る
。

寺
の
門
を
く
ぐ
り
、
正
面
の
部
屋
が
真
神
さ
ん

の
書
の
部
屋
で
あ
る
。
こ
こ
で
稽
古
も
さ
れ
る
と

い
う
。
障
子
越
し
に
日
の
光
の
う
っ
す
ら
と
入
る

な
か
で
、
漢
詩
を
お
書
き
く
だ
さ
っ
た
。
力
強
い

筆
の
運
び
に
息
を
の
む
。
大
き
な
白
い
紙
に
、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
文
字
が
書
か
れ
て
い
く
。
時
が
止

ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

部
屋
の
ふ
す
ま
の
取
っ
手
を
見
る
と
、
美
し
い

絵
が
描
か
れ
た
陶
板
で
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、

小
学
校
か
ら
同
級
生
で
親
友
で
あ
る
永
楽
善
五
郎

（
現
在
「
而
全
」
さ
ん
）
の
作
で
、
特
別
に
作
っ
て

い
た
だ
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
昨
年
、
百
貨
店
で

書
と
陶
磁
器
の
二
人
展
も
開
催
し
て
い
る
。

師
の
言
葉

「
作
家
で
は
な
く
職
人
に
な
れ
」

村
上
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
の
な
か
で
、

最
も
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
作
家
で
は
な
く
職

人
に
な
れ
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。
書
の
世
界
は
、

同
じ
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
鍛
錬
し
て
い
く
。

「
職
人
と
い
う
の
は
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
何

度
も
繰
り
返
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
例
え
ば

筆
を
扱
う
技
術
と
か
そ
う
い
う
も
の
は
そ
れ
も
自

由
自
在
に
筆
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
。
昔
は
そ
れ

を
普
通
の
筆
記
用
具
と
し
て
使
っ
て
た
わ
け
で
す

か
ら
昔
の
人
は
書
の
世
界
で
言
う
職
人
と
か
わ
り

ま
せ
ん
ね
。
作
家
で
は
な
く
て
職
人
か
わ
か
ら
な

い
。
何
百
枚
も
同
じ
も
の
を
書
い
て
手
紙
を
出
す

わ
け
じ
ゃ
な
く
て
み
ん
な
一
枚
書
い
て
出
し
て
る

わ
け
で
し
ょ
。
そ
れ
を
古
典
と
し
て
大
事
に
し
て

る
わ
け
で
す
け
ど
。
だ
か
ら
村
上
先
生
の
持
論
は
、

作
家
は
職
人
の
行
き
先
で
あ
る
わ
け
で
す
。
ま
ず
、

職
人
ほ
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
言
い
ま
す
か
、
そ
う

い
う
も
の
を
数
書
い
て
覚
え
な
い
と
い
け
な
い
。

頭
で
書
い
て
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
関

西
の
書
壇
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
い
う
鍛

錬
主
義
で
す
ね
」

作
家
と
い
う
意
識
は
な
い
と
い
う
冒
頭
の
言
葉

は
、
こ
う
し
た
考
え
か
ら
も
き
て
い
る
の
だ
と
感

じ
た
。

精
神
統
一
し
て
白
い
紙
に
向
か
う
。
幼
い
こ
ろ

に
白
い
紙
を
文
字
で
埋
め
て
ば
か
り
い
た
少
年
。

「
宿
命
」
の
ま
ま
に
、
迷
う
こ
と
な
く
書
の
道
に

進
み
、
漢
詩
に
ひ
か
れ
、
漢
詩
を
書
く
。
す
べ
て

は
長
き
に
わ
た
る
鍛
錬
を
経
て
、
自
分
の
体
の
な

か
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
書
く
。

「
た
く
さ
ん
書
い
て
も
一
枚
目
が
い
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
無
心
で
あ
る
か
ら
。
い
ら
ん
こ
と
を
考

え
な
い
。
も
う
一
枚
も
う
一
枚
と
な
お
し
て
傷
を

と
っ
て
い
く
と
、
新
鮮
さ
が
消
え
て
い
き
ま
す
。

無
心
で
書
け
た
ら
最
高
で
す
」

僧
侶
と
し
て
、
書
家
と
し
て
長
い
時
間
を
重
ね

て
き
て
、
い
ま
無
心
で
書
を
書
く
。

今
年
、
京
都
文
化
博
物
館
で
寺
宝
展
「
四
百
年

遠
忌
記
念
特
別
展
　
大
名
茶
人
　
織
田
有
楽
斎
」

と
と
も
に
、
真
神
さ
ん
の
書
の
展
覧
会
を
行
っ
た
。

「
次
の
個
展
は
い
つ
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

も
う
一
度
寺
の
中
で
色
々
集
め
て
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
」

高
校
の
教
員
と
な
り
、
十
五
年
ほ
ど
勤
め
た
。

漢
詩
を
借
り
て
、

表
現
す
る

作
品
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
展
覧
会
に
出
す
と
、
見
に
来
る
人
は
何
と
い

う
字
で
す
か
と
か
意
味
を
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
が

一
番
辛
い
と
こ
ろ
で
、
書
家
は
漢
詩
の
意
味
を
表

現
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
極
端
に
言
え

ば
、
無
な
ら
無
と
い
う
字
を
表
現
し
た
い
か
ら
書

く
わ
け
で
は
な
く
て
無
と
い
う
文
字
の
骨
格
と
言

い
ま
す
か
、
縦
と
か
横
の
線
の
組
み
合
わ
せ
の
姿

の
面
白
さ
と
か
ね
。
墨
と
筆
を
使
っ
て
画
仙
紙
に

線
を
引
く
と
い
う
こ
と
で
線
の
面
白
さ
、
深
さ
、

強
さ
と
言
い
ま
す
か
、
線
そ
の
も
の
の
意
味
も
あ

り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
ど
う
い
う
紙
に
ど
う
い
う

筆
を
使
っ
て
ど
れ
だ
け
の
ス
ピ
ー
ド
で
ど
れ
だ
け

の
圧
力
を
か
け
て
書
い
た
ら
ど
う
い
う
線
が
出
る

か
。
滲
ん
だ
り
も
し
ま
す
し
、
か
す
れ
も
し
ま
す

し
、
滲
み
は
滲
み
の
美
し
さ
、
か
す
れ
れ
ば
か
す

れ
の
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う

も
の
を
総
合
的
に
漢
詩
を
借
り
て
表
現
す
る
。
意

味
は
一
切
と
は
言
い
ま
せ
ん
け
ど
も
別
に
表
現
し

た
い
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
書
家
と
同
じ
立
場

で
見
て
も
ら
え
た
ら
も
っ
と
面
白
い
世
界
が
で
き

る
か
な
と
思
う
ん
で
す
」

「
書
体
は
大
体
中
国
の
古
典
を
臨
書
と
い
う
方

法
で
勉
強
し
ま
す
。
そ
れ
を
使
っ
て
表
現
す
る
わ

け
で
す
か
ら
書
体
は
自
ず
か
ら
臨
書
し
た
も
の
と

同
じ
よ
う
な
書
体
に
な
り
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

行
書
か
草
書
で
す
ね
。
そ
れ
が
体
の
中
に
入
っ
て

お
っ
て
漢
詩
を
選
ん
だ
ら
、
た
と
え
ば
春
と
い
う

文
字
を
古
典
で
学
び
、
春
と
い
う
も
の
が
自
分
の

体
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
を
自
然
な
姿
の
中
で
出

し
て
い
く
。
次
に
花
と
い
う
字
を
書
く
。
春
と
花

が
文
字
と
し
て
絡
み
合
う
か
と
か
ね
。
一
つ
で
終

わ
る
場
合
と
、
二
つ
の
場
合
だ
と
二
つ
に
な
っ
た

か
ら
の
世
界
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
こ
と

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
わ
け
で
形
も
変
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
随
分
複
雑
な
算
数
が
で
き
る
わ
け
で

す
け
ど
そ
れ
を
経
験
値
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。
だ

か
ら
草
稿
と
い
う
の
を
作
り
ま
す
け
ど
も
漢
詩
を

選
ぶ
と
き
に
は
経
験
で
大
体
こ
の
詩
は
こ
う
い
う

格
好
に
な
る
な
、
と
い
う
の
が
想
像
で
き
る
ん
で

す
よ
ね
。
詩
を
う
ま
く
選
ぶ
と
、
良
い
作
品
に
仕

上
が
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
だ
か
ら
漢
詩
を
選
ぶ

の
も
力
の
一
つ
で
す
ね
」

師
か
ら
も
お
手
本
は
い
た
だ
か
な
か
っ
た
が
、

真
神
さ
ん
も
お
手
本
は
書
か
な
い
方
針
と
い
う
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
く
る
か
ら
面
白
い
の

で
す
」

寺
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
一
二
月

一
五
日
に
住
職
を
ご
子
息
に
譲
っ
た
。
住
職
と
し

て
三
十
五
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
関
わ
っ
た
。

な
か
で
も
織
田
信
長
の
弟
で
茶
人
の
武
将
、
織
田

有
楽
斎
の
国
宝
の
茶
室
で
あ
る
如
庵
の
復
元
移
築
、

明
治
初
期
の
廃
仏
毀
釈
で
失
っ
た
室
町
・
戦
国
時

代
の
茶
人
で
、
千
利
休
の
師
と
し
て
も
知
ら
れ
る

武
野
紹
鷗
の
供
養
塔
も
有
楽
斎
の
四
百
年
遠
忌
に

あ
た
る
二
〇
二
一
年
に
大
阪
の
藤
田
家
か
ら
返
還

さ
れ
た
。
ま
た
寺
に
併
設
し
て
い
た
保
育
園
が
大

き
く
な
り
、
別
の
地
に
移
転
さ
せ
た
こ
と
な
ど
大

き
な
事
業
を
成
し
遂
げ
た
。

方
丈
の
濡
れ
縁
か
ら
美
し
い
日
本
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
真
神
さ
ん
は
語
る
。
寺
に
生
ま
れ
、
そ
の

道
は
、
仏
門
の
厳
し
い
修
行
の
の
ち
に
老
師
を
目

指
す
方
向
と
そ
う
で
な
い
道
が
あ
る
と
い
う
。
真

神
さ
ん
は
、
寺
と
書
道
、
教
育
者
と
多
方
面
に
活

躍
さ
れ
て
き
た
。
保
育
園
で
は
園
長
も
務
め
た
。
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日
本
画—

古
澤
洋
子

あ
の
一
年
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
今
が
あ
る
の
だ
、

と
思
え
る
実
の
あ
る
一
年
で
し
た
」。
自
ら
が
決

め
実
行
し
、
つ
か
み
と
っ
た
。
多
感
な
時
期
を
乗

り
越
え
て
、
古
澤
さ
ん
は
日
本
画
の
道
に
進
ん
で

い
く
。
日
本
画
を
選
ん
だ
の
は
、
日
本
人
と
し
て

日
本
の
絵
画
を
学
び
た
い
、
知
り
た
い
と
い
う
思

い
で
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

大
学
時
代
か
ら
日
展
へ
。

日
展
で
育
っ
た
と
実
感

金
沢
美
大
の
先
生
方
は
み
な
日
展
に
出
品
し
て

い
た
た
め
、
三
、四
年
に
な
る
と
、
教
授
の
指
導

の
も
と
に
自
然
と
日
展
に
出
品
す
る
流
れ
に
な
っ

て
い
た
。
東
京
や
京
都
か
ら
も
客
員
教
授
と
し
て

日
展
の
先
生
方
が
指
導
に
来
ら
れ
た
。
伝
統
工
芸

が
さ
か
ん
な
「
工
芸
王
国
」
の
石
川
県
と
い
う
土

地
が
ら
、
日
展
作
家
も
多
く
、
日
展
は
常
に
注
目

さ
れ
て
い
た
。「
当
時
日
本
画
は
、
美
大
の
教
授

な
ど
地
元
作
家
に
ま
だ
会
員
は
い
な
か
っ
た
ほ

ど
、
入
選
入
賞
は
難
し
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」。
だ
が
、
迷
う
こ
と
な
く
、
日
展
入
選
を
目

指
し
て
年
に
一
度
の
大
作
を
描
い
た
。
入
選
し
た

い
一
心
で
あ
っ
た
が
、
四
回
続
け
て
落
ち
て
し

ま
っ
た
。
周
り
の
人
た
ち
が
入
選
し
て
い
く
の
に
、

と
悲
観
的
な
思
い
に
と
り
つ
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

大
学
院
を
卒
業
し
、
い
よ
い
よ
一
人
に
な
っ
た
と

き
、
初
入
選
。
大
き
な
不
安
が
あ
る
中
取
材
を
し

て
図
を
作
り
、
小
下
図
を
何
枚
も
描
い
て
制
作
し

て
出
品
し
た
の
だ
。
入
選
作
は
石
川
県
白
山
市
の

手
取
川
が
大
海
へ
向
か
っ
て
流
れ
て
い
く
風
景
を

金
沢
市
街
の
高
台
に
あ
る
ア
ト
リ
エ
。
部
屋
の
奥
に
あ
る
窓
の
向
こ
う
に
夕
日
が
沈
み
、
晴
れ
た
日
は

遠
く
日
本
海
の
き
ら
め
き
が
見
え
る
。
高
い
建
物
は
な
く
一
本
の
坂
道
が
続
い
て
い
く
。
一
日
の
う
ち
の

長
い
時
間
を
過
ご
す
理
想
の
ア
ト
リ
エ
作
り
は
、
条
件
に
あ
っ
た
場
所
を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
う
。
こ
ち
ら
で
制
作
を
し
て
九
年
。
金
沢
駅
か
ら
三
十
分
ほ
ど
の
閑
静
な
住
宅
地
で
あ
る
。

制
作
を
し
な
が
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
友
人
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
く
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
広
い
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
の
明
る
い
空
間
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
北
ア
ル
プ
ス
を
描
い
た
数
々
の

ス
ケ
ッ
チ
が
床
に
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

日
本
画
家
、
古
澤
洋
子
さ
ん
が
絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
か
ら
伺
っ
た
。

多
感
な
時
期
に
身
に
降
り
か
か
っ
た

試
練
を
乗
り
越
え
て

金
沢
市
内
で
、
公
務
員
の
両
親
の
も
と
に
生
ま

れ
た
古
澤
さ
ん
は
、
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、
絵
を

描
く
こ
と
が
何
よ
り
楽
し
み
な
少
女
で
あ
っ
た
。

新
聞
の
折
り
込
み
広
告
の
裏
に
、
空
想
の
絵
を
描

き
続
け
た
。
足
り
な
く
な
る
と
壁
に
も
描
い
て
は

消
し
た
。
そ
し
て
「
画
家
に
な
る
」
と
周
り
の
大

人
に
公
言
し
て
い
た
と
い
う
。

学
校
で
の
美
術
の
成
績
は
常
に
良
か
っ
た
。
し

か
し
、
多
感
な
中
学
生
の
時
期
に
、
厳
し
い
体
罰

教
師
と
出
会
っ
て
し
ま
い
、
心
身
と
も
に
傷
つ
き

誰
に
も
助
け
て
も
ら
う
こ
と
の
で
き
な
い
苦
し
み

の
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
高
校
に
進
学
し
た

が
、
中
学
時
代
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
心
は
荒
ん
で
し

ま
い
、
不
登
校
に
ま
で
陥
っ
た
。
抜
け
だ
せ
な
い

な
か
、
毎
日
熱
心
に
電
話
を
か
け
た
り
様
子
を
見

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
高
校
二
年
の
担
任
教
師

だ
っ
た
。
決
し
て
見
捨
て
ず
勇
気
づ
け
て
く
だ

さ
っ
た
教
師
の
想
い
に
、
古
澤
さ
ん
の
心
は
動
い

て
い
っ
た
。
先
生
は
、
生
徒
の
見
本
に
な
る
べ

く
常
に
目
標
を
設
定
し
て
有
言
実
行
す
る
人
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
背
中
を
見
て
、
古
澤
さ
ん
は
、

も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
し
た
人
間
に
な
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
と
強
く
思
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
快
進

撃
が
始
ま
る
。

将
来
を
考
え
る
と
、
諦
め
て
い
た
「
画
家
」
の

姿
が
浮
か
ん
で
き
た
。
自
分
に
は
こ
れ
し
か
な
い
。

一
念
発
起
し
て
金
沢
美
大
受
験
に
焦
点
を
当
て
猛

勉
強
を
始
め
る
。
周
り
の
人
が
驚
く
よ
う
な
毎
日

を
送
っ
た
。
友
人
と
の
つ
き
あ
い
も
絶
っ
て
、
ひ

た
す
ら
勉
強
す
る
。
夜
中
か
ら
朝
ま
で
は
受
験
の

た
め
の
デ
ッ
サ
ン
や
着
彩
の
勉
強
、
睡
眠
時
間

を
二
、三
時
間
に
ま
で
削
っ
た
。
十
キ
ロ
痩
せ
て
、

学
校
で
、
受
験
に
必
要
な
い
教
科
の
と
き
は
寝
て

し
ま
う
こ
と
も
大
目
に
見
て
も
ら
え
る
ほ
ど
、
周

り
も
協
力
的
だ
っ
た
と
い
う
。
人
生
で
こ
れ
ほ
ど

本
気
で
真
剣
に
勉
強
し
た
時
期
は
な
い
と
ま
で
い

え
る
。
辛
か
っ
た
が
目
標
に
向
か
っ
た
一
年
。
古

澤
さ
ん
は
み
ご
と
合
格
と
な
る
。

こ
の
一
年
は
、
古
澤
さ
ん
の
人
生
を
大
き
く
変

え
た
。「
す
ご
く
人
間
的
に
も
成
長
で
き
ま
し
た
。

日
本
画

古
澤
洋
子

日
本
画
家　

|　

日
展
会
員
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性
が
広
が
っ
て
い
く
の
だ
。

山
の
風
景
か
ら

時
の
堆
積
や
地
層
、宇
宙
へ

こ
れ
ま
で
描
い
て
こ
ら
れ
た
作
品
に
つ
い
て
伺

う
と
、
自
然
の
風
景
、
中
で
も
山
が
好
き
で
描
い

て
き
た
。
最
初
は
視
覚
的
な
山
の
形
な
ど
に
ば
か

り
こ
だ
わ
り
、
自
然
の
本
質
が
つ
か
め
な
か
っ
た

と
い
う
。
そ
こ
で
、
実
際
に
山
に
登
っ
て
大
地
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
た
い
と
思
っ
た
。「
実
際
に

登
り
始
め
る
と
、
見
て
い
た
だ
け
の
美
し
い
山
と

違
い
、
厳
し
い
世
界
、
荒
々
し
さ
を
見
せ
つ
け
ら

れ
、
人
間
と
い
う
の
は
、
自
然
に
あ
ら
が
う
こ
と

は
で
き
ず
、
地
球
に
生
か
さ
れ
て
い
る
ち
っ
ぽ
け

な
存
在
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
」。

地
元
の
標
高
二
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
白
山
に
登
っ

た
の
が
最
初
で
、
雨
と
霧
の
な
か
五
時
間
か
け
て

登
り
切
っ
た
ら
晴
れ
て
目
の
前
に
山
脈
が
広
が
り
、

無
我
夢
中
で
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
出
し
て
描
い
た
。

「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
世
界
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と

感
激
し
た
と
い
う
。「
き
っ
と
達
成
感
も
加
わ
っ

た
か
ら
で
、
達
成
感
と
は
や
は
り
挑
む
か
ら
得
る

感
覚
で
何
に
も
代
え
が
た
い
も
の
で
す
」
と
。
特

に
槍
ヶ
岳
や
穂
高
が
好
き
で
、
北
ア
ル
プ
ス
に
多

く
登
っ
て
描
い
て
い
る
。
二
十
七
歳
で
本
格
的
に

山
に
登
っ
た
頃
か
ら
、
古
澤
さ
ん
の
視
点
は
変

わ
っ
て
い
っ
た
。「
山
に
行
く
た
び
に
、
地
球
の

作
り
上
げ
た
造
形
物
に
感
動
す
る
ん
で
す
。
そ
し

て
山
や
、
空
か
ら
見
れ
ば
人
間
は
も
う
見
え
な
く

な
る
。
蟻
も
人
間
も
み
な
一
緒
で
唯
一
無
二
の
尊

い
命
な
ん
だ
と
」。

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に

誘
わ
れ
、
歴
史
の
染
み
込
ん
だ
町
を
描
く
う
ち

に
、
目
に
見
え
な
い
「
時
」
を
強
く
感
じ
、
同
時

に
生
命
の
歴
史
や
地
球
上
の
生
命
を
描
き
た
い
と

い
う
山
で
実
感
し
て
い
る
考
え
に
繋
が
っ
て
い
っ

た
。
そ
う
し
て
時
の
堆
積
に
よ
っ
て
風
化
し
た
も

の
、
民
家
の
屋
根
瓦
を
描
い
た
り
、
さ
ら
に
時
の

流
れ
を
深
く
感
じ
さ
せ
る
地
層
に
惹
か
れ
、
意
識

し
て
観
察
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
層
に
は
過
去

の
命
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
地
球
は
、
生
命

が
生
き
る
星
。
青
く
輝
く
地
球
上
の
生
命
が
な
ぜ
、

殺
し
合
う
の
か
、
現
実
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
報

道
を
見
て
は
、
ま
す
ま
す
考
え
て
し
ま
う
。
人
間

と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
「
想
い
」
が
古
澤

さ
ん
の
な
か
で
避
け
て
は
通
れ
ず
、
そ
れ
を
絵
に

し
た
い
と
考
え
る
。「
想
い
」
を
ど
の
よ
う
に
表

現
す
る
か
。
宇
宙
の
中
の
地
球
と
い
う
マ
ク
ロ
と
、

生
活
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
視
点
を
同
時
に
意
識
し
た

図
で
「
想
い
」
の
表
現
を
試
み
る
。
そ
こ
で
、
空

想
画
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
説

得
力
が
大
切
だ
と
考
え
、
常
に
取
材
を
重
ね
、
体

感
実
感
し
て
描
く
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
。

ア
ト
リ
エ
を
出
る
と
、
吹
き
抜
け
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、
古
澤
さ
ん
の
好
き
な
版
画

家
松
浦
敏
夫
の
小
品
が
二
点
か
け
ら
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
街
並
み
を
描
い
た
、
ど
こ
か

幻
想
的
な
作
品
。
こ
の
銅
版
画
と
の
出
会
い
で
も

大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と
い
う
。

玄
関
の
右
手
の
小
部
屋
は
、
古
澤
さ
ん
の
作
品

を
静
か
に
鑑
賞
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
な
っ
て
い

る
。
六
、七
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
地

層
を
描
い
た
作
品
や
、
日
本
画
な
ら
で
は
の
顔
料

の
き
ら
め
き
が
美
し
い
近
作
。
一
枚
一
枚
の
絵
の

額
装
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
寸
法
や
布
の
色
な

ど
す
べ
て
細
か
い
指
示
を
さ
れ
る
と
い
う
。

古
澤
さ
ん
の
作
品
を
、
初
入
選
さ
れ
た
頃
か
ら

順
に
拝
見
し
、
そ
の
絵
の
根
底
に
流
れ
る
想
い
を

伺
っ
て
い
る
と
、
そ
の
世
界
の
奥
深
さ
に
感
動
す

る
。
様
々
な
実
地
体
験
を
す
る
な
か
で
感
じ
、
ま

ず
想
い
が
あ
っ
て
、
絵
を
描
く
。
秘
め
ら
れ
た
想

い
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
く
か
。
今
後
の
古

澤
さ
ん
の
作
品
に
期
待
が
膨
ら
む
。

描
い
た
。

受
験
の
時
に
発
揮
し
た
根
性
で
、
こ
れ
か
ら
も

一
人
で
や
っ
て
い
こ
う
と
決
め
た
。
そ
の
後
何
度

か
落
選
し
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
が
、
戻
っ
て
き

た
絵
を
冷
静
に
見
て
い
る
と
、
落
選
し
た
理
由
に

納
得
が
で
き
て
、
力
不
足
を
反
省
し
て
次
に
繋
げ

れ
ば
い
い
と
前
向
き
に
思
っ
た
と
い
う
。
土
屋
禮

一
先
生
か
ら
は
「
入
選
す
る
こ
と
よ
り
も
、
良
い

絵
を
描
く
こ
と
を
目
指
し
な
さ
い
。
そ
れ
だ
け
を

考
え
て
い
れ
ば
そ
の
後
に
評
価
が
つ
い
て
く
る
」

と
、
何
度
か
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
そ
の
言
葉
に

支
え
ら
れ
た
。
良
い
絵
を
描
く
一
心
で
ひ
た
む
き

に
精
一
杯
描
く
こ
と
に
集
中
し
た
の
だ
。

「
振
り
返
れ
ば
初
入
選
か
ら
三
十
年
。
私
は
日

展
を
中
心
に
今
ま
で
来
ま
し
た
し
、
そ
こ
で
成
長

さ
せ
て
も
ら
っ
た
な
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
と
い
う
の
は
作
品
が
鑑

査
さ
れ
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
気
を
抜
い
た
よ
う

な
作
品
を
描
い
た
と
し
て
も
必
ず
展
示
さ
れ
て
し

ま
う
、
そ
れ
が
怖
い
な
と
思
い
ま
す
。
毎
回
、
こ

れ
以
上
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
描
か
な
い
と
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
ま
す
」。
常
に
自
分
を
駆
り
立

て
て
高
み
に
挑
戦
し
て
い
く
姿
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

ま
た
一
人
で
誰
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も
な
く
下

絵
本
画
と
描
い
て
出
す
こ
と
を
三
十
年
繰
り
返
し

て
い
る
。
そ
こ
で
常
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

自
ら
客
観
的
に
見
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の

た
め
に
は
絵
の
世
界
か
ら
離
れ
た
方
々
と
の
交
流

も
大
切
に
し
て
い
る
。
人
を
通
し
て
紹
介
い
た
だ

く
な
か
で
も
会
社
経
営
者
や
事
業
主
の
人
が
多
く
、

自
ら
立
ち
上
げ
て
何
か
す
る
人
と
、
一
人
で
絵
を

描
く
作
家
と
は
共
通
す
る
こ
と
も
多
い
と
感
じ
る
。

そ
う
し
た
交
流
が
刺
激
に
な
り
、
支
え
ら
れ
て
き

た
と
思
う
こ
と
が
多
い
。

古
澤
さ
ん
は
、
高
校
の
芸
術
コ
ー
ス
の
非
常
勤

講
師
と
し
て
も
日
本
画
を
教
え
て
い
る
。
大
学
を

出
る
と
き
に
採
用
さ
れ
て
、
今
に
至
る
ま
で
続
い

て
い
る
。
挫
折
を
知
ら
な
い
で
大
切
に
育
て
ら
れ

て
い
る
現
代
の
若
い
人
達
の
危
う
さ
、
自
ら
が

通
っ
て
き
た
過
程
と
の
違
い
に
戸
惑
い
を
感
じ
な

が
ら
、
教
師
と
し
て
も
奮
闘
し
て
い
る
。

作
家
活
動
と
し
て
は
、
秋
の
日
展
と
春
の
新
日

春
展
、
石
川
県
の
現
代
美
術
展
の
三
つ
に
欠
か
さ
ず

出
品
す
る
。
三
十
代
の
頃
ま
で
は
、
全
国
の
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
を
調
べ
て
は
、
会
派
の
違
う
先
生
の
評
価

を
求
め
て
出
品
を
し
て
き
た
。
ま
た
自
分
を
追
い
込

む
よ
う
に
、
個
展
も
積
極
的
に
開
い
て
き
た
。

こ
う
し
て
、
公
募
展
を
軸
に
活
動
を
し
て
き
た

古
澤
さ
ん
。
若
い
作
家
の
公
募
展
離
れ
に
つ
い
て

「
若
い
方
た
ち
に
は
、『
挑
む
』
と
い
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
何
に
対
し
て
で
も
言
え
る
で
し
ょ
う
が
、
苦
労

を
避
け
て
楽
な
こ
と
ば
か
り
選
ん
で
い
て
も
人
生

豊
か
に
な
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

公
の
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て
多
く
の
人
の
評
価
を

得
る
な
か
で
成
長
し
て
い
く
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
切
に
願
う
。

公
募
展
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
も
若
手
も
一
緒
に
展

示
さ
れ
る
中
で
客
観
的
に
自
作
を
見
る
こ
と
で
、

自
分
で
気
づ
く
こ
と
が
大
い
に
あ
る
。
し
か
も
、

作
品
が
巡
回
す
る
と
、
よ
り
多
く
の
人
に
観
て
も

ら
え
る
。
古
澤
さ
ん
も
い
ろ
ん
な
地
方
の
知
ら
な

い
方
か
ら
「
日
展
で
い
つ
も
見
て
い
ま
す
」
と
言

わ
れ
感
激
し
た
経
験
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

日
本
画—

古
澤
洋
子
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洋
画—

錦
織
重
治

き
つ
い
た
の
は
八
社
目
だ
っ
た
と
い
う
。
興
味
が

あ
れ
ば
指
導
を
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
意

気
込
ん
で
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
倒
産
し
て
し
ま

う
。
や
が
て
神
保
町
の
書
店
に
勤
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
職
場
で
出
会
っ
た
の
は
、
昼
間
や
夜
の

大
学
で
学
び
な
が
ら
働
く
若
い
人
た
ち
だ
っ
た
。

刺
激
を
受
け
た
錦
織
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
貯
め
た

お
金
で
夜
学
に
行
く
こ
と
に
決
め
た
。
そ
こ
で
も

懸
命
に
学
び
、
三
年
間
で
全
単
位
を
取
得
。
あ
と

一
年
間
、
空
い
た
夜
の
時
間
に
何
を
し
よ
う
か
と

は
た
と
思
っ
た
。

「
そ
う
だ
、
絵
を
描
こ
う
」

そ
の
前
に
師
と
な
る
画
家
と
の
運
命
的
な
出
会

い
が
あ
っ
た
。
目
黒
区
の
電
子
部
品
の
製
造
会
社

に
入
社
し
た
ば
か
り
の
と
き
、
樋
口
洋
先
生
が
ご

自
身
の
印
鑑
の
仕
事
で
会
社
に
来
ら
れ
、
昼
休
み

に
、
錦
織
さ
ん
が
目
の
前
に
あ
る
黒
電
話
を
ス

ケ
ッ
チ
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に

見
て
い
て
「
絵
が
お
好
き
で
す
か
？
」
と
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。「
好
き
で
す
」
と
答
え

た
ら
「
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
」。

後
で
会
社
の
人
に
尋
ね
る
と
、『
一
枚
の
繪
』

で
有
名
な
画
家
だ
と
知
っ
た
。
こ
う
し
た
出
会
い

か
ら
、
樋
口
先
生
の
自
宅
の
二
階
で
木
炭
デ
ッ
サ

ン
を
教
わ
る
日
々
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
油

絵
を
や
り
た
い
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
が
油

絵
道
具
一
式
を
買
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。

二
十
三
、四
歳
く
ら
い
の
と
き
だ
っ
た
。

「
樋
口
先
生
は
売
れ
っ
子
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、

『
グ
ル
ー
プ
展
を
銀
座
で
や
ろ
う
よ
』
と
誘
っ
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
し
か
も
大
通
り
に
面
し
た

洋
画
家
の
錦
織
重
治
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
綾
瀬
市
に
あ
る
、
市
民
の
た
め
の
油
絵
教
室
で
教
え
て
い
る
。

た
だ
、
そ
の
教
室
を
始
め
る
と
き
に
、
普
通
の
絵
画
教
室
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
違
い
を
出
し
た
い
と
思

い
、「
習
作
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
一
枚
の
作
品
と
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
」
を
目
標
に
、
描
い
た
絵

を
持
ち
寄
っ
て
、
ひ
と
り
ず
つ
個
別
指
導
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
講
座
は
好
評
で
、
も
う
二
十
年
も
続

い
て
い
る
と
い
う
。
錦
織
さ
ん
の
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
す
べ
て
、
自
分
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
錦
織
さ
ん
の
生
き
方
そ
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

訪
ね
た
綾
瀬
市
の
ア
ト
リ
エ
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
の
感
じ
ら
れ
る
家
具
や
イ
ー
ゼ
ル
、
山
小
屋
風
の
ラ
ン

プ
や
古
い
時
計
な
ど
が
美
し
く
並
ぶ
落
ち
着
い
た
空
間
で
、
部
屋
の
奥
に
は
ロ
フ
ト
も
あ
る
、
ま
さ
に
山
岳

画
家
の
部
屋
で
あ
る
。
こ
の
ア
ト
リ
エ
か
ら
四
十
年
間
、
数
々
の
作
品
が
生
ま
れ
て
き
た
。

父
の
運
営
す
る
児
童
養
護
施
設
で
見
た

水
彩
画
家
の
技
術

島
根
県
出
雲
市
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
に
母
親

を
亡
く
さ
れ
た
錦
織
さ
ん
は
、
父
の
運
営
す
る

寺
院
で
あ
り
児
童
養
護
施
設
で
、
五
十
人
（
延
べ

二
〇
六
人
）
ほ
ど
の
児
童
と
と
も
に
育
っ
た
。

絵
と
の
最
初
の
出
会
い
は
そ
の
施
設
の
中
だ
っ

た
。
慰
問
に
訪
れ
た
水
彩
画
家
が
子
供
た
ち
の

見
て
い
る
前
で
、
空
想
の
絵
を
描
い
て
み
せ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
や
海
の
絵
な
ど
、
色
が
つ

い
て
ど
ん
ど
ん
描
き
あ
が
る
さ
ま
を
み
て
、「
絵

と
い
う
の
は
す
ご
い
な
」
と
、
子
供
心
に
思
っ
た
。

衝
撃
的
な
で
き
ご
と
だ
っ
た
。
小
学
校
一
年
生
頃

の
記
憶
で
あ
る
。

そ
の
後
、
学
校
で
は
、
図
工
の
時
間
に
な
る
と

夢
中
に
な
っ
て
絵
を
描
い
て
い
た
。
六
年
生
の
と

き
に
写
生
大
会
の
学
校
代
表
に
選
ば
れ
る
こ
と
に

な
る
。
皆
が
授
業
中
に
、
選
ば
れ
た
三
人
の
生
徒

は
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
画
板
を
持
っ
て
、
写
生
大

会
に
出
か
け
て
行
く
の
だ
。
そ
こ
で
描
い
た
の
は
、

池
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
木
が
映
っ
て
い
る
風
景
画

だ
っ
た
。
み
ご
と
賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
は
大
き
な
成
功
体
験
と
し
て
心
に
刻
ま
れ
た
。

振
り
返
る
と
小
学
校
の
時
の
先
生
が
、
日
展
に

入
選
さ
れ
て
、
校
長
を
は
じ
め
学
校
中
が
大
騒
ぎ

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
日
展
と

い
う
こ
と
ば
を
覚
え
た
の
で
あ
る
。

中
学
で
は
水
彩
画
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
高
校

で
は
美
術
部
は
な
く
授
業
も
た
い
へ
ん
で
、
絵
か

ら
は
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
卒
業
後
は
、
迷
わ

ず
東
京
へ
出
た
。
友
人
を
頼
っ
て
何
も
決
め
ず
に

東
京
に
出
る
と
仕
事
を
探
し
た
。
東
京
は
魅
力
に

あ
ふ
れ
、
苦
労
を
感
じ
た
こ
と
は
な
く
ワ
ク
ワ
ク

感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。
い
ろ
い
ろ

な
職
場
を
転
々
と
し
た
。
し
か
も
、
昼
と
夜
別
々

の
会
社
に
勤
め
た
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
好
奇
心
旺

盛
で
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

そ
う
し
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
会
社
に
行

洋
画

錦
織
重
治

洋
画
家　

|　

日
展
会
員
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の
具
を
選
ぶ
と
い
う
よ
う
に
、
徹
底
し
て
自
ら
の

道
を
目
指
し
た
。

直
近
で
は
涸
沢
に
出
か
け
た
。
上
高
地
の
大
正

池
の
向
こ
う
側
で
あ
る
。
あ
る
と
き
冬
の
山
に
出

か
け
る
と
、
農
家
の
人
が
雪
の
上
を
す
た
す
た
歩

い
て
い
る
の
を
見
て
、
か
ん
じ
き
と
い
う
履
物
の

存
在
を
知
っ
た
。
夏
場
は
木
道
の
上
し
か
歩
け
な

い
が
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
雪
の
上
を
ど
こ
に
で
も

行
け
る
。
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
景
色
を
探
し
て

雪
の
上
を
歩
い
た
。
錦
織
さ
ん
は
常
に
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
求
め
て
い
る
。

日
展
出
品
の
経
緯
は
、
個
展
会
場
で
お
客
様
か

ら
「
日
展
に
出
さ
な
い
の
で
す
か
。
そ
れ
っ
て
お

客
様
か
ら
す
れ
ば
残
念
で
は
な
い
で
す
か
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
楢
原
先
生
か
ら
も
促
さ

れ
、
出
し
た
と
こ
ろ
、
初
出
品
で
初
入
選
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
立
て
続
け
に
落
選
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
落
選
し
た
と
き
は
、
悔
し
さ
の
な

か
日
展
会
場
に
行
っ
て
、
鑑
賞
者
の
目
の
動
き
を

追
っ
た
。
ど
の
絵
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
細
か

く
観
察
し
た
の
で
あ
る
。
三
十
代
の
と
き
か
ら
個

展
を
開
き
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
錦
織
さ
ん

は
、「
売
絵
作
家
」
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。
し
か
し
、
逆
に
そ
れ
が
ば
ね
に
な
っ
て

「
売
れ
る
絵
」「
日
展
に
入
選
す
る
絵
」
を
目
指
し

て
奮
闘
し
た
の
だ
。

現
在
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
全
国
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
員
も
務
め
て
い
る
。

小
学
校
の
時
に
学
校
代
表
で
写
生
し
た
水
の
な

か
に
木
の
映
っ
た
風
景
。
こ
れ
は
原
点
で
あ
り
、

今
も
錦
織
さ
ん
の
作
品
に
は
よ
く
水
面
が
出
て
く

る
。
水
面
に
映
る
世
界
が
絵
に
奥
行
き
や
広
が
り

を
も
た
せ
る
。

常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
で
一
工
夫
し
な
が

ら
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
し
て
き
た
錦
織
さ
ん
。

「
今
後
は
、
日
展
と
い
う
他
流
試
合
の
場
に
挑

戦
し
続
け
な
が
ら
、
山
岳
画
家
と
し
て
単
な
る
描

写
だ
け
で
な
く
自
分
の
想
い
を
描
写
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
。
錦
織
さ
ん
の
挑
戦
は
果
て
し
な
く

続
い
て
い
く
。

と
こ
ろ
で
や
ろ
う
と
」。
七
洋
会
と
名
付
け
七
人

の
作
家
が
出
品
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
夢
み
た
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」。
銀
座
で
展
覧

会
に
出
品
で
き
る
。
就
職
し
た
電
子
部
品
の
製
造

会
社
は
、
月
に
三
回
土
曜
も
休
み
で
条
件
が
良

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
生
涯
の
師
と
な
る
樋
口
先
生

と
出
会
っ
た
の
だ
。

当
時
は
川
崎
か
ら
目
黒
の
職
場
ま
で
通
っ
て
い

た
が
、
樋
口
先
生
と
勉
強
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

ば
の
目
黒
に
引
っ
越
し
た
。
錦
織
さ
ん
の
人
生
は

開
け
て
い
っ
た
。

「
私
は
人
に
恵
ま
れ
て
い
て
ね
、
運
が
良
く
て

今
日
が
あ
る
ん
で
す
」。
示
現
会
理
事
長
の
成
田

禎
介
先
生
と
も
そ
の
頃
か
ら
の
お
つ
き
あ
い
で
、

ご
指
導
い
た
だ
き
、
島
根
出
身
の
小
川
伝
四
郎
先

生
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
錦
織
さ
ん
は
先
輩
方
の

背
中
を
見
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
絵
の
世
界
を
深
め

た
。

三
十
代
で
銀
座
で
個
展
を

樋
口
先
生
の
師
で
あ
る
楢
原
健
三
先
生
は
、
銀

座
の
松
屋
で
定
期
的
に
個
展
を
さ
れ
て
い
た
が
、

な
ぜ
か
間
に
合
わ
ず
に
で
き
な
い
年
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
七
洋
会
と
し
て
展
示
を
し
な
い
か
と
い

う
話
が
出
て
七
洋
会
で
出
品
を
し
た
と
こ
ろ
、
錦

織
さ
ん
の
絵
に
目
を
留
め
た
松
屋
か
ら
個
展
を
や

ら
な
い
か
と
い
う
お
声
が
け
を
い
た
だ
い
た
。
最

初
の
個
展
を
開
い
た
の
が
一
九
八
三
年
の
こ
と
。

そ
れ
は
、
絵
画
ブ
ー
ム
が
下
火
に
な
っ
て
き
た
頃

だ
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
は
、
多
く
の
絵
が
世
に
出

る
中
、
錦
織
さ
ん
は
、
習
作
的
な
絵
は
世
に
出
さ

な
い
と
決
め
て
い
た
。
松
屋
の
初
回
の
個
展
で
は

ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
売
れ
た
。
そ
の
後
、
松
屋
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
な
く
な
る
二
〇
一
三
年
ま
で
、
二

年
に
一
度
、
大
作
三
点
と
小
品
を
四
〇
余
点
ほ
ど

描
い
た
。
た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
風
景
画

が
中
心
で
あ
り
、
取
材
も
必
要
で
あ
る
。

夜
に
描
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ア
ト
リ
エ
は

二
十
五
年
ほ
ど
前
に
増
築
し
天
井
を
高
く
、
採
光

に
こ
だ
わ
っ
て
天
窓
も
つ
け
た
。
照
明
器
具
も
松

屋
の
画
廊
と
同
じ
も
の
を
用
意
し
、
見
え
方
ま
で

意
識
し
て
描
い
た
。
常
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気

を
配
る
。
作
品
は
い
つ
も
搬
入
の
一
週
間
前
に
仕

上
げ
る
と
決
め
て
い
る
。
そ
の
後
の
一
週
間
は
、

細
か
く
部
分
を
点
検
し
て
い
く
の
だ
。

山
に
登
っ
て
、誰
も
知
ら
な
い

山
の
風
景
を
描
き
た
い

錦
織
さ
ん
の
制
作
の
特
徴
は
、
そ
の
山
に
実
際

に
登
っ
て
は
じ
め
て
描
く
と
い
う
こ
と
。
山
岳
登

山
画
家
な
の
で
あ
る
。
そ
の
絵
か
ら
は
山
の
雄
大

さ
と
清
々
し
い
空
気
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
楢
原

先
生
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
山
を

越
え
た
向
こ
う
側
を
感
じ
て
描
く
こ
と
を
心
が

け
る
と
い
う
。「
山
に
登
っ
て
い
れ
ば
、
山
の
向

こ
う
側
が
わ
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」。
し
か
し
、

山
に
登
る
の
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
何

度
も
挑
戦
し
、
天
候
な
ど
の
条
件
か
ら
引
き
返
し

た
経
験
も
あ
る
。
山
に
は
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
水

彩
絵
の
具
を
も
っ
て
登
る
。
山
の
装
備
と
併
せ
、

た
い
へ
ん
な
重
さ
で
あ
る
。

最
初
の
本
格
的
な
登
山
は
、
二
十
代
か
ら
長
く

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
電
子
部
品
の
会
社
の
山
岳

部
で
登
っ
た
白
馬
だ
っ
た
。
当
時
天
候
が
悪
く
あ

き
ら
め
よ
う
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
の
方
針
に
、
若
さ

ゆ
え
一
人
反
対
し
登
っ
た
と
こ
ろ
、
雨
が
吹
き
上

げ
て
き
て
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
体
力
を
奪
わ
れ
、

山
小
屋
で
寝
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
翌

朝
に
は
回
復
し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
山
小
屋
の
外

の
雲
海
を
見
た
の
だ
。
登
頂
し
て
か
ら
は
縦
走
。

途
中
に
は
美
し
い
花
畑
も
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
も

う
山
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
。

ま
た
、
山
を
描
く
の
は
、
師
で
あ
る
樋
口
先
生

が
描
く
対
象
を
避
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
だ

と
い
う
。
樋
口
先
生
か
ら
絵
の
具
に
つ
い
て
も
細

か
く
教
わ
っ
た
が
、
あ
る
時
か
ら
師
と
は
違
う
絵

「北穂高南峰」2020年　改組 新 第7回 日展
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彫
刻—

丸
田
多
賀
美

学
生
た
ち
は
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
で
同
窓
会
を
す
る
と
決
め
て
、
実
行
し
た
と

い
う
の
だ
か
ら
、
結
束
は
固
か
っ
た
。
し
か
し
、

上
床
先
生
は
、
丸
田
さ
ん
が
高
校
二
年
の
終
わ
り

に
、
私
立
第
一
幼
児
教
育
短
期
大
学
の
教
員
と
し

て
転
職
し
、
よ
り
彫
刻
家
と
し
て
の
道
を
究
め
た

い
と
公
立
教
員
を
辞
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が

先
生
と
の
ご
縁
は
ず
っ
と
続
く
こ
と
に
な
る
。
高

校
時
代
か
ら
、
恩
師
の
ア
ト
リ
エ
で
、
彫
刻
制
作

を
体
験
し
た
丸
田
さ
ん
は
、
迷
う
こ
と
な
く
恩
師

と
同
じ
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
へ
と
進
ん
だ
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
の
が
や
は
り
日
展
作
家
の
池
川
直

先
生
で
あ
る
。
大
学
四
年
間
で
は
池
川
先
生
や
先

輩
方
か
ら
展
覧
会
に
真
剣
に
向
き
合
う
姿
勢
を
学

び
、
自
分
ら
し
い
表
現
に
気
づ
く
ま
で
に
は
試
行

錯
誤
の
日
々
を
送
っ
た
。

日
展
作
家
の
薫
陶
を
受
け
て

大
学
卒
業
の
直
前
で
母
親
が
病
気
で
入
院
し
、

進
路
や
制
作
で
迷
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
時

相
談
に
乗
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
も
高
校
時
代
の
恩

師
、
上
床
先
生
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
鹿
児
島
大
学
の
彫
塑
室
出
身
者
の
中
に

は
、
女
性
だ
け
で
結
成
さ
れ
た
、
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク

女
流
彫
塑
会
と
い
う
組
織
が
伝
統
的
に
続
い
て
い

た
。
そ
こ
で
も
多
く
の
日
展
作
家
が
活
躍
し
て
い

て
、
楠
元
香
代
子
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
出
会

い
が
あ
っ
た
。
卒
業
後
は
、
中
村
晋
也
美
術
館
の

学
芸
員
で
、
日
展
作
家
の
野
間
口
泉
先
生
の
お
声

が
け
か
ら
、
中
村
先
生
の
美
術
館
で
受
付
な
ど
の

鹿
児
島
空
港
か
ら
車
で
三
十
分
ほ
ど
、
温
泉
地
と
し
て
も
有
名
な
霧
島
市
。
第
一
幼
児
教
育
短
期

大
学
で
保
育
者
を
目
指
す
学
生
を
教
え
る
、
彫
刻
家
で
美
術
教
員
の
丸
田
多
賀
美
さ
ん
を
訪
ね
た
。

大
学
の
周
り
に
は
い
く
つ
も
の
校
舎
が
立
ち
並
び
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
揃
う
私
立
の
教
育
機
関

と
な
っ
て
い
る
。
案
内
さ
れ
た
校
舎
の
中
に
入
る
と
、
丸
田
さ
ん
の
日
展
出
品
の
彫
刻
作
品
「
あ
ら
、

お
は
よ
う
」
が
迎
え
て
く
れ
る
。
振
り
向
い
て
、
後
ろ
の
猫
に
声
を
か
け
る
母
親
を
モ
デ
ル
に
し
た

作
品
だ
。
淡
い
色
あ
い
の
着
色
が
な
さ
れ
、
丸
田
さ
ん
の
作
品
に
は
犬
や
猫
が
い
た
り
子
供
が
い
た

り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
温
か
み
の
あ
る
独
特
の
世
界
が
あ
る
。

仙
台
に
生
ま
れ

中
学
校
か
ら
鹿
児
島
へ

丸
田
さ
ん
は
東
北
出
身
の
母
と
鹿
児
島
出
身
の

父
の
も
と
に
仙
台
で
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
父
親
の

転
勤
に
よ
り
小
学
校
は
東
京
や
横
浜
で
過
ご
し
た
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
図
画
工
作
が
好
き
だ
っ
た
。
中

学
生
に
な
る
と
、
父
親
の
故
郷
の
鹿
児
島
へ
戻
る

こ
と
に
な
り
、
家
族
は
横
浜
か
ら
鹿
児
島
へ
飛
ぶ
。

そ
こ
で
、
ま
さ
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
祖
父
母
の
方
言
で
の
会
話
は
異
国
の
言
葉
の

よ
う
で
、
聞
き
取
れ
な
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
い

う
。
ひ
と
り
、
家
で
絵
を
描
い
て
い
る
の
が
好
き

な
中
学
生
だ
っ
た
。
高
校
受
験
で
は
、
美
術
科
が

新
設
さ
れ
る
高
校
の
こ
と
を
知
り
、
そ
こ
で
学
び

た
い
と
考
え
た
。
入
学
後
、
丸
田
さ
ん
に
は
運
命

的
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
た
。

日
展
作
家
の
上
床
利
秋
先
生
で
あ
る
。

松
陽
高
校
の
美
術
科
教
諭
で
、
し
か
も
担

任
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
個
性
豊
か
な
学
生
一
人

ひ
と
り
の
良
さ
を
伸
ば
し
て
く
れ
た
。
高
校
で
は

一
週
間
十
一
コ
マ
の
美
術
の
授
業
が
あ
り
、
絵
や

彫
刻
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
た
が
、
中
で

も
彫
刻
に
ひ
か
れ
、
先
生
か
ら
は
「
向
い
て
い

る
」
と
勧
め
て
も
ら
え
た
。
器
用
に
な
ん
で
も
こ

な
す
こ
と
が
で
き
な
い
タ
イ
プ
の
丸
田
さ
ん
は
、

あ
る
と
き
自
分
の
作
品
制
作
で
壁
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
先
生
は
「
不
器
用
な
人

の
ほ
う
が
い
い
ん
だ
よ
。
器
用
な
人
は
な
ん
で
も

こ
な
せ
て
し
ま
う
け
れ
ど
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

き
に
簡
単
に
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。
そ
う
で
な
い

人
は
踏
ん
張
り
が
き
い
て
、
そ
の
分
正
直
に
向
き

合
え
る
か
ら
、
良
い
も
の
が
生
ま
れ
る
ん
だ
よ
」

と
。
こ
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
恩
師
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
、
心
の
中
に
ス

ト
ン
と
落
ち
る
言
葉
で
励
ま
し
て
く
れ
た
。

衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
高
校
二
年
の
美
術
科
の

修
学
旅
行
で
パ
リ
・
ロ
ー
マ
に
行
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
も
、
上
床
先
生
が
若
い
う
ち
に
本
物
に

触
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
考
え
と
情
熱

で
教
育
委
員
会
を
説
得
し
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

若
い
こ
ろ
本
物
に
接
す
る
体
験
が
そ
の
後
に
ど
ん

な
に
影
響
を
与
え
る
か
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の

彫
刻

丸
田
多
賀
美

彫
刻
家　

|　

日
展
準
会
員

Profi le  
（まるた たかみ）１９７９年、宮城県生まれ。
鹿児島県立松陽高等学校美術科第
一期生として入学、上床利秋氏に師事。
２００２年、鹿児島大学教育学部卒業。
２００４年、第36回日展初入選。２０１７
年、改組 新 第4回日展「家族から」によ
り特選受賞。２０２１年、第8回日展「畑
仕事を終えて」により特選受賞。現在、
第一幼児教育短期大学常勤講師。
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げ
、
現
在
は
年
に
三
、四
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

さ
て
、
勤
務
先
の
大
学
を
後
に
し
て
、
丸
田
さ

ん
が
連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
恩
師
、

上
床
先
生
の
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。
ア
ト
リ
エ
で
は

制
作
の
場
と
し
て
も
、
恩
師
の
挑
戦
や
そ
の
活
動

に
関
わ
る
様
々
な
才
能
た
ち
に
触
れ
る
場
と
し
て

も
勉
強
に
な
る
と
い
う
。
大
学
か
ら
は
車
で
十
五

分
ほ
ど
。
山
の
上
に
あ
り
、
五
百
坪
も
の
山
林
の

土
地
を
整
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
二
〇
〇
五

年
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。

ア
ト
リ
エ
に
着
い
て
ま
ず
目
に
入
る
の
は
、
森

の
中
に
と
け
込
む
様
々
な
彫
刻
た
ち
。
男
性
像
、

女
性
像
に
音
楽
隊
。
中
で
も
屋
外
で
寝
そ
べ
っ
て

い
る
犬
の
彫
刻
や
猫
や
、
桜
島
溶
岩
を
彫
っ
た
頭

像
や
、
薪
が
積
ん
で
あ
る
横
に
佇
む
木
こ
り
の
作

品
等
は
丸
田
さ
ん
の
作
品
だ
そ
う
。
栗
林
の
向
こ

う
に
は
大
き
く
口
を
開
い
た
カ
バ
の
親
子
の
頭
も

見
え
る
。
豚
と
牛
が
相
撲
を
取
っ
て
い
る
像
も
あ

る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
あ
ち
こ
ち
に
配
置
さ
れ

て
い
る
。
作
品
に
よ
っ
て
は
草
に
半
分
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
蔦
が
か
ら
ま
っ
た
り
。
木
立
の
な
か

に
三
、四
十
点
の
作
品
が
そ
の
ま
ま
展
示
し
て
あ

る
の
だ
。
恩
師
と
そ
の
教
え
子
た
ち
の
作
品
群
。

し
っ
か
り
と
こ
の
場
所
に
馴
染
ん
で
い
る
。

奥
に
は
、
二
間
続
き
の
天
井
の
高
い
ア
ト
リ
エ

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
塑
造
の
ほ
か
、
木
彫
、
石

彫
も
で
き
る
。
隣
に
は
一
三
〇
〇
度
の
高
温
を
扱

う
手
作
り
の
窯
も
あ
り
、
鋳
造
ま
で
も
が
で
き
る

と
い
う
の
だ
。
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
重
い
彫
刻

を
持
ち
上
げ
て
運
ん
だ
り
、
電
動
の
機
械
で
蒔
を

割
っ
て
、
燃
料
と
し
て
備
え
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

道
具
が
揃
っ
て
い
る
。
建
物
の
基
礎
は
職
人
さ
ん

が
作
っ
た
が
、
か
な
り
の
部
分
を
手
作
り
で
建
て

た
と
い
う
ア
ト
リ
エ
で
あ
る
。

上
床
先
生
は
鹿
児
島
市
内
に
も
ア
ト
リ
エ
を
お

持
ち
だ
が
、
音
や
粉
じ
ん
な
ど
、
近
隣
に
気
づ
か

い
が
必
要
な
た
め
、
山
の
中
に
も
作
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。
野
生
の
動
物
も
生
息
し
て
お
り
、

鹿
や
猪
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

丸
田
さ
ん
は
大
学
講
師
と
し
て
勤
め
る
中
、
時

間
が
空
く
と
、
こ
の
ア
ト
リ
エ
に
通
っ
て
学
ん
で
い

る
。
雨
の
日
も
雪
の
日
も
。「
雪
が
降
る
と
、
ま
た

面
白
い
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
丸
田
さ
ん
。
小
鳥
の

声
が
聞
こ
え
る
緑
の
森
の
な
か
、
丸
田
さ
ん
は
ア

ト
リ
エ
の
環
境
を
整
え
た
り
、
作
品
制
作
を
進
め

た
り
、
ま
さ
に
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
中
学
校
・
高

校
の
美
術
科
講
師
、
保
育
園
の
造
形
教
室
な
ど
も

し
な
が
ら
、
作
品
作
り
に
励
ん
だ
。

こ
う
し
て
、
高
校
、
大
学
と
日
展
作
家
の
先
生

方
の
真
摯
に
制
作
す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、

学
ぶ
な
か
、
二
十
五
歳
の
と
き
に
初
め
て
日
展
に

出
品
し
、
入
選
し
た
。
男
性
像
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、「
身
近
な
人
物
を
モ
デ
ル
に
し
て
み
て
は
？
」

と
い
う
恩
師
の
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
、
母
を
モ
デ
ル

に
日
常
の
ヒ
ト
コ
マ
を
描
い
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
始
ま
っ
た
の
が
一
連
の

シ
リ
ー
ズ
だ
。
恩
師
は
常
に
、
や
る
な
ら
ば
、
思

い
切
っ
て
や
っ
て
み
る
よ
う
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
作
品
は
F
R
P
（
ガ
ラ
ス
繊
維
な
ど
の
繊
維

を
入
れ
て
強
度
を
向
上
さ
せ
た
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

で
制
作
し
、
複
数
の
色
を
つ
け
た
の
が
特
徴
的
で

あ
る
。
丸
田
さ
ん
は
色
彩
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

さ
り
げ
な
い
日
常
の
一
コ
マ
を
、
そ
の
人
物
の
内

面
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
見
事
に
表
現
。
ま
た
時
に

は
コ
ミ
カ
ル
に
表
現
し
た
。
作
品
は
多
く
の
人
の

心
を
つ
か
ん
だ
。

丸
田
さ
ん
は
、
勤
務
先
の
大
学
構
内
に
展
示
さ

れ
て
い
る
母
親
を
モ
デ
ル
に
し
た
作
品
を
い
と
お

し
そ
う
に
眺
め
、
ほ
こ
り
を
と
っ
た
り
、
向
き
を

変
え
て
み
た
り
、
常
に
テ
キ
パ
キ
動
き
、
そ
の
受

け
答
え
は
明
快
で
か
つ
謙
虚
で
あ
る
。
ど
ん
な
事

柄
も
そ
れ
を
受
け
止
め
て
貪
欲
に
学
ん
で
い
く
と

い
う
姿
勢
、
前
向
き
な
明
る
さ
に
満
ち
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
に
特
選
を
受
賞
し
た
作
品
は
、
研

究
室
に
置
か
れ
て
い
た
。
農
夫
が
芋
の
収
穫
を
終

え
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
と

て
も
辛
い
体
験
を
さ
れ
た
と
い
う
そ
の
人
の
人
生

の
ヒ
ト
コ
マ
を
切
り
取
っ
た
作
品
。
人
物
作
品
の

場
合
、
そ
の
人
を
よ
く
知
っ
て
か
ら
で
な
い
と
制

作
が
難
し
い
と
い
う
。
そ
も
そ
も
、
上
床
先
生
か

ら
「
身
近
な
人
を
作
っ
た
方
が
自
分
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
、
作
品
と
し
て
深
め
や
す
い
よ
」
と

言
わ
れ
、
母
を
モ
デ
ル
に
始
め
た
が
、
モ
デ
ル
の

人
と
な
り
が
わ
か
っ
て
、
接
す
る
中
で
心
が
通
じ

て
、
初
め
て
制
作
で
き
る
。
そ
の
作
品
に
は
丸
田

さ
ん
の
思
い
が
本
当
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
を
感

じ
た
。

山
の
ア
ト
リ
エ
で
の
制
作
活
動

二
〇
一
七
年
、
二
〇
二
一
年
と
特
選
を
受
賞
し

て
か
ら
、
丸
田
さ
ん
の
人
生
は
ま
た
少
し
動
き
を

見
せ
る
。
非
常
勤
講
師
や
美
術
館
の
受
付
な
ど
を

し
な
が
ら
、
日
展
に
絞
っ
て
制
作
活
動
を
し
て
い

た
が
、
恩
師
が
定
年
を
前
に
短
大
の
教
授
を
退
官

し
、
彫
刻
家
に
専
念
す
る
こ
と
に
。
そ
の
恩
師
の

推
薦
も
あ
り
、
丸
田
さ
ん
が
後
任
と
し
て
正
規
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
高
校
時
代
か
ら

自
分
の
道
を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
が
勤

め
て
い
た
大
学
の
教
員
に
、
約
二
十
年
後
に
自
分

が
つ
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
丸
田
さ
ん
は
、
幼
児
教
育

を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
美
術
教
育
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
学
生
は
構
内
に
置

か
れ
た
彫
刻
作
品
と
ふ
れ
あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
で
会
話
を
し
て
い
る
。
着
任
後
、
丸
田
さ
ん
は

秋
の
日
展
の
ほ
か
に
、
作
品
を
発
表
す
る
場
を
広

彫
刻—

丸
田
多
賀
美
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工
芸
美
術—

井
隼
慶
人

「
制
作
を
失
敗
し
た
」
等
の
う
ろ
た
え
る
夢
を
見

た
。
そ
の
く
ら
い
創
作
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
だ
。
そ
う
し
た
矢
先
、「
一
緒
に
制
作
を
や

ろ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
る
友
人
が
現
れ
た
。
大
学

の
同
級
生
で
、
や
は
り
卒
業
後
制
作
を
離
れ
、
商

社
に
勤
め
て
い
た
の
だ
。
こ
の
誘
い
を
機
に
井
隼

さ
ん
は
、
染
織
の
「
仕
事
」
を
再
開
し
た
。
四
十

歳
前
の
と
き
だ
っ
た
。
こ
れ
が
最
も
大
き
な
転
機

と
な
っ
た
。

「
そ
れ
か
ら
は
、
人
よ
り
二
十
年
近
く
遅
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
追
い
つ
き
た
い
思
い

で
懸
命
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
仕
事
は
、

大
学
時
代
の
教
育
内
容
に
沿
っ
た
仕
事
と
な
っ
て

い
ま
す
」

比
叡
山
の
中
腹
部
、
南
側
斜
面
の
一
帯
に
広
が
る
大
津
市
比
叡
平
。
京
都
、
大
津
か
ら
も
近
く
、
滋
賀
側

に
は
琵
琶
湖
が
あ
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
多
い
土
地
柄
と
い
う
。
京
都
市
生
ま
れ
の

染
色
家
、
井
隼
慶
人
さ
ん
が
こ
の
土
地
を
気
に
入
り
、
移
り
住
ん
で
五
十
年
。
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
の
ご
自

宅
は
大
阪
芸
大
の
建
築
家
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、
風
と
光
が
よ
く
通
る
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
美
し
い
空
間

で
あ
る
。
窓
の
外
に
は
緑
が
き
ら
め
い
て
い
る
。
井
隼
さ
ん
の
作
品
は
吹
き
抜
け
の
空
間
に
三
点
と
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
よ
う
な
回
廊
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
応
接
間
に
は
、
京
都
市
立
美
術
大
学
（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大

学
）
の
師
で
あ
る
三
浦
景
生
先
生
の
陶
板
作
品
も
あ
る
。
モ
ダ
ン
な
空
間
で
、
静
か
に
お
話
を
伺
っ
た
。

高
度
成
長
期
に
学
ん
だ
型
染
め

井
隼
さ
ん
は
開
戦
の
年
に
京
都
市
に
生
ま
れ
た
。

父
親
は
作
家
を
目
指
し
日
本
画
を
描
い
て
い
た
が
、

や
が
て
生
活
の
た
め
に
テ
キ
ス
タ
イ
ル
に
方
向
を

変
え
て
図
案
家
に
な
っ
た
と
い
う
。
井
隼
さ
ん
の

子
ど
も
時
代
は
、
周
辺
に
は
自
然
が
多
く
あ
り
、

時
間
を
忘
れ
て
遊
び
に
夢
中
で
、
中
学
・
高
校
と
、

勉
強
よ
り
も
外
の
自
然
に
目
が
向
い
て
い
た
。

「
た
だ
、
戦
後
の
経
済
復
興
期
で
し
た
の
で
、

先
ず
は
大
学
に
行
か
ね
ば
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

高
校
で
は
美
術
部
に
属
し
て
い
ま
し
た
し
、
ま
た
、

父
親
の
職
業
関
連
も
あ
り
、
京
都
市
立
美
術
大
学

（
現
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
を
目
指
し
、
な
ん
と

か
工
芸
科
染
織
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

井
隼
さ
ん
の
作
品
は
蝋
染
め
で
あ
る
が
、
美
大

で
の
最
初
の
授
業
が
型
染
で
あ
り
、
そ
の
制
作
過

程
か
ら
得
ら
れ
る
表
現
の
面
白
さ
に
嵌
ま
り
、
在

学
の
六
年
間
は
型
染
制
作
に
の
め
り
こ
ん
だ
。
大

学
の
教
育
方
針
は
そ
れ
ま
で
の
美
術
界
の
流
れ
と

共
に
、
新
し
い
も
の
の
見
方
や
表
現
の
多
様
性
も

併
せ
持
っ
て
い
た
が
、
工
芸
と
し
て
制
作
に
あ
た

る
に
は
、
素
材
や
技
法
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
、
指
導
は
基
本
的
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
思
考

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
た
。
一
方
、
時
代
は
高
度
成

長
期
、
何
を
し
て
も
よ
く
、
勢
い
の
あ
っ
た
時
代
。

世
間
で
は
型
に
は
ま
ら
な
い
、
新
た
な
素
材
を

使
っ
た
り
、
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
と
い
っ
た
風
潮
の

真
っ
た
だ
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
は
ざ
ま
で
、
井
隼

さ
ん
は
次
第
に
作
る
作
品
に
思
い
悩
み
、
大
学
後

半
は
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

当
時
は
染
織
を
学
ぶ
と
、
卒
業
後
、
社
会
で
活

躍
で
き
る
場
は
多
く
あ
っ
た
。
そ
こ
で
卒
業
後
は
、

作
品
づ
く
り
か
ら
離
れ
、
呉
服
の
デ
ザ
イ
ン
の
道

へ
進
む
こ
と
に
し
た
。
約
十
五
年
間
、
商
業
の
世

界
に
身
を
置
い
て
い
た
が
、
ま
た
創
作
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
く
る
の

だ
っ
た
。
何
度
か
、「
展
覧
会
に
間
に
合
わ
な
い
」

工
芸
美
術

井
隼
慶
人

染
色
家　

|　

日
展
理
事　

Profi le
（いはや けいじん）１９４１年京都市生まれ。小合友之助、
佐野猛夫、三浦景生に師事。１９６７年、京都市立美術
大学（現・京都市立芸術大学）工芸科染織専攻科修
了。１９７９年、第１１回日展初入選。１９８７年、第１９回日
展「山気」により特選受賞。１９９３年、第２５回日展「静
韻」により特選受賞。２０１６年、改組 新 第３回日展「春
のゆく」により日展会員賞受賞。２０１９年、改組 新 第６
回日展「積日惜夏」により文部科学大臣賞受賞。現在、
日展理事、京都市立芸術大学名誉教授。
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れ
か
ら
先
の
仕
事
の
内
容
で
は
な
い
か
な
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
結
局
、
命
の
つ
な
が
り

の
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
今
改
め
て
自
分
の
表

現
テ
ー
マ
を
見
つ
め
直
し
、
今
ま
で
と
は
異
な
る

表
現
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
言

葉
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
色
と
形
と
構
図
を

通
し
て
も
の
を
言
う
と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

た
だ
、
こ
の
こ
と
は
昔
か
ら
多
く
の
表
現
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
形
で
行
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
の
で
、

自
分
の
想
い
を
何
ら
か
の
形
で
見
る
人
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

染
色
に
よ
る
表
現
は
薄
い
布
に
色
量
の
な
い
染

料
と
制
限
さ
れ
た
技
法
を
通
し
て
多
次
元
の
世
界

で
感
ず
る
こ
と
を
平
面
化
す
る
究
極
の
平
面
表
現

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
上
な
い
難
し
さ

を
感
じ
ま
す
が
、
表
現
に
あ
た
っ
て
は
模
様
化
や

異
な
る
時
限
を
同
一
画
面
の
中
に
滑
り
込
ま
せ
る

等
の
密
か
な
遊
び
を
行
っ
て
い
ま
す
」

染
色
な
ら
で
は
の
美
し
い
色
の
構
成
に
つ
い
て

伺
う
と
、「
描
い
て
い
る
時
は
も
う
色
の
こ
と
よ

り
対
象
物
が
語
る
伝
言
を
写
す
の
で
す
が
、
制
作

す
る
時
に
な
る
と
勝
手
に
色
が
出
て
く
る
ん
で
す
。

な
ぜ
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
そ
れ
は
モ
チ
ー
フ
の

持
っ
て
い
る
色
も
あ
り
ま
す
し
季
節
の
色
と
い
う
、

自
分
な
り
に
解
釈
し
て
い
る
色
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
時
間
と

と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
色
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の

が
自
分
な
り
に
あ
る
ん
で
す
。
染
料
が
持
つ
特
有

の
透
明
感
や
鮮
や
か
さ
を
意
識
し
、
そ
の
色
を
生

か
す
た
め
に
そ
の
持
っ
て
い
る
色
を
ど
れ
だ
け
の

量
で
増
や
し
た
り
、
大
き
く
し
た
り
少
な
く
し
た

り
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
ど
う
す
れ
ば
お
互
い
に
生
き

る
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
色
は
い

ろ
い
ろ
工
夫
し
な
が
ら
も
自
然
と
出
て
く
る
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
」

ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
、
下
図
を
描
き
ポ
ス
タ
ー

カ
ラ
ー
で
色
を
付
け
て
、
そ
の
後
は
染
織
の
制
作

過
程
へ
進
む
。
微
妙
な
工
程
も
熟
練
の
積
み
重
ね

の
技
に
よ
り
、
思
い
描
い
た
色
合
い
へ
と
落
ち
着

い
て
い
く
。
一
作
つ
く
る
度
に
、「
次
の
作
品
へ

と
つ
な
が
る
」
と
い
う
。
常
に
真
剣
に
、
一
作
一

作
を
丁
寧
に
作
ら
れ
て
き
て
こ
そ
の
匠
の
作
品
な

の
だ
と
思
っ
た
。

現
在
は
、
日
展
の
ほ
か
に
、
新
工
芸
展
、
京
都

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧
会
な
ど
発
表
の
場
が
あ
る
。

ふ
だ
ん
は
、
自
宅
か
ら
車
で
二
、三
十
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
京
都
市
内
の
ア
ト
リ
エ
で
、
ひ
と
り

で
、
集
中
し
て
制
作
を
し
て
い
る
。

「
創
作
し
た
い
」
そ
の
思
い
が
ふ
く
ら
ん
で
、

四
十
歳
前
後
で
「
仕
事
を
再
開
」
し
、
な
か
ば
強

迫
観
念
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
、
遅
れ
を
取
り
戻

し
た
い
一
心
で
、
ま
っ
す
ぐ
に
進
ん
で
き
た
四
十

年
。
美
術
界
も
時
代
が
大
き
く
揺
れ
て
い
た
若
き

頃
の
葛
藤
を
経
て
、
制
作
か
ら
十
五
年
間
離
れ
、

ま
た
再
開
を
果
た
し
た
。
そ
れ
は
、
夢
に
ま
で
現

れ
た
き
た
る
べ
き
転
換
点
で
あ
っ
た
。
や
が
て
ま

た
、
幼
い
頃
か
ら
自
然
に
触
れ
て
育
っ
た
「
自
然

へ
の
思
い
」
を
、
表
現
し
て
い
く
。
常
に
対
象
に

呼
ば
れ
て
描
い
て
い
る
。
必
然
と
し
て
で
き
あ

が
っ
て
い
く
作
品
。
美
し
い
色
の
並
び
も
構
図
も
、

井
隼
さ
ん
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
生
み
出
さ
れ
て

い
く
。

若
い
人
へ
は
「
好
き
な
道
を
進
ん
で
ほ
し
い
。

自
ら
の
生
き
た
証
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

そ
れ
は
、
自
ら
の
制
作
へ
の
想
い
と
も
重
な
る
。

描
い
て
ほ
し
い
と
語
り
か
け
て
く
る
植
物

井
隼
さ
ん
の
制
作
の
根
底
に
流
れ
る
の
は
常
に

子
ど
も
の
頃
か
ら
親
し
ん
だ
「
自
然
へ
の
思
い
」

で
あ
る
。

「
自
然
の
中
に
身
を
置
く
と
、
モ
チ
ー
フ
が
描

い
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け
て
く
る
ん
で
す
」
と
、

笑
顔
で
語
る
。
井
隼
さ
ん
の
手
で
描
か
れ
た
植
物
、

生
物
は
、
み
な
生
き
生
き
と
生
命
感
が
み
な
ぎ
り
、

生
の
讃
歌
を
歌
い
上
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

対
象
が
描
い
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
そ

れ
を
そ
の
ま
ま
描
く
の
で
は
な
い
。
時
間
を
か
け

て
よ
く
観
る
と
同
時
に
最
初
に
受
け
た
一
瞬
の
感

動
を
大
切
に
し
、
井
隼
さ
ん
の
目
を
通
し
て
再
構

築
さ
れ
る
。
ま
た
時
間
を
か
け
て
写
し
て
い
る
と

モ
チ
ー
フ
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
物
語
を
連
想
し

た
り
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
作
品
に
は
常
に
あ
た

た
か
な
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

描
か
れ
た
花
も
木
も
、
植
物
も
み
な
幸
せ
そ
う
な

の
で
あ
る
。

「
人
智
の
及
ば
な
い
自
然
の
不
思
議
さ
と
か
、

緻
密
さ
、
面
白
さ
と
か
、
美
し
さ
が
ね
。
自
然
に

委
ね
て
生
き
る
、
そ
の
生
物
と
し
て
の
在
り
方
み

た
い
な
こ
と
、
僕
は
そ
れ
を
表
現
し
作
品
化
し
た

い
な
と
思
っ
て
は
い
る
ん
で
す
」

対
象
に
出
会
っ
た
と
き
、
写
真
は
記
録
用
に
は

取
る
が
、
常
に
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
く
と
い
う
。

一
瞬
の
出
会
い
が
大
切
で
、
次
に
は
も
う
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
時
で
な
い
と
得
ら
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
作
品
に
す
る
の
に
「
受
け
た
印

象
を
強
調
す
る
た
め
に
誇
張
し
た
り
変
形
し
た
り

等
の
嘘
を
描
く
わ
け
な
ん
で
す
。
う
ま
く
嘘
を
つ

け
ば
よ
り
本
当
ら
し
く
見
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
そ
れ
は
写
真
で
は
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う

ん
で
す
」。

四
十
歳
で
制
作
を
再
開
。日
展
へ

大
学
時
代
の
恩
師
、
小
合
友
之
助
、
佐
野
猛
夫
、

三
浦
景
生
、
来
野
月
乙
、
西
嶋
武
司
、
各
先
生
は
、

み
な
日
展
作
家
で
あ
っ
た
。
井
隼
さ
ん
が
再
出
発

し
た
頃
も
、
時
代
は
抽
象
や
個
展
の
時
代
だ
っ
た

が
、
自
己
に
正
直
に
自
分
が
求
め
る
表
現
と
違
わ

ぬ
発
表
の
場
と
し
て
日
展
に
出
品
し
た
。
恩
師
か

ら
薦
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
井
隼
さ
ん
が
縁
あ
っ
て
母
校
の
大
学
で
教
え

て
い
る
と
き
も
、
学
生
に
出
品
を
薦
め
た
こ
と
は

な
い
と
い
う
。「
自
ら
が
出
し
た
い
と
思
っ
た
ら

出
し
た
ら
よ
い
」、
そ
う
し
た
恩
師
か
ら
の
教
え

を
受
け
継
い
で
い
る
。
　

一
度
目
は
落
選
だ
っ
た
。
落
選
し
て
か
ら
は
、

研
究
会
に
参
加
し
、
以
後
も
大
学
時
代
の
恩
師
と

の
交
流
は
続
く
。
制
作
は
着
物
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
た
時
の
蝋
纈
染
の
技
法
を
生
か
し
出
品
し
て

い
る
。

こ
う
し
て
四
十
歳
か
ら
染
色
家
と
し
て
の
仕

事
を
再
開
し
、
ま
た
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
教

員
の
仕
事
を
始
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
思
い
が

け
ず
ス
キ
ー
で
転
倒
し
、
頭
に
怪
我
を
し
て
入

院
が
続
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
に
名

前
を
「
慶
人
」
と
改
め
た
。
以
後
、
作
品
に
は

K
E
I
J
I
N
と
い
う
サ
イ
ン
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
四
年
、
父
親
を
亡
く
し
た
と
き
に
「
生

き
る
」
と
い
う
作
品
を
作
り
、
京
都
市
長
賞
を
受

賞
し
た
。
名
前
を
改
め
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。
黒

い
大
き
な
影
で
父
を
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
。
こ

れ
が
再
出
発
の
後
押
し
と
な
る
。

「
父
は
仕
事
を
再
開
し
た
こ
と
を
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
自
ら
が
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
夢

を
遂
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
」

ま
た
「
日
展
と
い
う
公
募
展
に
出
品
す
る
こ
と

で
生
涯
制
作
の
場
に
居
ら
れ
る
の
は
大
変
幸
せ
な

こ
と
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

「
今
は
、
自
分
に
残
さ
れ
た
時
間
を
考
え
ま
す

ね
。
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
身
に
染
み
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
が
感
じ
て
い

る
こ
と
を
ど
う
い
う
形
で
表
現
し
て
い
く
か
が
こ

工
芸
美
術—

井
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書—

深
瀬
裕
之　

と
こ
ろ
へ
気
ま
ず
い
感
じ
で
持
っ
て
行
っ
た
。

す
る
と
、
た
ま
た
ま
一
楽
書
芸
院
の
作
品
指
導

の
会
だ
っ
た
。
深
瀬
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
、
他

の
先
生
か
ら
「
君
は
西
行
の
小
色
紙
を
や
っ
て
い

る
の
か
」
と
、
聞
か
れ
た
と
い
う
。

「
全
然
そ
ん
な
気
も
な
く
勝
手
に
書
い
て
持
っ

て
行
っ
た
作
品
が
そ
う
見
え
た
よ
う
で
す
。
出
来

が
悪
い
け
れ
ど
も
何
か
ほ
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
き
に
そ
う
い
う
言
い
方
を
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。

す
ぐ
に
書
道
用
品
店
で
そ
の
お
手
本
を
買
い
求
め

ま
し
た
。
小
色
紙
と
い
う
の
は
特
異
な
感
じ
の
古

筆
で
し
た
」

歌
の
中
身
か
ら
考
察
す
る

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
西
行
の
歌
に
興
味
を

も
っ
た
。
現
在
は
万
葉
集
か
ら
題
材
を
と
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
。「
万
葉
集
自
体
が
歴
史
書
の
面

も
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
歴
史
的
事
実
が
根
底
に

あ
る
歌
は
好
き
で
す
。
日
本
史
に
名
前
が
出
て
く

る
人
が
詠
ん
だ
歌
で
、
た
と
え
ば
中
大
兄
皇
子
と

大
海
人
皇
子
、
額
田
王
が
皆
同
じ
時
代
で
、
三
角

関
係
を
想
定
さ
せ
る
よ
う
な
歌
が
万
葉
の
歌
に

残
っ
て
い
る
と
か
、
権
力
闘
争
の
末
に
い
ろ
ん
な

悲
劇
が
起
こ
っ
た
情
景
を
詠
ん
だ
歌
と
か
、
そ
れ

を
見
て
い
く
と
、
歴
史
は
後
か
ら
い
く
ら
で
も
改

ざ
ん
で
き
ま
す
が
、
そ
の
時
に
詠
ま
れ
た
歌
に
は

何
か
真
実
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。

ま
た
私
は
草
仮
名
を
多
く
使
っ
て
い
ま
す
の
で
、

平
安
の
歌
は
草
仮
名
で
書
く
よ
り
も
女
手
の
文
字

を
使
っ
て
書
い
た
方
が
し
っ
く
り
く
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
で
、
私
は
さ
ら
に
古
い
時
代
の
歌
を
書

い
て
い
ま
す
」

深
瀬
さ
ん
は
、
歌
の
中
身
か
ら
入
っ
て
い
く
。

「
文
字
の
形
は
そ
の
時
々
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
変

わ
る
の
で
そ
の
場
所
に
い
ち
ば
ん
合
う
格
好
で
書

い
た
ら
い
い
で
す
。
左
右
の
行
に
対
し
て
、
墨
の

量
も
変
化
し
ま
す
。
周
り
に
対
し
て
の
部
分
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
形
を
意
識
し
て
し
ま

い
、
字
を
書
い
て
い
る
以
上
は
お
習
字
だ
と
い
う

考
え
が
あ
り
ま
す
。
一
東
書
道
会
で
は
初
代
の
深

山
龍
洞
先
生
の
時
か
ら
作
品
に
あ
る
白
は
余
白
で

は
な
く
て
必
要
な
白
だ
か
ら
要
白
な
ん
だ
と
い
う

ふ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
字
を
書
か

な
い
と
こ
ろ
を
書
き
な
さ
い
と
。
と
い
う
こ
と
は
、

白
い
部
分
の
形
を
描
き
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
ん
で
す
」

大
学
を
卒
業
と
同
時
に
一
楽
書
芸
院
が
発
展
的

解
散
と
い
う
こ
と
で
笹
波
会
と
寒
玉
会
と
一
東
会

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
会
の
事
務
所
を
持
つ
こ

と
に
な
り
、
深
瀬
さ
ん
は
一
東
会
の
事
務
所
に

入
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
会
長
が
井

茂
圭
洞
先
生
で
、
ず
っ
と
神
戸
に
本
部
事
務
所
が

あ
る
。

「
た
だ
、
三
十
歳
手
前
で
一
旦
辞
め
ま
し
て
、

高
校
や
大
学
の
非
常
勤
講
師
や
カ
ル
チ
ャ
ー
の
講

師
を
し
て
い
ま
し
た
。
四
十
歳
過
ぎ
て
一
東
書
道

会
で
競
書
雑
誌
の
編
集
を
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
戻
っ
て
三
十
年
ほ
ど
ず
っ
と
や
っ
て
い
ま
す
」

若
い
こ
ろ
に
父
の
仕
事
で
西
宮
に
転
居
し
、
し

ば
ら
く
加
古
郡
に
住
ん
で
、
結
婚
し
て
か
ら
は
神

戸
市
内
に
、
そ
の
後
、
加
古
郡
に
住
む
よ
う
に

加
古
川
市
は
、
兵
庫
県
南
部
の
播
磨
灘
に
面
し
、
播
磨
平
野
を
貫
流
す
る
加
古
川
河
口
に
広
が
る
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
た
地
域
。
兵
庫
県
で
活
動
を
続
け
る
書
家
の
深
瀬
裕
之
さ
ん
は
、
か
つ
て
両
親
が
住
ん
で
お

ら
れ
た
場
所
を
ア
ト
リ
エ
と
し
て
、
た
く
さ
ん
あ
る
蔵
書
も
自
宅
か
ら
運
び
、
書
の
環
境
を
整
え
た
と
い

う
。
静
か
に
書
に
集
中
で
き
る
ア
ト
リ
エ
で
、
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
伺
っ
た
。

高
校
一
年
で

小
山
素
洞
先
生
と
出
会
う

昭
和
二
十
七
年
、
神
戸
に
生
ま
れ
た
深
瀬
さ
ん

は
、
小
学
校
三
年
か
ら
中
学
ま
で
は
習
字
を
習
っ

て
い
た
。
当
時
、
そ
ろ
ば
ん
と
習
字
は
セ
ッ
ト
で

習
う
の
が
決
ま
り
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
自
然
な

こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
高
校
に
入
り
、
選
択
科

目
で
書
道
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
、
最
初
の
授
業
の
時

に
、
書
道
部
の
顧
問
で
あ
る
一
楽
書
芸
院
の
小
山

素
洞
先
生
か
ら
書
道
部
に
誘
わ
れ
た
。
一
楽
書
芸

院
で
は
、
当
時
、
高
校
生
を
書
道
へ
導
く
こ
と
に

と
て
も
熱
心
で
あ
っ
た
と
い
う
。
高
校
一
年
で
の

小
山
先
生
と
の
出
会
い
、
こ
こ
か
ら
ず
っ
と
書
の

道
へ
と
導
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

書
道
部
に
入
っ
て
み
る
と
四
、五
十
人
の
部
員

の
な
か
で
男
子
は
多
い
時
で
三
人
だ
っ
た
。
書
道

部
で
は
、
先
生
か
ら
手
本
を
い
た
だ
き
、
部
室
で

書
い
て
、
そ
れ
を
先
生
の
所
に
持
っ
て
い
き
指
導

を
受
け
て
い
た
。
三
年
に
な
る
と
小
山
先
生
か
ら

は
、
書
道
の
教
員
免
許
の
と
れ
る
花
園
大
学
へ
の

進
学
を
勧
め
ら
れ
、
花
園
大
学
の
国
文
科
へ
進
む
。

「
書
道
科
は
な
か
っ
た
の
で
、
国
文
科
の
中
で

書
道
の
単
位
を
と
り
ま
し
た
。
花
園
大
学
で
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
漢
字
の
人
が
多
か
っ
た
で
す

ね
。
当
時
は
学
生
運
動
が
ま
だ
あ
っ
て
、
全
般
的

に
授
業
に
出
る
と
い
う
雰
囲
気
が
薄
れ
て
い
て
、

私
は
そ
れ
ほ
ど
書
道
を
熱
心
に
や
っ
て
い
た
わ
け

で
も
な
く
大
学
に
通
っ
て
い
ま
し
た
」

大
学
で
も
書
道
部
に
入
る
が
、「
部
員
の
中
に

は
、
同
じ
年
齢
で
も
先
生
の
よ
う
に
見
え
る
人
も

い
ま
し
た
。
私
が
い
か
に
技
術
的
に
未
熟
だ
っ
た

か
と
い
う
の
は
今
思
い
返
せ
ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

花
園
大
学
で
書
道
を
学
ぶ
人
は
入
学
す
る
と
き
に

既
に
師
匠
に
つ
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
師
匠
と
同

じ
道
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
う

で
な
い
人
は
本
当
に
限
ら
れ
た
数
人
で
し
た
。
村

上
三
島
先
生
の
長
興
会
の
人
た
ち
は
早
く
か
ら
日

展
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
場
合
は
大
学

を
卒
業
し
て
数
年
間
は
、
日
展
は
ま
だ
早
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
展
は
大
変
な
難
関
で
、
出

す
こ
と
自
体
が
ス
テ
ー
タ
ス
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ん
で
す
」

大
学
時
代
、
小
山
先
生
の
と
こ
ろ
に
お
稽
古
に

行
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
。
卒
業

が
近
く
な
り
、
将
来
を
考
え
だ
し
た
。
卒
業
後
は

教
員
に
な
り
な
が
ら
書
道
を
専
門
と
し
て
い
く
人

が
多
か
っ
た
。
作
品
を
書
き
あ
げ
、
小
山
先
生
の

書

深
瀬
裕
之　

書
家　

|　

日
展
会
員

Profi le
（ふかせ ひろゆき）１９５２年、
神戸市生まれ。小山素洞、井
茂圭洞に師事。１９７６年、花
園大学卒業。１９８４年、第１６
回日展初入選。２０１４年、改組 

新 第１回日展「念ひ」により特
選受賞。２０１９年、改組 新 第
６回日展「名」により特選受賞。
現在、日展会員。
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好
き
な
歌
を
尋
ね
る
と
、「
あ
ま
り
歌
に
思
い

入
れ
が
強
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
書
は
や
っ
ぱ
り
目

で
見
て
表
現
す
る
、
目
で
見
る
造
形
物
で
す
か
ら

そ
の
歌
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、

何
か
物
語
が
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
は
な
り
ま
す
ね
」。

制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、「
一
枚
書
い
た
ら
目

の
前
に
貼
っ
て
眺
め
る
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
ね
。

書
い
て
い
る
時
間
よ
り
眺
め
て
、
あ
と
い
ろ
ん
な

古
筆
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
そ
の
字
面
の
と
こ
ろ

で
ど
う
い
う
表
現
を
し
て
い
る
か
を
調
べ
た
り
、

作
品
集
も
見
ま
す
し
、
何
か
参
考
に
な
れ
ば
と
い

う
の
が
必
要
で
、
ど
う
し
て
も
自
分
だ
け
の
感
覚

で
は
行
き
詰
ま
っ
た
ら
抜
け
出
せ
な
い
。
ど
こ
か

に
助
け
を
求
め
な
い
と
、
そ
れ
が
古
筆
や
先
輩
方

の
作
品
集
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
」。

書
き
出
す
ま
で
の
準
備
に
も
時
間
を
か
け
る
。

「
万
葉
集
で
も
歌
を
見
て
意
味
を
調
べ
た
り
、
時

に
は
歴
史
の
本
を
見
た
り
、
そ
れ
か
ら
に
な
り
ま

す
か
ら
、
で
も
、
私
の
趣
味
み
た
い
な
も
の
で
、

み
な
そ
う
だ
と
は
思
わ
な
い
で
す
が
」

日
展
出
品
作
に
つ
い
て
は
「
日
展
に
出
さ
れ
る

人
は
、
と
に
か
く
一
年
が
か
り
で
日
展
の
作
品
を

仕
上
げ
る
と
。
だ
か
ら
日
展
が
メ
イ
ン
で
、
そ
の

時
々
の
展
覧
会
は
そ
の
た
め
の
試
作
で
あ
っ
た
り

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
多
い
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
。
日
展
の
作
品
は
み
な
が
レ
ベ
ル
高
い
の
で
、

そ
う
い
う
気
持
ち
で
書
か
な
い
と
そ
の
時
点
で
も

負
け
て
し
ま
っ
て
る
と
い
う
ふ
う
に
よ
く
聞
き
ま

す
か
ら
、
本
当
は
も
う
遅
い
ん
で
す
。
で
も
だ
い

た
い
ど
ん
な
作
品
と
い
う
お
ぼ
ろ
げ
な
と
こ
ろ
は
、

い
つ
も
日
展
会
場
の
作
品
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
目

に
留
ま
っ
た
作
品
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
だ
い
た
い
こ

う
い
う
作
品
が
来
年
書
け
た
ら
な
、
と
い
う
ぐ
ら

い
は
思
っ
て
、
今
度
は
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
試
し

て
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
け
ど
ね
」。

今
後
の
抱
負
を
尋
ね
た
。

「
区
切
り
と
し
て
、
筆
の
運
び
を
変
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
字
の
形
を
変
え
た
と
こ
ろ
で
そ

ん
な
に
変
わ
る
も
の
で
も
な
い
。
で
す
か
ら
、
筆

の
運
び
一
番
そ
れ
が
根
幹
に
あ
る
の
か
な
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
線
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
線
の
出

し
方
に
よ
っ
て
必
然
的
に
字
の
形
も
変
わ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
た
だ
や
っ
ぱ
り
手
に
染
み
付

い
て
ま
す
か
ら
、
無
意
識
で
書
く
と
今
ま
で
と
同

じ
筆
の
運
び
で
書
い
て
し
ま
う
。
運
筆
の
癖
を
矯

正
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
時
間
が
か
か
る
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
そ
れ
を
直
さ
な
い
と
作
品
自
体
は
変

わ
ら
な
い
と
思
う
し
、
従
来
通
り
の
作
品
を
ず
っ

と
書
い
て
い
っ
て
い
い
の
か
な
、
と
い
う
気
も
し

ま
す
か
ら
、
今
、
こ
う
や
っ
て
会
員
に
し
て
い
た

だ
い
た
ら
、
あ
と
は
ど
う
や
っ
て
ど
こ
ま
で
変
わ

れ
る
か
や
っ
て
み
る
か
な
、
と
い
う
感
じ
で
す
」

い
つ
も
書
か
れ
る
場
所
で
歌
を
書
い
て
く
だ

さ
っ
た
。
流
れ
る
文
字
が
と
て
も
美
し
い
。

「
特
徴
と
し
て
は
画
数
の
多
い
草
仮
名
と
か
、

あ
る
い
は
漢
字
と
か
を
使
っ
て
ご
ま
か
し
て
る
と

言
っ
た
ら
へ
ん
で
す
け
ど
作
品
は
あ
る
部
分
ご
ま

か
し
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

見
た
人
が
そ
う
見
え
る
よ
う
に
書
く
と
い
う
の
も

あ
る
の
で
」
と
常
に
謙
虚
な
言
葉
を
返
さ
れ
る
の

だ
っ
た
。

な
っ
た
。
東
京
や
七
尾
ま
で
指
導
の
た
め
に
通
っ

た
り
、
忙
し
い
日
々
で
あ
る
。

改
組  

新  

第
一
回
展
で
特
選
を

日
展
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
伺
う
と
、
初
入
選

は
一
九
八
四
年
、
第
一
六
回
日
展
で
三
十
二
歳
の

と
き
で
あ
っ
た
。
西
行
の
歌
を
書
い
た
。
西
行
の

中
で
も
仏
教
思
想
の
入
っ
た
歌
に
ひ
か
れ
、
勉
強

を
続
け
た
。
そ
の
後
は
通
っ
た
り
通
ら
な
か
っ
た

り
で
、「
関
戸
本
古
今
集
」
は
い
ち
ば
ん
表
現
要

素
が
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
身
に
着
く
と
思

い
書
い
て
い
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
ま
た
転
機
が
訪
れ
る
。
五
十
歳
の
年

か
ら
日
展
に
出
さ
な
く
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
師

匠
で
あ
る
小
山
先
生
が
一
東
会
か
ら
離
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
深
瀬
さ
ん
は
悩
ん
だ
が
、

競
書
の
編
集
を
ひ
と
り
で
行
っ
て
い
た
責
任
も
あ

り
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。
六
年
の
月
日
が
流
れ
、
日

展
会
場
が
国
立
新
美
術
館
に
代
わ
る
と
き
に
、
ま

た
日
展
に
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
十
年

間
は
、
師
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
な
く
ひ
と
り
で

書
く
こ
と
が
続
い
た
。

そ
の
後
、
小
山
先
生
が
九
十
半
ば
に
な
ら
れ
、

お
稽
古
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

聞
い
た
。
ま
た
日
展
に
出
し
始
め
た
深
瀬
さ
ん
に

「
書
道
を
続
け
る
な
ら
ち
ゃ
ん
と
勉
強
す
る
よ
う

に
」
と
人
を
介
し
て
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
い

う
。
そ
の
次
の
年
の
一
月
か
ら
、
深
瀬
さ
ん
は
井

茂
先
生
に
入
門
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
四
年
、
改
組
新
第
一
回
展
に
万
葉
集

の
麻
田
陽
春
の
和
歌
を
書
い
て
特
選
。
そ
の
後
、

二
〇
一
九
年
、
改
組 

新 

第
六
回
日
展
で
も
「
名
」

と
い
う
作
品
で
特
選
に
輝
い
た
。

こ
う
し
て
、
毎
年
出
品
を
続
け
る
が
、
同
じ
歌

を
何
遍
か
書
い
て
い
る
、
そ
れ
は
、
画
家
も
同
じ

題
材
を
何
度
も
描
く
こ
と
が
あ
る
の
と
同
じ
で
あ

る
と
い
う
。
書
く
時
々
で
作
品
は
変
わ
っ
て
い
く
。

た
と
え
ば
、
絵
画
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
全
体
の

構
成
を
北
斎
の
波
の
フ
ォ
ル
ム
に
似
せ
て
書
い
て

み
た
り
も
試
み
る
。

「
最
終
的
に
そ
の
古
典
の
雰
囲
気
で
い
つ
で
も

書
け
る
と
い
う
風
に
す
る
の
が
臨
書
の
勉
強
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
平
安
調
の
古
典
は
一
字
ず

つ
切
り
取
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
ら
、
ど
の
古
典
の

字
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
一
字
一
字
そ
の
形

を
真
似
し
て
も
私
は
そ
ん
な
に
勉
強
に
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
作
品
を
書
く
時
に
は
そ
の

古
筆
を
書
い
た
人
な
ら
こ
こ
は
ど
う
書
く
だ
ろ
う

か
と
思
い
な
が
ら
書
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
」

そ
の
時
、
そ
の
時
で
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と

思
う
古
筆
を
選
ん
で
学
ぶ
と
い
う
。
ど
の
く
ら
い

勉
強
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
頭
で
分
か
っ
て
も
何
も
な
ら
な
い
の
で
手
が

馴
染
む
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
古
筆
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
し
、
一
東
書
道
会
で
は
、
初
代

会
長
の
深
山
先
生
が
一
つ
の
古
典
を
十
年
や
れ
ば
、

違
う
古
典
は
三
年
徹
底
す
れ
ば
十
分
だ
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
古
典
を
学

ぶ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
古
典
が
替

わ
っ
て
も
そ
ん
な
に
年
月
を
要
し
な
い
と
い
う
こ

と
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
」

書—

深
瀬
裕
之　
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理
事
長
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
中
・
高
生
対
談　 

理
事
長
と
語
ろ
う
！ 

「
芸
術
の
力
」

向
け
て
い
る
ス
タ
ン
ス
と
い
う
か
、
い
つ
も
作
品

を
作
る
時
に
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ぜ
ひ
教
え
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

宮
田
　
な
い
で
す
。
な
い
で
す
。
普
段
は
全
部
芸

術
だ
か
ら
。
例
え
ば
今
日
会
う
の
は
ど
ん
な
子
た

ち
だ
ろ
う
、
ど
ん
な
難
し
い
こ
と
を
い
っ
て
僕
を

困
ら
せ
る
の
？
　
ど
ん
な
風
に
し
て
自
分
が
喜
べ

る
こ
と
に
な
る
の
？
　
そ
う
い
う
こ
と
を
巡
ら
す

の
が
ま
さ
し
く
芸
術
だ
。
芸
術
に
定
義
は
な
い
。

芸
術
に
間
違
い
は
な
い
。
だ
か
ら
自
由
だ
。
で
も

自
由
と
い
う
の
は
一
番
責
任
が
重
い
。
人
の
せ
い

に
で
き
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
中
で
自
分
の
こ
れ
が

一
番
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
う
ま
い
、
下
手

じ
ゃ
な
い
。
い
い
悪
い
で
も
な
い
。
要
す
る
に
自

分
に
何
か
を
課
せ
る
の
で
は
な
く
て
、
面
白
い
の

が
い
い
。

僕
が
好
き
な
句
で
、「
よ
く
見
れ
ば
、
な
ず
な

花
咲
く
垣
根
か
な
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
春

や
っ
と
垣
根
の
そ
ば
に
草
が
は
え
て
き
た
。
な
ず

な
っ
て
の
は
七
草
の
一
つ
で
、
も
う
ぺ
ん
ぺ
ん
草

な
ん
だ
よ
。
誰
も
見
向
き
も
し
な
い
、
人
知
れ
ず

咲
く
花
に
気
づ
け
る
自
分
が
な
ん
て
素
敵
な
ん
だ

ろ
う
。
そ
う
い
う
生
き
方
だ
よ
ね
。

展
覧
会
に
行
く
と
、
予
測
し
な
か
っ
た
こ
と
に

出
会
え
る
。
○
×
の
概
念
は
捨
て
た
ほ
う
が
い
い
。

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
し
ょ
う
が
な
い
。
で
も
生
き

て
い
る
こ
と
は
○
×
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
じ
ゃ
な
い
。

も
っ
と
も
っ
と
大
事
な
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

芸
術
と
は
何
か
？

田
園
調
布
学
園
高
等
部
二
年
の
大
竹
菜
月
で
す
。

私
も
芸
術
に
関
係
す
る
道
に
こ
れ
か
ら
進
も
う
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
最
近
は
作
り
な
が
ら
、

誰
に
向
け
て
こ
の
作
品
を
作
っ
て
い
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
宮
田
先
生
は
自
分
に
向
け
て
の
方
が

大
き
い
の
か
、
そ
の
作
品
を
見
て
く
れ
る
人
を

思
っ
て
作
り
た
い
と
思
う
の
で
す
か
。

宮
田
　
作
っ
て
な
ん
ぼ
。
作
家
は
そ
ん
な
も
ん

じ
ゃ
だ
め
だ
。
人
が
喜
ん
で
く
れ
て
な
ん
ぼ
。
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
も
う
一
つ
越
え
て
、
や
っ
ぱ

り
自
分
が
い
い
な
と
思
う
と
同
時
に
ひ
と
様
も
あ

あ
素
敵
ね
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く

れ
た
ら
、
ど
ん
な
に
素
敵
な
自
分
に
な
っ
て
る
ん

日
展
第
一
〇
回
展
を
記
念
し
て
、
本
年
は
高
校
・
大
学
生
の
入
場
料
が
無
料
に
な
る
。
そ
こ
で
、
芸
術
に

興
味
が
あ
る
中
学
・
高
校
生
が
、
今
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
悩
ん
で
い
る
の
か
。
宮
田
亮
平
理
事
長
（
78

歳
）
を
囲
ん
で
、
座
談
会
を
開
催
。
東
京
藝
術
大
学
卒
業
以
来
、
教
職
、
学
長
と
し
て
東
京
藝
大
に
関
わ

り
、
文
化
庁
長
官
を
経
て
、
昨
年
日
展
理
事
長
に
就
任
し
た
宮
田
さ
ん
が
、
自
ら
の
高
校
時
代
や
若
き
日
を

振
り
返
り
つ
つ
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
悩
み
に
、
明
解
に
わ
か
り
や
す
く
答
え
を
出
し
て
い
く
。

宮
田
亮
平
　
今
日
は
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
と
僕
と
の
違
い
っ
て
何
だ
と
思
い
ま

す
か
？
　
単
な
る
経
験
の
違
い
な
ん
で
す
よ
。
人

間
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
一
日
を
過
ご
す

と
い
う
こ
と
は
全
く
同
じ
だ
か
ら
、
発
想
す
る
と

か
、
夢
を
見
る
と
か
発
信
す
る
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
は
む
し
ろ
若
い
方
た
ち
の
方
が
想
像
力
や
情

報
力
だ
と
か
持
っ
て
い
る
。
僕
は
芸
術
家
な
ん
だ

け
ど
、
た
ま
た
ま
そ
れ
を
生
業
に
し
て
い
る
だ
け

で
、
み
な
さ
ん
と
変
わ
ら
な
い
人
生
を
生
き
て
い

る
。
ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
。

基
本
、
人
間
は
心
を
と
き
め
か
し
た
り
ド
キ
ッ

と
し
た
り
、
は
っ
と
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
感
情
を

も
つ
。
だ
か
ら
、
あ
あ
素
敵
だ
っ
た
な
っ
て
思
え

る
よ
う
な
き
っ
か
け
作
り
を
し
た
い
。
今
日
は
そ

う
い
う
意
味
で
み
ん
な
が
面
白
さ
を
再
発
見
す
る

の
が
狙
い
な
ん
だ
な
。

君
た
ち
の
年
齢
、
十
代
後
半
は
僕
が
一
番
迷
っ

た
時
期
だ
ね
。
今
日
は
さ
ま
よ
っ
て
い
る
あ
な
た

た
ち
と
同
じ
船
に
乗
り
た
い
。
ぜ
ひ
協
力
し
て
く

れ
な
い
と
だ
め
だ
よ
。

開
成
高
校
一
年　
山
本
大
貴
で
す
。

宮
田
先
生
は
長
い
こ
と
芸
術
に
触
れ
ら
れ
て
い
る

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
中
で
芸
術
に
対
し
て

Profi le  
宮田亮平（みやた りょうへい）１９４５年、新潟県生
まれ。１９７０年、東京藝術大学美術学部工芸科
卒業、同年、第２回日展初入選。１９７２年、東京藝
術大学大学院美術研究科工芸(鍛金)専攻修
了。１９８１年、第１３回日展「ゲルからの移行『８』」
により特選受賞。１９９７年、第２９回日展「ぱーるん
ぐ」により特選受賞。２００５年、東京藝術大学学
長。２００９年、第４１回日展「シュプリンゲン『悠』」
により内閣総理大臣賞受賞。２０１２年、第４３回
日展出品作「シュプリンゲン『翔』」により日本芸術
院賞受賞。２０１６年、文化庁長官。現在、日展理
事長、日本芸術院会員、東京藝術大学名誉教
授・顧問。国立工芸館・顧問。
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だ
ろ
う
。
両
方
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
ま
で
行
く
こ
と
だ
ね
。

制
作
や
進
路
に
迷
っ
た
と
き
ど
う
す
る
？

田
園
調
布
学
園
高
等
部
二
年　
南
水
彩
で
す
。

作
品
を
作
る
こ
と
で
思
い
が
伝
え
ら
れ
な
く
て
迷

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

宮
田
　
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
迷
っ
て
た
。
当
然
で
す
よ
。

だ
っ
て
な
い
も
の
か
ら
あ
る
も
の
に
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
わ
け
だ
よ
ね
。
僕
の
場
合
は
立
体
だ
か
ら
、

三
次
元
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
二
次
元
に
す
る
。
横
か

ら
も
ど
っ
ち
か
ら
も
見
え
る
ん
だ
。
や
っ
ぱ
り
最

初
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
て
く
る
わ
け
よ
ね
。
そ
こ

の
迷
い
が
い
い
ん
だ
よ
。
迷
わ
ず
に
作
る
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
迷
っ
て
も
そ
れ
を
克
服
し
た
時
の
、
山

に
登
っ
た
時
の
達
成
感
み
た
い
な
も
の
が
得
ら
れ

る
。
で
も
大
き
な
山
へ
登
り
た
い
と
思
わ
な
い
。

峠
で
い
い
。
下
る
と
き
楽
で
し
ょ
。
そ
し
て
ま
た

そ
の
次
の
峠
へ
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。
む
し

ろ
助
走
だ
よ
。
そ
れ
で
次
の
と
こ
ろ
へ
行
く
。
こ

れ
は
迷
い
で
は
な
く
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
た
め

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。
そ
ん
な
つ
も
り
で
い

る
か
ら
、
迷
っ
た
時
っ
て
次
の
新
し
い
作
品
を
生

む
た
め
に
神
が
与
え
て
く
れ
た
チ
ャ
ン
ス
な
ん
だ

よ
。
そ
う
い
う
風
に
考
え
る
と
、
も
う
楽
し
い
ん

だ
よ
。
振
り
返
っ
た
ら
峠
を
越
え
た
作
品
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
芸
術
に
限
ら
ず
、
人
生
の
中
で

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
家
族
の
中
で
の
会
話
と

か
に
も
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。

和
洋
国
府
台
女
子
高
等
学
校
三
年
の
山
本
珠
貴
で

す
。
美
術
系
、
デ
ザ
イ
ン
系
の
進
路
を
考
え
て
高
一

の
春
か
ら
予
備
校
に
い
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な

人
と
比
べ
て
、
少
し
不
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

や
っ
て
気
持
ち
を
持
ち
池
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

宮
田
　
い
や
懐
か
し
い
。
僕
は
食
え
な
い
時
代
、

十
何
年
も
画
塾
の
講
師
を
や
っ
て
た
。
比
べ
る
っ

て
い
う
の
は
考
え
方
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て
も
ら
う
。

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
こ
と
は
平
面
構
成
だ
ね
。
こ
れ

だ
け
頑
張
っ
て
作
っ
た
の
に
、
先
生
は
A
さ
ん

の
も
の
を
や
た
ら
褒
め
る
ん
だ
よ
な
。
B
さ
ん
、

あ
な
た
の
こ
と
は
あ
ま
り
褒
め
な
か
っ
た
り
す
る
。

そ
う
い
う
連
続
っ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
別

に
比
較
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
う
い
う
ア
イ
デ

ア
も
あ
る
ん
だ
。
め
っ
け
た
。
へ
ぇ
ー
。
な
る
ほ

ど
も
ら
っ
と
こ
。
そ
の
く
ら
い
ふ
て
ぶ
て
し
く
い

く
と
全
然
違
う
。

デ
ザ
イ
ン
で
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
そ
れ
を
使
う
人
、
見
る
人
に
喜
び
を
与

え
る
こ
と
。
世
の
中
が
ど
う
い
う
動
向
か
も
知
っ

て
お
い
た
方
が
い
い
ね
。
そ
の
知
識
は
大
事
に

も
っ
て
い
る
こ
と
。
で
も
知
識
だ
け
だ
と
パ
ン
ク

す
る
か
ら
う
ま
く
応
用
す
る
と
き
に
知
恵
と
な
る
。

知
識
が
豊
富
で
あ
り
な
が
ら
知
恵
を
生
か
し
て
い

く
と
考
え
る
と
、
け
っ
こ
う
か
っ
こ
よ
く
な
る
。

あ
と
は
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
で
す
ね
。
画
面
の
中

に
必
ず
主
役
と
脇
役
を
置
き
ま
す
。
そ
れ
で
一
番

面
白
い
の
は
平
面
の
世
界
と
す
る
と
囲
碁
将
棋
は

ま
さ
し
く
デ
ザ
イ
ン
。
ど
こ
に
一
手
を
う
つ
か
。

親
か
ら
も
ら
っ
た
か
っ
こ
よ
さ
と
自
分
で
作
っ
た

か
っ
こ
よ
さ
を
持
っ
て
い
る
の
が
い
い
。

和
洋
国
府
台
女
子
高
等
学
校
二
年
の
清
水
咲
姫
子

で
す
。
書
道
を
や
っ
て
い
て
、
書
の
大
会
池
前
に

な
る
と
不
安
に
な
っ
た
り
焦
っ
た
り
し
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

宮
田
　
僕
も
ね
。
書
道
は
大
好
き
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
僕
は
七
人
兄
弟
の
末
っ
子
な
ん
だ
け
ど
朝
起

き
た
ら
全
員
で
、
親
も
一
緒
に
書
道
を
す
る
。
何

を
書
い
て
も
よ
く
て
、
書
き
終
わ
っ
た
ら
掃
除
し

て
、
そ
れ
か
ら
ご
飯
を
食
べ
て
学
校
に
行
く
と
い

う
習
慣
を
つ
け
て
た
ん
だ
ね
。
幼
稚
園
が
な
い
こ

ろ
、
好
き
勝
手
に
書
い
て
た
。
す
る
と
お
袋
が

「
昨
日
と
違
う
ね
。
今
日
の
面
白
い
ね
」
と
言
っ

て
く
れ
る
。「
昨
日
と
違
う
」、
こ
の
一
言
が
と
っ

て
も
大
き
か
っ
た
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、
例
え
ば

冬
に
な
る
と
「
お
餅
つ
き
」
と
い
う
字
を
書
く
。

う
ま
く
書
こ
う
と
思
わ
な
い
で
面
白
く
書
く
。
書

は
絵
画
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
が
小
学
校
三
年
な
っ
て
。
学
校
で
習
字
の

日
が
あ
っ
た
の
。
そ
こ
で
渡
さ
れ
る
じ
ゃ
な
い
。

お
手
本
。
あ
れ
大
っ
嫌
い
だ
っ
た
。
冗
談
じ
ゃ
な

い
よ
。
俺
は
俺
の
好
き
な
の
を
書
き
た
い
と
思
っ

て
う
ま
く
書
い
た
。
そ
し
た
ら
、
い
ま
だ
に
恐
怖

が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
赤
い
や
つ
、
嫌
だ
よ
な
。
も

う
あ
れ
で
真
っ
赤
に
さ
れ
ち
ゃ
う
。
と
こ
ろ
が
ね
、

僕
は
ま
た
自
由
に
書
く
。
で
ま
た
違
う
。
真
っ
赤

に
な
る
。
三
回
く
ら
い
や
っ
た
ら
先
生
に
怒
ら
れ

ち
ゃ
っ
て
耳
引
っ
張
ら
れ
て
廊
下
に
出
さ
れ
た
ん

だ
よ
ね
。
本
当
に
残
念
だ
っ
た
け
ど
ね
。

大
会
で
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
次
の
時
の
財
産

に
な
る
。
あ
あ
、
緊
張
し
て
る
な
あ
、
こ
れ
は
財

産
だ
。
峠
を
越
え
る
と
、
も
っ
と
楽
に
な
る
っ
て

い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

開
成
中
学
三
年
の
森
啓
達
で
す
。
先
生
は
作
品
を

作
る
時
、
ど
こ
で
終
わ
る
か
に
意
識
さ
れ
ま
す
か
。

自
分
で
満
足
し
て
こ
こ
で
終
わ
り
と
決
め
て
次
の

作
品
を
作
る
の
か
、
そ
れ
と
も
足
り
な
い
け
ど
、

こ
こ
で
い
い
な
と
思
っ
て
終
わ
る
ん
で
す
か
。

宮
田
　
時
間
っ
て
い
う
問
題
が
あ
る
け
ど
、
あ
る

程
度
作
っ
て
い
る
と
、
も
う
次
の
作
品
を
作
り
た

く
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
ま
で
作
っ
て
こ
ん
な
に

う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
で
終
わ
り
に
な

る
ん
だ
、
と
ね
。
こ
の
ド
キ
ド
キ
感
を
次
の
作
品

に
ま
た
持
っ
て
い
っ
て
よ
り
良
い
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
。
こ
れ
は
も
う
す
ご
い
好
循
環
だ
。
多

分
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
や
ダ
・
ビ
ン
チ
に
し
て
も
、

こ
れ
で
終
わ
り
と
思
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
あ
え
て
止
め
た
か
ら
こ
そ
、
次
の
作
品
に

展
開
で
き
る
。
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
階
段
を
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
風
に
考
え
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
と
ね
。
す
ご
く
楽
だ
っ
た
。

前
に
こ
れ
が
で
き
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
前
に

こ
こ
で
一
つ
の
自
分
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
。
階

段
は
上
が
り
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
く
て
下
る
の
も
あ

る
か
ら
両
方
あ
っ
て
い
い
。
そ
れ
に
お
い
て
成
功

と
か
失
敗
と
か
と
い
う
風
に
考
え
な
い
。
僕
ら
の

仕
事
は
常
に
間
違
い
と
か
っ
て
い
う
こ
と
も
考
え

な
く
て
い
い
。
難
し
く
考
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
き
て
ね
。

僕
は
大
臣
か
ら
文
化
庁
長
官
に
任
命
さ
れ
る
と

き
、「
文
化
庁
長
官
を
や
り
ま
す
。
で
も
芸
術
家

は
辞
め
ま
せ
ん
」
っ
て
言
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ

言
っ
た
ら
周
り
が
ざ
わ
め
い
ち
ゃ
っ
て
さ
、
大
臣

が
「
い
い
ね
」
と
言
っ
た
。

「
今
よ
り
ち
ょ
っ
と
す
て
き
な
」、
そ
こ
が
も
の

す
ご
く
大
事
だ
。
昨
日
と
ち
ょ
っ
と
違
う
と
い
う

の
を
積
み
重
ね
て
い
く
。
た
と
え
ば
。
こ
こ
に
あ

る
イ
ル
カ
の
作
品
の
前
は
ほ
ぼ
似
た
よ
う
な
フ
ォ

ル
ム
だ
け
ど
、
イ
ル
カ
の
群
れ
が
こ
の
辺
に
固

ま
っ
て
い
た
。
大
き
な
波
の
中
で
し
っ
か
り
と
守

ら
れ
て
た
。
次
に
こ
れ
は
長
官
を
辞
め
た
年
の
春

の
作
品
で
、
イ
ル
カ
が
飛
び
出
し
て
い
く
形
に
表

し
た
。
哲
学
的
な
作
品
も
も
ち
ろ
ん
い
い
け
れ
ど
、

僕
は
そ
の
時
の
一
番
素
直
な
気
持
ち
を
形
に
表
し

た
。
今
度
作
る
秋
の
作
品
は
も
っ
と
大
き
な
波
に

挑
戦
し
た
い
。
も
う
フ
リ
ー
に
な
っ
た
か
ら
、
そ

れ
で
多
分
こ
け
る
と
思
う
ん
だ
よ
。
こ
け
た
時
の

面
白
さ
を
や
っ
て
み
た
か
っ
た
。
す
ご
い
波
作
っ

て
る
ん
だ
よ
。
悩
む
ん
だ
け
ど
、
面
白
い
。

今
日
は
み
ん
な
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
か

ら
こ
れ
終
わ
っ
た
ら
早
く
ア
ト
リ
エ
行
っ
て
、
そ

れ
を
作
品
に
表
し
た
い
。
人
生
の
物
語
で
出
会
い

み
た
い
な
も
の
を
作
品
の
題
材
に
し
た
い
と
思
う
。

将
来
に
向
け
て

準
備
し
て
お
く
べ
き
こ
と
と
は
？

開
成
中
学
の
森
で
す
。
僕
は
車
が
好
き
で
、
車
の
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ら
一
つ
の
形
が
で
き
る
。
い
ろ
ん
な
人
が
い
た
け

れ
ど
、
そ
ん
な
も
ん
ね
。
こ
う
感
じ
る
な
か
で
自

分
の
エ
キ
ス
に
す
る
。
だ
か
ら
浪
人
と
い
う
の
は

遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
な

い
。
浪
人
っ
て
具
体
的
な
問
題
じ
ゃ
な
く
て
、
い

ろ
ん
な
こ
と
で
ね
。
ち
ょ
っ
と
遠
回
り
し
て
る
か

な
と
。
少
し
自
分
は
周
り
か
ら
見
る
と
、
知
っ
て

る
か
な
と
思
う
の
が
、
財
産
で
す
。
僕
が
た
ま
た

ま
学
長
や
っ
た
と
か
ね
。
長
官
や
っ
た
と
か
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
は
後
か

ら
つ
い
て
く
る
。
な
ん
だ
そ
う
だ
っ
た
な
く
ら
い

の
感
じ
な
ん
だ
よ
。
の
っ
け
な
ん
て
皆
同
じ
な
ん

だ
か
ら
、
も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
財
産
、
む
し
ろ

あ
な
た
た
ち
は
柔
軟
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
。

田
園
調
布
学
園
高
等
部
の
南
で
す
。

私
は
海
外
に
興
味
が
あ
っ
て
、
外
国
人
の
方
と
お

話
し
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ

う
い
う
と
き
に
日
本
の
伝
統
文
化
や
美
術
に
つ
い

て
語
る
上
で
、
そ
の
誇
る
べ
き
点
と
か
特
徴
み
た

い
な
の
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

宮
田
　
い
い
ね
。
あ
の
ね
、
た
と
え
ば
あ
る
所
に

招
か
れ
た
と
し
て
、
そ
こ
に
い
い
絵
が
掛
か
っ
て

い
る
。
ふ
っ
と
見
て
、「
こ
れ
は
何
と
か
の
作
品

で
す
ね
」
と
言
え
る
知
識
力
で
す
ね
。
あ
な
た
を

歓
迎
す
る
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
そ
れ
に
き
ち
っ
と
反
応
し
た
り
す
る
と
会
話

が
も
の
す
ご
く
深
く
な
る
。
特
に
日
本
の
文
化
に

関
し
て
、
い
ろ
ん
な
戦
乱
が
あ
っ
て
も
途
切
れ
る

こ
と
な
く
ず
っ
と
続
い
て
き
た
そ
の
文
化
力
っ
て

い
う
の
は
、
日
本
人
が
も
っ
て
い
る
本
当
に
す
ご

い
も
の
。
数
百
年
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い

る
。
日
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
自
分
が
誇
れ

る
日
本
人
で
あ
る
こ
と
。
い
ろ
ん
な
も
の
、
本
物

を
見
に
行
く
と
い
い
ね
。
皇
居
の
中
の
三
の
丸
尚

蔵
館
に
は
皇
室
に
献
上
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ

を
、
今
も
っ
と
公
開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
石

で
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
土
だ
と
か
紙
だ
と

か
、
木
だ
と
か
割
に
儚
い
も
の
で
作
っ
て
も
き

ち
っ
と
過
去
か
ら
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
、

文
化
財
の
保
存
技
術
も
含
め
て
日
本
の
す
ば
ら
し

さ
が
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
を
感
じ
て
い
く
。
例

え
ば
私
は
絵
が
い
い
な
と
思
う
。
そ
し
た
ら
、
源

氏
物
語
絵
巻
か
ら
持
っ
て
き
て
鳥
獣
戯
画
、
北
斎

も
っ
て
き
て
と
い
う
ふ
う
に
し
な
が
ら
現
在
の
作

家
の
作
品
へ
脈
絡
を
つ
な
げ
て
い
く
と
、
物
語
性

が
で
き
て
面
白
い
。
陶
器
な
ら
陶
器
、
彫
刻
な
ら

彫
刻
、
専
門
に
し
て
い
る
工
芸
。
例
え
ば
、
楽
焼

き
。
楽
さ
ん
と
い
う
人
が
い
る
の
で
す
が
、
十
五

代
前
か
ら
全
部
作
品
が
残
っ
て
い
る
。
面
白
い
よ
。

茶
道
の
お
手
前
の
席
で
、
季
節
に
合
わ
せ
て
俳
句

や
歌
の
話
を
す
る
。
例
え
ば
道
元
と
い
う
お
坊
さ

ん
は
、
四
季
を
詠
っ
て
い
た
。「
春
は
花
、
夏
ほ

と
と
ぎ
す
秋
は
月
冬
雪
さ
え
て
冷
し
か
り
け
り
」。

花
、
鳥
、
月
、
雪
、
の
四
つ
に
色
が
混
じ
っ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
僕
は
そ
こ
か
ら
立
体
的
な
意
識
を
感

じ
る
し
、
季
節
や
香
り
を
感
じ
る
し
、
い
ろ
ん
な

も
の
を
感
じ
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
ち
ょ
っ

と
勉
強
す
る
の
で
す
。
例
え
ば
食
の
素
晴
ら
し

さ
。
日
本
は
島
国
で
新
鮮
な
魚
が
捕
れ
る
。
魚
だ

け
だ
と
食
え
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
に
醸
造
さ
れ
た

醤
油
を
添
え
る
。
そ
の
新
鮮
さ
と
醸
造
、
い
わ
ゆ

る
「
過
去
」
と
「
現
在
」
を
重
ね
る
と
食
べ
た
と

き
に
「
未
来
」
を
感
じ
る
っ
て
い
う
風
に
「
重
ね

技
」
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
が
日
本
人
の
美
し

さ
の
中
の
一
つ
と
し
て
は
あ
る
。
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
で
絡
め
技
を
す
る
と
面
白
い
。
そ
れ
で
間
違
い

は
な
い
か
ら
、
の
っ
け
に
言
い
ま
し
た
け
ど
、
間

違
え
や
失
敗
は
な
い
ん
だ
よ
。

Ａ
Ｉ
や
、漫
画
の
意
味
と
は
？

田
園
調
布
学
園
高
等
部
の
大
竹
で
す
。

最
近
、
絵
を
描
く
Ａ
Ｉ
が
出
現
し
て
き
て
。
私
た

ち
は
一
つ
の
作
品
を
作
る
の
に
何
十
時
間
か
か
る

け
れ
ど
Ａ
Ｉ
は
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
一
瞬
で
完
成
す

る
。
そ
う
し
た
中
で
人
間
が
絵
を
描
い
た
り
、
モ

ノ
づ
く
り
を
す
る
意
味
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
田
　
僕
は
A
I
大
好
き
、
省
略
で
き
る
こ
と

は
A
I
に
ま
か
せ
れ
ば
い
い
。
過
去
の
デ
ー
タ

が
来
た
ら
そ
れ
を
ポ
ン
と
持
っ
て
い
っ
て
、
そ
こ

に
自
分
の
感
性
を
入
れ
る
と
新
し
い
の
が
で
き

ち
ゃ
う
。
そ
の
場
合
は
膨
大
な
時
間
の
も
の
を
一

気
に
縮
小
し
て
く
れ
る
わ
け
だ
。
で
も
そ
の
ま
ま

作
品
に
し
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
。
そ
れ
を
み
な
勘
違
い

す
る
。
刺
身
が
で
き
る
前
に
は
漁
師
さ
ん
が
苦
労

し
て
捕
っ
て
き
て
っ
て
い
う
い
ろ
ん
な
過
程
、
情

報
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
を
全
部

わ
か
っ
た
う
え
で
必
ず
人
間
の
感
性
が
入
っ
て
く

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
、
で
き
れ
ば
海
外
の

メ
ー
カ
ー
で
働
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ

を
目
指
す
上
で
、
言
語
以
外
で
美
術
的
な
分
野
と

か
で
何
か
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

宮
田
　
僕
も
実
は
車
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
。

今
な
り
た
か
っ
た
と
は
言
っ
て
な
い
で
し
ょ
。
い

ま
だ
に
な
り
た
い
。
な
ぜ
鍛
金
家
に
な
っ
た
か
と

い
う
と
、
ボ
デ
ィ
を
叩
い
て
作
る
車
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
。
あ
る
作
家
の
作
品
を

み
て
、
こ
れ
が
鍛
金
で
作
れ
た
ら
面
白
い
な
と

思
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
の
技
術
を
勉
強
し
て
か
ら
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
会
社
に
勤
め
て
い
い
と
思
っ
て
や
っ

て
た
ら
未
だ
に
そ
の
ま
ま
な
ん
だ
よ
ね
。

昔
の
車
は
時
代
に
合
わ
せ
て
と
て
も
素
敵
だ
っ

た
よ
ね
。
ロ
ン
ド
ン
タ
ク
シ
ー
を
今
ジ
ャ
パ
ン
タ

ク
シ
ー
っ
て
い
う
風
に
し
て
る
じ
ゃ
な
い
。
例

え
ば
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
、
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
だ
と

か
、
ス
ー
パ
ー
カ
ー
的
な
も
の
あ
る
け
れ
ど
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
は
乗
り
や
す
い
よ
ね
。
見
た
目
の

か
っ
こ
よ
さ
で
は
な
く
て
、
人
間
工
学
的
に
か
っ

こ
い
い
座
り
や
す
い
シ
ー
ト
に
な
っ
て
ま
す
よ
。

乳
母
車
も
ス
ッ
と
入
る
。
前
ば
っ
か
り
見
る
ん

じ
ゃ
な
く
て
、
後
ろ
も
ち
ゃ
ん
と
ニ
ー
ズ
に
ど
う

答
え
る
か
。

語
学
な
ん
て
も
の
は
当
然
や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

そ
れ
が
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
自
分
か

ら
の
発
信
、
人
か
ら
の
受
信
っ
て
い
う
関
係
が
で

き
な
い
と
ね
。

そ
の
た
め
に
は
早
め
に
海
外
行
く
の
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
ね
。
好
み
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど

も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
環
境
だ
っ
た
ら
勉
強
し
や
す

い
。
イ
タ
リ
ア
に
し
て
も
そ
う
で
す
。
ド
イ
ツ
車

は
質
実
剛
健
だ
し
。
ま
あ
。
僕
も
大
し
た
留
学
経

験
は
な
い
け
れ
ど
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
で
は

２
０
０
キ
ロ
が
普
通
だ
か
ら
ね
。
自
分
で
運
転
し

て
ち
ょ
っ
と
こ
の
車
、
く
や
し
い
け
ど
い
い
ね
と

思
っ
た
。
も
う
四
十
年
も
前
の
話
で
す
が
。
あ
と

は
そ
の
ニ
ー
ズ
。
周
り
の
環
境
に
ど
う
マ
ッ
チ
す

る
か
、
社
会
性
を
勉
強
す
る
こ
と
が
大
事
。
ぜ
ひ

か
っ
こ
い
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
っ
て
会
お
う
よ
。

あ
ん
ま
り
足
か
せ
に
な
ら
な
い
で
ひ
と
つ
の
目
的

を
も
っ
て
ね
。

和
洋
国
府
台
女
子
高
等
学
校
の
清
水
で
す
。
私
は

将
来
、
書
道
の
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
本
当
に
書
道
の
先
生
で
い
い
か
な
と

悩
ん
で
い
ま
す
。
宮
田
先
生
の
学
生
時
代
は
い
か

が
で
し
た
か
。

宮
田
　
結
果
的
に
は
僕
も
あ
れ
や
り
た
い
、
こ
れ

や
り
た
い
で
大
学
に
入
っ
た
時
は
工
業
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
り
た
か
っ
た
。
悩
む
の
は
大
し
た
こ
と

は
な
い
。
迷
う
っ
て
の
は
自
分
に
未
来
が
あ
る
か

ら
だ
よ
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
素
敵
な
こ
と

だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
大
丈

夫
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
前
向

き
に
進
ん
で
い
け
ば
目
的
っ
て
か
な
う
と
思
う
。

で
も
教
え
る
と
い
う
感
覚
で
な
く
て
、
共
に
学
ぶ
、

共
に
育
む
っ
て
い
う
気
持
ち
や
意
識
が
あ
る
と
ず

い
ぶ
ん
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
ど
う
ぞ
自
信
を

持
っ
て
素
敵
な
自
分
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
欠
点

を
ど
う
こ
う
言
わ
れ
る
時
っ
て
必
ず
あ
る
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
あ
ま
り
そ
れ
に
動
揺
し
な
い
ほ
う

が
い
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
今
は
成
長
過
程
の

中
で
栄
養
剤
を
く
れ
て
る
ん
だ
っ
て
い
う
気
持
ち

で
考
え
た
ら
い
い
な
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

和
洋
国
府
台
女
子
高
等
学
校
の
山
本
で
す
。

先
生
の
藝
大
時
代
の
話
が
聞
き
た
く
て
、
大
学
は

い
ろ
ん
な
人
が
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
や
っ
ぱ

り
こ
の
人
は
す
ご
い
な
と
か
。
そ
の
感
動
は
す
ご

い
で
す
か
？

宮
田
　
僕
は
藝
大
に
二
浪
で
入
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

早
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
。
四
浪
か
五
浪
く
ら
い
が
ち
ょ

う
ど
い
い
な
。
い
や
い
や
、
今
の
話
じ
ゃ
な
い
。

僕
の
時
で
、
十
何
浪
っ
て
や
つ
が
い
た
。
純
粋
に

基
礎
力
を
き
ち
ん
と
学
ん
だ
上
で
応
用
力
が
つ
い

て
く
る
み
た
い
な
。
も
う
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
ま
し
た
よ
、

周
り
に
。
か
な
わ
な
い
。
そ
の
中
に
い
る
っ
て
最

高
に
幸
せ
だ
も
ん
ね
。
こ
ん
な
い
い
こ
と
な
い

よ
。
さ
っ
き
も
言
っ
た
け
ど
。
そ
う
い
う
人
た
ち

か
ら
も
ら
え
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。「
い
や
、
い
い

な
。
お
前
大
好
き
だ
よ
。
お
前
の
作
品
、
大
好
き

だ
よ
」
っ
て
。
嫌
い
と
い
う
の
と
両
方
あ
っ
て
い

い
。
そ
う
す
る
と
自
分
の
存
在
っ
て
ど
こ
に
あ
る

の
か
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
く
る
。
粘
土
を
右
側
か

ら
、
左
側
か
ら
固
め
て
い
く
よ
う
に
。
要
す
る
に

固
め
て
い
く
。
そ
う
し
て
独
立
し
て
い
く
わ
け
で

す
よ
。
そ
う
し
て
積
み
上
げ
て
い
く
。
片
方
ば
か

り
や
っ
て
い
る
と
倒
れ
て
し
ま
う
。
両
方
や
る
か
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開
成
高
校
の
山
本
で
す
。
日
展
の
理
事
長
は
ど
う

い
う
感
じ
で
展
覧
会
に
関
わ
る
仕
事
な
ん
で
す
か
。

宮
田
　
一
番
恐
ろ
し
い
質
問
だ
ね
。
な
る
ほ
ど
理

事
長
と
し
て
日
展
に
関
わ
る
。
こ
れ
は
予
想
だ
に

し
な
か
っ
た
わ
け
だ
か
ら
最
初
は
相
当
戸
惑
い

ま
し
た
。
も
の
す
ご
い
歴
史
が
あ
る
し
、
大
変

な
日
本
の
文
化
を
作
っ
て
き
た
日
展
で
す
か
ら
、

一
一
五
年
を
過
ぎ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
れ

だ
け
の
人
た
ち
が
文
化
に
対
し
て
貢
献
で
き
て
た

か
と
い
う
も
の
を
背
負
う
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
改
組
さ
れ
て
今
年
が
一
〇
回
目
に
な
る
。

新
た
な
一
〇
回
目
。
一
つ
の
歴
史
を
作
っ
て
い
き

た
い
。
だ
か
ら
も
う
背
負
う
だ
け
背
負
っ
て
、
わ

か
っ
た
っ
て
言
っ
た
ら
、
次
に
も
う
「
お
い
ら
の

日
展
、
あ
な
た
の
日
展
、
み
ん
な
の
日
展
」
と
い

う
感
じ
で
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
こ
で
日
展
に
お

い
で
に
な
っ
た
方
に
必
ず
喜
び
を
提
供
で
き
る
自

信
を
僕
は
持
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
僕
の

作
品
も
そ
う
だ
け
ど
、
他
の
先
生
方
も
み
ん
な
そ

の
気
持
ち
で
作
っ
て
く
れ
た
作
品
が
集
合
し
て
い

る
か
ら
、
だ
か
ら
自
慢
で
き
る
。
厳
正
に
審
査
さ

れ
て
い
る
作
品
が
並
ん
で
い
る
。
当
然
そ
こ
で
大

き
な
感
動
を
与
え
る
も
の
と
い
う
の
が
あ
る
。
膨

大
な
作
品
の
数
が
あ
り
ま
す
か
ら
選
ぶ
面
白
さ
が

あ
る
。「
宝
物
」
を
選
ぶ
面
白
さ
で
す
。
日
展
を

ま
ず
、
一
回
ザ
ー
ッ
と
な
ん
と
な
く
見
て
も
ら
う
。

そ
れ
で
あ
る
作
品
の
前
に
立
ち
止
ま
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
っ
て
自
分
の
感
性
と
結
び
つ
く
ん
だ
よ
。
そ

れ
で
、
も
う
一
回
見
る
。
違
う
作
品
を
ま
た
ま
た

見
つ
け
た
り
す
る
。
前
よ
り
、
も
っ
と
感
動
し
た

り
す
る
。
そ
う
い
う
面
白
さ
、
宝
探
し
だ
。
そ
う

い
う
風
に
見
て
い
く
の
が
面
白
い
と
思
う
ん
だ
。

理
事
長
職
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
も
う
全
部
門
の

審
査
に
も
立
ち
会
わ
せ
て
も
ら
っ
た
し
、
気
づ
か

な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
面
白
さ
と

い
う
の
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
今
日

の
よ
う
に
あ
な
た
達
に
会
え
た
と
い
う
の
は
、
こ

ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
だ
っ
て
、
絶
対
、
こ

れ
か
ら
確
実
に
伸
び
て
い
く
わ
け
だ
か
ら
。
僕
が

大
好
き
な
の
は
、
師
の
言
葉
と
い
う
、「
弟
子
は

師
を
越
え
て
こ
そ
師
の
教
育
原
理
が
出
来
上
が
っ

て
く
る
」。
い
い
で
す
か
。
も
う
あ
な
た
達
は
今

日
か
ら
私
を
越
え
る
。
た
い
し
た
こ
と
な
い
よ
。

ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
負
け
な
い
け
ど
ね
。

お
互
い
に
ね
。
い
い
意
味
で
人
と
競
う
こ
と
、
自

分
に
負
け
な
い
素
敵
な
自
分
を
作
る
。
そ
れ
が
ど

ん
な
か
た
ち
に
な
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
芸
術

で
あ
ろ
う
と
他
の
世
界
で
あ
ろ
う
と
一
家
庭
を
築

く
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
中
に
一
輪
の
花
を
添

え
た
り
、
素
晴
ら
し
い
未
来
を
作
っ
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

芸
術
っ
て
何
の
た
め
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
言
っ

た
ら
僕
は
ビ
タ
ミ
ン
剤
だ
と
い
う
話
を
し
た
け

ど
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
っ
て
単
な
る
栄
養
剤
で
活
力
源

で
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ
の
原
点
に
な
る
も
の
だ

か
ら
大
事
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
朝
起
き
て
顔

洗
っ
て
鏡
を
見
た
と
き
に
「
昨
日
と
違
う
俺
が
い

る
な
」
っ
て
い
つ
も
感
じ
た
い
よ
ね
。
そ
れ
が
生

き
る
喜
び
の
原
点
。
そ
れ
で
そ
の
日
一
日
を
送
る
。

そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
い
っ
た
時
に
素
敵
な
人
生

が
送
れ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

そ
の
き
っ
か
け
作
り
に
な
る
の
が
芸
術
の
仕
事

で
あ
る
し
、
芸
術
を
鑑
賞
す
る
素
晴
ら
し
さ
と
、

自
分
自
身
が
芸
術
家
に
な
っ
て
人
々
に
喜
び
を
与

え
る
と
い
う
の
も
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
僕
は

そ
の
喜
び
を
与
え
る
と
い
う
仕
事
と
同
時
に
、
自

分
自
身
が
喜
び
た
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
芸
術
に
触
れ
て
、
新
た
な
自
分

を
探
し
あ
て
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
い
は
宝
探
し
を

し
て
、
そ
れ
で
素
敵
な
自
分
の
洞
察
力
を
磨
く
原

点
に
な
れ
た
ら
と
て
も
嬉
し
い
か
な
、
と
い
う
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

僕
は
ま
だ
イ
ル
カ
も
作
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
以

外
で
も
人
様
に
喜
び
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
仕

事
を
し
た
い
。
結
構
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
仕
事

も
し
て
い
る
の
で
、
時
々
見
て
く
だ
さ
い
。
秋
の

日
展
で
、
こ
の
作
品
が
で
き
た
と
い
う
の
を
ぜ
ひ

見
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に
勝
負
だ
か
ら
ね
。
お

互
い
に
こ
ん
な
の
作
っ
て
み
た
い
っ
て
や
っ
た
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
今
日
は
本
当
に
あ
り

が
と
う
。
い
い
出
会
い
で
、
楽
し
か
っ
た
。
あ
り

が
と
う
。

学
生
一
同　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

る
と
面
白
い
と
思
う
。
そ
し
て
ま
た
次
の
作
品
を

作
る
。
否
定
し
な
く
て
い
い
。
藝
大
で
文
化
財
保

存
の
一
番
古
い
も
の
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
学

科
が
あ
る
。
あ
え
て
そ
こ
で
A
I
を
ど
ん
ど
ん

使
っ
て
、
ク
ロ
ー
ン
文
化
財
を
作
っ
た
。
否
定
し

な
い
で
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば

ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
っ
て
あ
る
で
し
ょ
。
藝
大
で
は

ゴ
ッ
ホ
が
描
け
な
い
後
姿
を
描
い
て
る
ん
だ
よ
な
。

デ
ー
タ
が
全
部
あ
る
か
ら
、
後
ろ
も
描
け
る
わ
け

よ
。
そ
れ
を
バ
カ
だ
な
と
思
う
か
ど
う
か
、
利
用

の
仕
方
に
よ
っ
て
は
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
。

開
成
高
校
の
山
本
で
す
。

僕
は
い
わ
ゆ
る
芸
術
と
い
っ
た
と
き
に
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
も
の
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
最
近
の
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
イ
ラ
ス
ト
や
ア
ニ
メ
に
よ
く
触
れ
た

り
し
て
る
ん
で
す
け
ど
。
そ
う
い
う
の
も
、
今
ま

で
の
積
み
重
ね
と
か
あ
っ
た
上
で
、
そ
こ
に
存
在

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
貫
し
て
い
る
何

か
っ
て
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

宮
田
　
僕
は
漫
画
を
本
当
に
尊
敬
し
て
て
ね
。
あ

の
人
た
ち
す
ご
い
よ
。
こ
ち
ら
は
一
枚
の
絵
を
描

く
の
に
ひ
ー
ひ
ー
言
っ
て
い
る
の
に
。
そ
れ
を
物

語
と
し
て
一
週
間
に
一
話
出
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
、

あ
ん
な
す
ご
さ
っ
て
考
え
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん

編
集
者
や
い
ろ
ん
な
人
の
協
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う

け
れ
ど
も
、
も
っ
と
振
り
返
れ
ば
、
例
え
ば
鳥
獣

戯
画
だ
と
か
、
北
斎
だ
と
か
源
氏
物
語
絵
巻
と
か
、

そ
う
い
う
絵
物
語
。
ま
だ
文
字
が
読
め
な
い
頃
の

ア
ル
タ
ミ
ラ
の
壁
画
に
は
牛
と
か
人
の
絵
が
あ
る
。

例
え
ば
国
宝
の
銅
鐸
の
中
に
は
人
が
穀
物
を
耕
し

た
り
狩
り
を
し
た
り
し
て
い
る
絵
が
あ
る
。
物
を

表
現
す
る
伝
え
る
力
っ
て
い
う
の
が
す
ご
く
あ
る

ん
だ
よ
ね
。
そ
し
て
も
う
一
つ
日
本
人
に
は
謙

虚
っ
て
い
う
美
学
が
あ
る
ん
だ
よ
ね
。
言
わ
ず
も

が
な
と
言
い
な
が
ら
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ

う
い
う
美
し
さ
が
あ
る
。
そ
の
両
方
を
持
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
そ
こ
っ
て
す
ご
い
こ
と
だ
な
と
思
っ

て
い
る
。
僕
は
漫
画
と
か
ア
ニ
メ
と
か
新
た
な
世

界
観
と
言
い
な
が
ら
や
は
り
ち
ゃ
ん
と
伝
承
さ
れ

て
き
て
い
る
、
人
間
の
中
の
D
N
A
力
が
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
そ
の
中
に
は
た
だ
う
ま
い

だ
け
で
な
く
て
、
物
語
性
も
あ
る
。
だ
か
ら
入
る

ん
だ
よ
ね
。
ま
た
漫
画
の
最
後
に
出
て
く
る
「
つ

づ
く
」。
こ
こ
で
終
わ
る
の
か
次
な
ん
だ
ろ
う
み

た
い
な
、
あ
れ
も
素
晴
ら
し
い
芸
術
力
だ
っ
た
。

芸
術
の
力
っ
て
、
何
か
と
い
っ
た
ら
、
人
の
心
を

高
揚
さ
せ
る
ビ
タ
ミ
ン
剤
。
な
く
て
も
い
い
ん
だ

よ
。
で
も
、
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
感
じ

が
ち
ょ
っ
と
あ
る
。

例
え
ば
あ
そ
こ
に
ね
、「
藝
の
城
」
と
い
う
書

が
あ
る
。
芸
術
の
藝
と
い
う
字
が
表
し
て
い
る
の

は
人
が
し
ゃ
が
ん
で
、
手
で
穀
物
を
捧
げ
持
っ
て

る
姿
。
捧
げ
持
つ
の
は
自
分
の
感
情
で
も
い
い
。

人
に
心
を
捧
げ
る
。
そ
れ
が
美
し
さ
な
ん
だ
、
そ

れ
が
藝
な
ん
だ
っ
て
い
う
字
の
根
源
な
ん
だ
よ
。

書
っ
て
す
ご
い
ん
だ
よ
。
藝
術
っ
て
す
ご
い
ん
だ

よ
。
そ
う
い
う
も
の
を
感
じ
る
。

漫
画
も
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
、
お
お
い
に
自

信
を
持
っ
て
誇
り
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
展
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

田
園
調
布
学
園
高
等
部
の
大
竹
で
す
。
日
展
の
審

査
基
準
に
つ
い
て
で
す
が
、
絵
っ
て
人
に
よ
っ
て

は
い
い
っ
て
思
っ
て
も
、
違
う
人
は
い
や
、
こ
れ

は
悪
い
っ
て
、
い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
そ
の
中
で
ど
う
や
っ
て
審
査
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

宮
田
　
答
え
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
や
は

り
大
事
な
こ
と
は
、
人
の
心
に
触
れ
る
、
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
、
発
信
さ
れ
て
い
く
力
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
そ
の
作
品
の
良
さ

の
基
準
が
あ
る
と
思
う
。
同
時
に
日
展
は
審
査
員

を
絶
対
毎
年
同
じ
人
に
さ
せ
な
い
ん
で
す
。
同
じ

人
が
審
査
す
る
と
自
分
の
好
み
の
も
の
だ
け
の
展

覧
会
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
一
切
避
け
て
、

二
十
人
弱
の
先
生
方
が
厳
正
に
審
査
を
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
過
半
数
を
と
っ
た
り
、
工
芸
の
場

合
は
五
審
、
六
審
く
ら
い
ま
で
あ
る
ん
で
す
。
そ

う
い
う
ふ
う
に
し
て
徐
々
に
い
ろ
ん
な
人
の
考

え
方
を
語
り
、「
こ
の
作
品
は
こ
こ
が
い
い
ん
で

す
。」「
そ
う
か
、
気
づ
か
な
か
っ
た
な
」
と
か
ね
。

そ
う
い
う
会
話
を
し
な
が
ら
作
品
を
評
価
し
て
い

く
と
自
然
に
残
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
と
て
も
気
持

ち
よ
く
誇
れ
る
こ
と
。
自
分
自
身
の
こ
と
を
考
え

て
も
賞
を
も
ら
っ
た
作
品
と
い
う
の
は
い
ま
だ
に

や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
よ
ね
。

 

 
 
 
 
 
 　

理
事
長
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会 期 中 のイベント ＊最新の情報は、公式サイトで告知させていただきます。

講演会・シンポジウム・映 像による作品解説
○場所：国立新美術館３階講堂（入場無料）
※各日、講堂前にて整理券をお配りします。（30分前～） 　　 
※途中10分休憩

開催日 時間 講演会・シンポジウム・映像による作品解説等　　 司会（進行）

11月4日（土）
午後  1:30
　〜 3:30

［日本画］

○映像による作品解説「自作を語る」
　今年度受賞者（大臣賞・都知事賞・会員賞・特選） 今年度新入選者
○今年度審査員と新入選者による座談会
　–登壇審査員が選定した作品を解説–　今年度審査員

11月10日（金）
午後  1:30
　〜 3:30

［彫刻］

○「ぶらっと彫刻を楽しむ」　
　第1部　日展編　第10回日展の見どころ　今年度審査員　
　第2部　 地元に愛される彫刻（西日本編）　    

田丸 稔　吉居寛子　白石恵里
　第3部　彫刻が楽しめる美術館編

寺山三佳

中原篤徳

11月 11日（土）
午後 1:00
　〜 2:30

［洋画］
○今年度審査主任と特選受賞者による座談会　
○今年度審査員と新入選者による座談会　

石田宗之
大友義博

11月18日（土）
午後 2:00
　〜 3:30

［特別  ］ ○デザイナー コシノジュンコ氏×宮田亮平理事長

11月23日（木 祝）
午後１:30
　〜３:30

［工 美 ］ ○シンポジウム「伝承と発信」　今年度審査員

11月25日（土）
午後  1:30
　〜 3:30

［書］
○シンポジウムによる討論会「日展の書」　
　森嶋隆鳳　木村通子　綿引滔天　大橋洋之　川合玄鳳
○映像による作品解説「書」　松清秀仙　倉橋奇艸　岡野楠亭

牛窪梧十

井上清雅

わくわくワークショップ　
小・中学生とその保護者を対象に、日展作家の指導のもと、
各科のワークショップを行います。各回約２時間

実施日程 時間 部門（希望する部門を選択）

11月 5日（日） 
午前 10:30 〜 日本画　洋画　書

午後   2:00 〜 彫 刻　工 美 （漆）

11月12日（日）
午前 10:30 〜 日本画　洋画　書

午後   2:00 〜 彫 刻　工 美 （陶 ）

11月19日（日）
午前 10:30 〜 日本画　洋画　書

午後   2:00 〜 彫 刻　工 美 （金工） 

◎親子で記憶に残る
体験をしてみませんか！

◯日展作家が直接指導します。
○�対 象：小・中学生とその保護者
  （参加費は無料、保護者は入場券を各自ご用意ください。）

○場 所：国立新美術館�3階�講堂�
○申込受付：ハガキかFAX、又はメールで参加希望者の

住所・電話番号・氏名・学年・人数・希望日・希望部門
（※第2希望まで）を明記のうえ、下記までお申し込みく
ださい。申し込み多数の場合は、抽選とさせていただき
ます。（受付締切 10/27必着） 
○受付人数：各部門5組（10名程度）

　
「お申し込み お問い合せ」

 110-0002東京都台東区上野桜木2-4-1日展事務局・わくわくワ一クショップ係
　     TEL.03-3823-5701　FAX.03-3823-0453　E-mail event@nitten.or.jp

らくらく鑑賞会
出品作家達と一緒にゆっくり日展を鑑賞したい方に
○開催日程： 11月6日（月）・13日（月）・20日（月）
○定 員：�各回10 ～ 15名
○参 加 費：� 1名5,500円（入場料、昼食、テキスト他）
○時 間： 10:30集合、16:10解散（昼食つき）

※予約制（詳細は下記日展事務局までお問い合せください。）

ミニ解説会
会期中の平日開催　　一人からでも解説が受けられる
○開催日程： 第10回日展会期中の平日
  （土・日・祝日・初日・11/10を除く）

  午後1時30分～（30分程度）
○定 員： 各部門20名（5部門）

  ※参加費無料 各自入場券をご用意ください。
	 	 ※予約制（当日受付あり）

グループ作品解説
平日（月～金）に15名前後の団体で作品解説をご希望の方に
○ 日展作家が会場をご案内いたします。日本画・洋画・彫

刻・工芸美術・書のいずれか1部門をお選びいただき、
約1時間で主要作品をご説明いたします。ご希望のグ
ループは、事前にご予約ください。

○ 校外学習やクラブ活動など、学校のグループにも学年
や目的に応じた解説をいたしますので、ご相談ください。

「触れる鑑賞」プロジェクト
日展では、「触れる鑑賞」プロジェクトとして、作品（彫刻一
部の作品）に触れて鑑賞していただける取り組みを始めま
した。

日展プレスオフィス　
TEL. 03-6312-4098 / 03-5786-4650　FAX. 03-6862-6727
MAIL sr@mbr.nifty.com
〒107-0062 東京都港区南青山2-18-20南青山コンパウンド502

報道関係お問い合わせ
ご取材、写真申し込みなどは
右記までお願いいたします。
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公募展とは
これまで公募展が発展したのには、日本では作家
は公募展に出て世に認められていくことが多く、団
体の中で競い合い切嵯琢磨することですぐれた芸
術作品を生み出してきたという伝統があります。

日展は
日展は、日本に400ほどある公募展団体のなかで
も最も大きく、毎年秋に「日本画」「洋画」「彫刻」
「工芸美術」「書」の5部門が一緒に展覧会を行
います。応募者のなかから、入選や特選が選ばれ、
無鑑査出品の作品と並んで陳列されます。
応募者は10代後半から100歳を超える方までさま
ざまです。会場に並ぶ作品点数は3,000を越えます。

1部門につき1人 1点応募でき
る10月に搬入後、審査
毎年 10月、指定の期日、場所に作品を搬入し、
日展審査員が審査を行い、入選か否かが決定され
ます。昨年は 11,186 点の応募があり、2,309 点
が入選しており、全体では 21 パーセントが入選と
なりました。科ごとに見ると、日本画が 339 点の
うち入選 154 点、洋画 1,575 点のうち入選が 547
点、彫刻 85 点のうち66 点が入選、工芸美術 611
点のうち454 点が入選、中でも書は 8,576 点のう
ち1,088 点が入選で 13 パーセントと最も狭き門に
なっています。なお、昨年の新入選点数は全体で
296 点でした。

日展の5つの芸術ジャンル
［日 本 画］� 日本の伝統的な絵画で、絹や紙に天然の鉱物

を使った「岩絵の具」で描かれます。
「洋 画］� キャンバス（布）に油絵の具で描く油彩画のほ

か、水彩画、版画があります。
［彫 刻］� 人や動物などの形を石や木を彫ったり（彫像）、

粘土を固めたり（塑像）して作ります。
［工芸美術］ 実用品に美しさや装飾性を加えて作られた作品

で、陶磁器、漆、染色、彫金などさまざまな種
類があります。

［ 書 ］ 漢字、かな、調和体、石などに文字を彫り押
印する「篆刻」があります。

日展が輩出した芸術家たち
明治、大正、昭和、平成へと、こうした芸術家たちも日展
で活躍し、近代日本美術の発展に寄与してきました。

［日 本 画］ 中村岳陵、福田平八郎、杉山寧、東山魁夷、
 奥田元宋、佐藤太清、髙山辰雄、大山忠作、
 鈴木竹柏
［洋 画］ 藤島武二、和田英作、白滝幾之助、棟方志功、

小山敬三、井手宣通、國領經郎、伊藤清永、
 森田茂
［彫 刻］ 高村光雲、朝倉文夫、清水多嘉示、北村西望、

澤田政廣、圓鍔勝三、富永直樹、橋本堅太郎
［工芸美術］ 板谷波山、山崎覚太郎、楠部彌弌、帖佐美行、

髙橋節郎、青木龍山、蓮田修吾郎、三谷吾一、
今井政之

［ 書 ］ 日比野五鳳、青山杉雨、金子鷗亭、村上三島、
小林斗盦、杉岡華邨、高木聖鶴、小山やす子、
日比野光鳳

日展では、切磋琢磨された日本 現代作家 作品、しかも５部門 ジャンル 新作 3,000点が一堂に会します。
エネルギーに満ちた会場で、新たな日本 美   出会いをお楽しみいただけます。

日展 について 　［ 参 考 資 料 ］日展 の 特 徴とみどころ

日展は５部門がそろう、
世界でも類をみない
総合的な公募展
5つの部門［日本画、洋画、彫刻、工芸美術、
書］の作家が年に1度、日展のために制作した新
作が揃う、世界でも類をみない総合的な公募展。

今年設立１１6年目の
美術団体
明治 40年から続く今年 116 年目の美術展。日本
最大級の公募展で、歴史的にも、東山魁夷、藤島
武二、朝倉文夫、板谷波山、青山杉雨など、多く
の著名な作家を生み出してきました。

日本最大級の公募展
昨年の応募者数は 11,186 点で、入選者と無鑑査
作品、合計 2,979 点の作品を展示しました。

日本の芸術家の
渾身の最新作が集結
展示された作品は作家の今を写す鏡ともいえます。
作品から世相や背景など多くのことを読み取る楽し
さがあります。また、伝統的なスタイルの作品から
現代的な作品まで、テーマもジャンルも幅広い作風
をご覧いただけます。

文化勲章受章者の中村晋也（彫刻）、大樋年朗（陶
芸）、奥田小由女（人形）、文化功労者の尾崎邑鵬
（書）、井茂圭洞（書）、森野泰明（陶芸）、中井貞
次（染色）などの作品も展示。日本の美術界を代
表する作家たちの現在の作品をご覧いただけます。

全国の日展作家が
バックアップし、鑑賞を
深めるイベントを開催
鑑賞の理解を深めるイベントを開催。第 10回日展
では、各部門ごとの講演会、シンポジウム、作品
解説を行うほか、日展作家から学ぶワークショップ
や作家に手紙を書くワークショップなどを開催いた
します。詳細はP60-61をご覧ください。
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　日展は、そ 前身である文展（文部省美 展覧

会） 創設から今年 116 年目を迎える伝統ある

美 団体です。日本画、洋画、彫刻、工 美 、

書 5つ 部門からなり、世界でも類をみない総

合美 展 してほぼ毎年開催され、全国 多く 

美 ファンを集めています。そ 歴史をさか ぼ

れば、江戸時代 長い鎖国 後、日本は産業 

育成 同時に  文化 レベルアップ 必要性を

感じていました。文部大臣 牧野伸顕は、オース

トリア公使時代より日本 美  水準を めたい

 い 夢を抱いており、1906 年に念願 公設展

開催を決め、1907 年に「文展」が開催されました。

そ 後、文展は「帝展」「新文展」「日展」 名

称を変えつつ日本 美 界  核 して、116 年

 歴史を刻んでいます。当初は日本画、洋画、彫

刻 三部門でしたが、1927 年に工 美 、1948

年に書が加わり総合美 展 なりました。1958 年

より民間団体 して社団法人日展を設立。69年に

改組が行われ、2012 年からは公益社団法人 な

りました。

　日展は、毎年 10月に作品公募を行います。昨

年日展 応募点数は11,186 点で、そ  ち入選

は2,309 点、日展会員 作品など 670 点を合わ

せ、計 2,979 点が展示されました。今年も、約

3,000 点 作品が 3週間にわたり、六本木 国

立新美 館で展示され、そ 後、京都、名古屋、

神戸、金沢 4会場を巡回する予定です。現代を

 きる、日本 最 レベル 作家 新作 3,000 点

が一堂に会す日展。熱気あふれる会場から日本 

美 いまを体感ください。

展 覧 会 概 要

日展は、明治 40 年 第 1回文展より数えて、今年116 年を迎えました。今年も11月3日( 金 祝 )〜11月
26日 (日 )まで、国立新美 館にて第 10 回日展を開催いたします。日本画、洋画、彫刻、工 美 、書 5
部門にわたり、全国各地から応募された作品 入選者ならびに日展会員、準会員、前年度特選受賞者 作品約
3000点が一堂に会し、幅広いジャンル 現代   作品をご覧いただけます。また、第 10 回展を記念しまして、
 校  大学 は無料 なります。東京展 後は、京都、名古屋、神戸、金沢 4か所を巡回いたします。

展 覧 会 名 第 10 回 日本美術展覧会
英 文 名 The 10th NITTEN The Japan Fine Arts Exhibition

会 期 2023 年 11 月 3 日（金・祝）～ 11 月 26 日（日）
 〔休 館 日〕火曜日
 〔観覧時間〕午前 10 時～午後 6 時（入場は午後 5 時 30 分まで）
会 場 国立新美術館　東京都港区六本木 7-22-2
 東京メトロ千代田線乃木坂駅直結 都営大江戸線 六本木駅
 7 出口徒歩約 4 分  東京メトロ日比谷線六本木駅 4a 出口徒歩約 5 分
主 催� 公益社団法人日展
後 援 文化庁／東京都
入 場 料　

お得なチケット

一 � � 般
お問合わせ 日展事務局  TEL. 03-3823-5701

巡�回 �展（予定）

    一般� � �
当日券� � � � 1,400 円� �
前売券・団体券（予約制）� � 1,200 円 　　（前売販売期間 10/1 ～ 11/2）

○第１０回展記念として、学生（高校生・大学生）は無料。入り口で学生証の提示をいただきます。○小・中学生は無料。

○団体券は 20 名以上。20 枚購入につき招待券 1 枚を進呈。○前売券は、チケットぴあ、ローソンチケット、ファミリーマー

ト店内 Fami ポート、 ＣＮプレイガイドほか、主要プレイガイド、デパート友の会、画廊、画材店などで発売。 （前売券販売

期間：10 月 1 日～ 11 月 2 日）○日展ウェブサイトからもご購入いただけます。＊チケットやイベントなど最新の開催情報は

「日展ウェブサイト」https://nitten.or.jp/ でご確認ください。

○ペアチケット（前売りコンピューターチケットのみ）
　1 枚 2,200 円。お二人で入場の方、またはお一人で会期中 2 回入場いただく方に、お得なチケットです。
　他の割引との併用はできません。（販売期間は前売券と同じ）
○トワイライトチケット（時間限定入場券・会場窓口販売）
　観覧時間：午後 4 時～午後 6 時／入場料：一般 500 円
・チケットやイベントなど最新の開催情報は「日展ウェブサイト」https://nitten.or.jp/ でご確認下さい。

京 都 令和5年12月23日～令和6年１月20日 京都市京セラ美術館

名古屋 令和6年１月24日～ 2月11日 愛知県美術館ギャラリー

神 戸 令和6年２月17日～３月24日
神戸ゆかりの美術館
神戸ファッション美術館

金 沢 令和6年６月１日～６月23日 石川県立美術館

日展とは

日展プレスオフィス　
TEL. 03-6312-4098 / 03-5786-4650　FAX. 03-6862-6727
MAIL sr@mbr.nifty.com
〒107-0062 東京都港区南青山2-18-20南青山コンパウンド502

報道関係お問い合わせ
ご取材、写真申し込みなどは
右記までお願いいたします。




